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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ



01　だから急に来られても困るんだって！　お茶の用意もしてないし、ゴールだって決めらんないって！　前もって一回連絡入れてよね！

02　一方その頃、藍玉氷莉は羊の背で眠る夢を見ていた。ナニコレもっふもふ。寝心地最高。心地よい感触の中、彼女は夢の中で更にだらだらと眠りについた。

03　喧嘩するほど仲がイイっていうけど、電撃ぶっ放したりゲルかけたりし合うのって、もはや喧嘩の域を超えてますよね

04　人にはそれぞれ『許せない』基準がある──例えばただ盛り付けただけの生野菜を『サラダ料理』と言い張るとか、もうね、もうね

05　くそっ……セーブポイントが、セーブポイントがあればっ……選択肢に悩む必要なんて無くなるのにぃぃぃ！








　あとがき
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　プロローグ







　チームメンバー全員が集まる昼前の研究室の一角にて、夜よ侘わびとヱリコの二人が、少しばかり異様な光景を醸かもし出していた。

「ハイっ、ハイっ──ハーイ！　息上がってますよー、夜侘ちゃん！　もっと情じよう緒ちよ豊かに、扇せん情じよう的てきに！　時には少女のように……そして時には、遊女のようにー!?」

「ハァ、ハァ……え、ヱリコさん、何かいつもと違ちがい過ぎませんー!?　ていうか情緒とか扇情的とか、関係あるんですかー!?」

　政府公認ストレンジャーたる夜侘が、なぜかダンスレッスンに打ち込んで……いや、打ち込まされている。そんな彼女のコーチを務めるヱリコからは、いつもの謙けん虚きよさや穏おだやかな雰ふん囲い気きはほとんど窺うかがえず、何やら鬼き気き迫せまる様子で指導を続けていた。

「ほらほら、ダンスは回転の美しさが命なんです！　くるっと回った時の目線は真まっ直すぐ！　動きのキレを意識してー!?　そう……魅みせる動きを心がけてー!?」

「目線や動きはともかく、魅せるとか絶対に関係ないですよね、あのー!?」

「いいですか、夜侘ちゃんっ……一いつ瞬しゆんでも油断しちゃダメです！　相手は待ってくれないし、容よう赦しやなんてしてくれないんですよっ……！　そう────視し聴ちよう者さんは！」

「アタシはナニと戦ってるんですか!?　え、ヱリコさんっ……これ、あのっ……ホントに能力の特訓と関係あるんですか!?　……あの、ヱリコさーん!?」

　実はこのレッスン、最近ダンスによる新たなバトルスタイルを得た夜侘の、戦せん闘とう訓練だったのだ──が、ステップを踏ふみながらツッコミを入れる夜侘の言う通り、その内容は戦闘とあまり関係ないような気がする。しかし軽くトリップ状態のヱリコは全く聞く耳を持たず、激しくも謎なぞ多きレッスンはそのまま続いていった。

　ちなみに異様な雰囲気を醸しているのは、夜侘とヱリコだけではなく──今現在、デスクワークに勤いそしんでいる、アリアもだった。

「──クク……ハーッハッハ！　ストレンジャーが誕生してから、優に半世紀以上が経たつというのに……よくもここまでおざなりな政策を施し行こうし続け、それに何の疑問も持たず享きよう受じゆしてきたものだ……怒いかりを通り越こして、呆あきれてくるよ……クックック……」

　微び妙みように悪役っぽい笑い方をするアリアは、しかし自分自身では気付いていないらしく、そのままの口調で呟つぶやき声を漏もらす。

「異能を制せい御ぎよしきれないストレンジャーに対する、日常生活への配はい慮りよと対応……非政府ストレンジャーとアウトローの、明確な区分……細かな部分まで数え上げればキリがないが、疎おろそかにしてきたこれら全すべて、隅すみから隅まで一新し尽つくしてくれる……私がストレンジャー管理の総責任者となった以上はな……見ていろよ、ククッ……フゥーハハハ！」

　アリアはストレンジャー管理の総責任者となってから、割と連日この調子である。寝ね不ぶ足そくなのだろうか、ちょっぴりテンションがハイになり過ぎている彼女だが、生き生きしているのは確かだし……放置するしかないのかもしれない。

　そんな慌あわただしい面々とは対照的に、落ち着いた様子の沙さ凪なぎが呆れ声を漏らす。

「にゅふぅ……全く、誰だれも彼も、優ゆう雅がさに欠けますの。せっかく隆たか良ら様を取り返して、一段落したっていうのに……ホーント、落ち着きがないですのっ」

　そう、今は『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』での激戦を終え、帰ってきた隆良と共に年を越し、一週間ほどが経とうとしている。ようやく騒さわぎが落ち着いたかと思えば、またこの調子だ──平へい穏おんとは、どうにも縁えんが無い面々である。

　やれやれ、と首を横に振ふる沙凪の隣となりで、すやすやと眠ねむっている氷こお莉りもまた、その騒がしさに寝言を漏らしてしまう。

「んぅ……ヱリリンもよわびニャンコも、アリアおねーさんもうるさい～……ぐう」

「にゅ、氷莉の言う通りですの。ホントにもう、皆みんなはこのわたくしを……そう、この『超ちよう絶ぜつ可か憐れんお嬢じよう様さま・四属性エヴォリューションVer.2.01』を見習って、優雅に典てん雅がに悠ゆう揚ようたる態度を心がけるべきですのよね。オーッホッホッホ──」

「とくにさなぎちゃんがうっさい……ねてないクセにネゴトがうっさい……ｚｚｚ」

「ヘーイ氷莉ー？　アナタ本当は起きてるんじゃないですの？　にゅおぉーい」

「ぅぅ、もー、うるさいよー……わたし、たからパパにあまえるのに、チョーいそがしいんだからぁー……んうぅ～……」

「夢の中でまで隆良様に甘あまえようとするとは……氷莉、恐おそろしい子ですの……」

　ただでさえ、氷莉は帰ってきた隆良に隙すきあらば甘えようとしていたというのに、全く根っからの甘えん坊ぼう体質である。とはいえ、そのたびに『離はなれられないように』と凍こおらされそうになる隆良は、堪たまったモノではないだろうが。

　それはともかく、夜侘へと情熱的なコーチングを続けるヱリコに、沙凪が首を傾かしげる。

（……ていうか、何でヱリコがダンスのコーチなんてやってるんですの？　学校ではテニス部だった、って聞きましたケド……にゅふぅ……？）

　以前、沙凪だけでなく他ほかの仲間達も、ヱリコがダンスのコーチをする理由や、不思議と動画撮さつ影えいが得意な理由を聞いてみたことがあるも──結局、ヱリコは大おお慌あわてになり、頑かたくなに口を閉とざしてしまい、答えを得ることはついぞ叶かなわなかった。

　まあその件に関しては、置いておくしかない。とにかく一部の様子は平穏から微妙に程ほど遠とおいが、それ以外に思い煩わずらうことは無いはずだ。つい最近までゲル中毒が重じゆう篤とくだった沙凪も、今は隆良が近くに居るという安あん堵ど感かんからか、穏やかなため息を漏らす。

「にゅっふぅ……まあこんなカオスな光景も、ある意味じゃ平和だからこそ、ですの。この平穏を満まん喫きつしつつ……隙を突ついて隆良様のゲルを絞しぼり取──」

「……はあ、ナニ言ってるのよ、沙凪ちゃん。平和だとか平穏だとか……危機感が足りないわよ？　何か一瞬、バカ隆良だけに凄すさまじい危機が迫せまってる気はしたけど」

「……にゅひっ!?　魅み神かん……それ、どういう意味ですの？」

　背後から唐とう突とつに語りかけられ、ソファに座ったまま顔を後方に反らしつつ尋たずねてくる沙凪に──魅神は金色に輝かがやく長ちよう髪はつをかき上げながら、呆れ顔で返事する。

「そのまんまの意味よ。平穏が訪れてるなんて、まだまだ言えない……アリアが総責任者になってから、色々な問題が解消されていってるのは確かだけど……それでも、アウトローは依い然ぜんとして存在するし、ストレンジャーの事故なんかが起こるコトもある。……それに対応しないといけない私達が、腑ふ抜ぬけたコトは言ってられないわよ」

「にゅおっ……そ、それはそうですケド……」

「……それに……」

「？　それに……なんですの？　魅神」

「………………」

　首を傾かしげて問いかけてくる沙凪に、魅神は言葉では答えず、別方向へ視線を移す。

　魅神の視線、その先には──沙凪とは別の場所のソファに腰こしをおろす、無言の隆良。そして彼が見つめているのは、一台の大きな液えき晶しようテレビ。

　画面に映し出されていたのは──例の仮面のヒーロー、『絶対正義ジヤガー・ノート』だ。どうやら今、彼の動向を報道するニュースが放送されているらしい。

『──……ニュースをお伝えいたします。昨夜未明、組織だった犯罪を行うアウトローによる立てこもり事件があったものの……突とつ如じよとして現れた《絶対正義》と名乗る仮面のストレンジャーと、その一味により、事件は解決されたとのコトです』

「にゅお……アレは、隆良様の憧あこがれる、ヒーローさんのニュースですの？　ふむう、ちょっと前に復活してから、最近はよくニュースで見るようになりましたのね……」

　ふむ、と顎あご先に手を当てて感想を漏らす沙凪だが、魅神の表情は浮うかない。液晶画面から目を離さず、女子アナウンサーの言葉に耳を傾かたむけている。

『世間を賑にぎわす《絶対正義》は、十年以上前にも、こういった自警活動を行い《ヒーロー》を自じ称しようしていたようですが……今現在、そんな彼の栄光に惹ひかれるように多くのストレンジャーが追従し、あるいは撃げき退たいしたアウトローの一部を吸収し、集団の規模を増大させているようです。今、映像に出ているのは……元は政府のストレンジャーだったという情報のある、王おう真ま燈とう矢や氏ですね。どうやら《絶対正義》に追従する一味の、筆頭とか……んん……イケメンですね……おっと、失礼しました。それではここで、お招きしている評論家の先生に所見を伺うかがってみましょう……いかがでしょうか、脇わき谷やさん？』

　女子アナウンサーが話を振ると、招かれた評論家とやらが芳かんばしくない表情で口を開く。

『はい……私としては、あまりよろしくない、と考えます。自警活動を行っているとはいえ、何しろ彼らは政府非公認の集団。信用に足るか、と聞かれれば、首を捻ひねらざるを得ません。……何より、そう……イケメンはダメですね。あの集団は即そく時じ解散し、即刻滅ほろびればよいと思います。少なくとも、私が彼らを支持することは、ありえませんね』

『……なるほど、そういう考えもある訳ですね。参考になりまぁーす。……あ、次に画面に映ったのは……元アイドルの《キュアキュア☆ルリーナ》こと葛くず代しろ瑠る璃り花か氏ですね。突とつ然ぜんアイドル活動を休止したかと思えば、こういうコトをしていたとは驚おどろきで──』

『ンッ、ヒャアアン！　ルリーナ、ルリーナァァァ！　帰ってきてくれて嬉うれしいよ！　くんくんぺろぺろ！　支持します……誰が何と言おうと、圧あつ倒とう的てきに支持しますゥゥゥ！』

『やかましーんだよ今すぐ帰れエセ評論家ァァァ！　……はっ、失礼しました。えー、つまり……《絶対正義》率いる集団は、結局のところ人々から一定以上の支持を集めており……今や彼らは《ヒーロー軍団》と呼ばれ、自警活動を続けながら、その規模を拡大している模様です。私、アナウンサー臍ほぞ見みがお伝えいたしました。さて、続いて──』

　話が一段落したところで、沙凪が液晶画面から視線を外し、微妙な顔で声を漏らす。

「（……なんか変なニュースですの……）……あ、あー……『ヒーロー軍団』とかいうのも、随ずい分ぶんと大きくなってますのね……でも、これがどうかしたんですの？　悪い人達をやっつけたりしてるのなら、別に気にする必要……あの、魅神……みかーん？」

「………………」

　沙凪が問いかけるも、魅神は馬ば耳じ東とう風ふう──何も聞こえていないかのようだ。

　魅神が思うのは、『浮遊研究施設』と単独で交戦していた際、自身を遮さえぎった空気の壁かべのようなもの。それは──『絶対正義』の使う『大気を操あやつる異能』によって作り出された、圧縮した空気の塊かたまりに、考えれば考えるほど酷こく似じしていた。

（……確かに、あんな高度での戦闘は初めてだったし、環かん境きようの違いが影えい響きようした可能性が無いワケじゃない……けど、やっぱり私は気になる……もし、私を邪じや魔ました『何か』の正体が、『絶対正義』だとしたら……それは、なぜ？　ヤツは……『ヒーロー軍団』なんて作って、ナニをしようとしているの？　…………）

　考えたところで、分かるはずもない──実のところ魅神は、己おのれの危き惧ぐをアリアにだけは打ち明けていた。アリアは魅神の思いを真しん摯しに受け止め、『絶対正義』について調べるよう動いてくれているが──さしもの彼女でも、すぐに結論を出せる訳ではないようだ。

　気持ちが逸はやるのを抑おさえきれない魅神が、無意識に隆良のほうへ視線を移す。テレビから目を離さず、微び動どうだにしていない彼は、何を思っているのだろう──そんなことを魅神が考えていると、同じくテレビを見ていた沙凪が声を上げる。

「！　あれは……わたくし達が『浮遊研究施設』と戦った時の……例のヒーローさんが現れた時の映像ですの……！」

「！　……ええ、そうね……」

　いつの間に撮影されていたのだろうか。それは確かに、隆良達と『Ⅰワン』が交戦し──腹部を貫つらぬかれて危機に陥おちいった隆良を、『絶対正義』が絶ぜつ妙みようのタイミングで救った時の映像だ。

　そして場面は少し飛び──『絶対正義』が手を振り上げている光景が映し出され、

『《ヒーロー》は、ここにいる──《絶対正義》の名を──刻み込むが良い──』

　言葉を終えると同時に、『絶対正義』が腕うでを振り下ろした瞬しゆん間かん、彼の一撃で巨きよ大だいな『浮遊研究施設』が真っ二つにされ──そこで映像は途と切ぎれた。

　その衝しよう撃げき的な光景の後、二、三、女性アナウンサーが発言して、ニュースは終しゆう了りようとなる。液晶画面から目を離した沙凪と魅神が、軽くため息を吐つきながら会話を始めた。

「……ふう、この映像……全く、何度流せば気が済むんですの？　というか、誰が撮とったのかも謎なぞですし……そもそも、これじゃまるで、『絶対正義』の人が『浮遊研究施設』を倒たおしたみたいじゃないですの！　本当に倒したのは、わたくし達ですのに！」

「……全くね。ご丁てい寧ねいにも私達が『Ⅰ』と戦った場面だけ、綺き麗れいに切り取られてるし……手て柄がらがどうとかケチなコト言うつもりはないけど、やり方が気に入らないわ。……それに、こんなの見たら……バカ隆良だって」

「！　……そう、ですのね……確かに……」

　そう、あの隆良のことだ。『Ⅰ』を撃破し『浮遊研究施設』を打だ倒とうした功績を、横取りされたとあれば──相手がいくら『憧れのヒーロー』とはいえ、許せるはずが無いだろう。現に彼は、何やら合わせた両手の上に顔を伏ふせ、ふるふると肩かたを震ふるわせている。

「っ……くっ、ち、ちくしょうっ……ううっ……うっ──」

　きっと、怒いかりに震えているのだろう。どれほどそうしてからか、ついに隆良は勢い良く立ち上がり、抑えていた感情を爆ばく発はつさせて──！

「──うおぉぉぉ！　さすがヒーロー……かっけぇっ……『絶対正義』さん……マジかっけぇぇぇ！　ちっくしょー、ヤベーな……『ヒーロー』完全復活だぜっ……！」

「…………あの、バカ隆良？」

「ん……何だこのＣＭ？　……えっ……『絶対正義』コスプレセット……？　なんだそれ……なんだそれ！　超ちよう欲ほしい……あの超クールな仮面とテンガロンハットとマント、超欲しい……頂きたいっ……是ぜが非ひでも頂きたいィィィ！」

「「………………」」

　どうやら隆良は、不満ゼロの模様──いくら何でも、『憧れのヒーロー』に傾けい倒とうし過ぎではないのか。これには魅神だけでなく、沙凪も思わず呆あきれてしまう。

　……と、思いきや、呆れ顔を作っていた魅神の口元が、なぜか不意に綻ほころんで──

「全く、仕方ないんだから……んふっ……ん、んっ……ふ、ふ……んんっ！」

「!?　あ、あのー、魅神……？　何で、その……ニヤついてるんですの……？」

「！　に、ニヤついてなんかっ……あ、やっ、あの、えーと……そうっ！　バカ隆良があんまりバカすぎて、逆に笑えてきちゃったってだけでっ……」

「何ですの、その妙みようちくりんな理り屈くつ……魅神、まさか……」

「…………な、なによ」

　軽く頰ほおを赤らめてそっぽを向く魅神に、沙凪は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべながら言う。

「あの、ヒーローさんのコトでテンション上がっちゃってる隆良様が……何か子供っぽくて、微び妙みようにカワイくって、和なごんじゃってるんですの？」

「……──!?　やっ……そそ、そんなワケないでしょっ!?　なんであんなゲル妖よう怪かいをカワイイだなんて思えるのよっ……あ、ありえないっていう……っていう、ねっ!?」

「なんかもう、取り繕つくろうほどに信しん憑ぴよう性せいが無くなってきますのよ。にゅふふ……まあ魅神も、さすが氷莉のママ役っていうところですの？　意外な母性本能が──」

「────ちょーっと待ったぁー！」

「「────!?」」

　突然の『ちょっと待ったコール』と共に、魅神へと歩み寄ってくるのは、桃もも色いろの艶つややかな髪かみをなびかせる一人の少女──……かなり汗あせだく状態の、夜侘だった。

「ぼ……はあ、はあっ……ぼ、母性本能と、聞いたら……エフッ、エフッ……だ、黙だまって、られないっ……ハヒュッ……このアタシ、す、『宿星の女房スター・ミセス』たる……よ、夜侘こそが……んっ、んぐうっ……た、隆良の、少年のような心を、包んであげることができる、母性本能をもって……げほっ……げっほ、げほっ……！」

「……よ、夜侘、大だい丈じよう夫ぶですの？　めっちゃ息切れしてますケド……ていうか、ヱリコはどこに行きましたの？」

「はあ、はあ……え、ヱリコさんは、仕事があるからって……何か去り際ぎわ、『いぢめ抜ぬいた肉体には、健全な色気が宿るのですー……夜侘ちゃん、精しよう進じんするのですー！』とか、戦いとは全く関係なさそうなコト言ってたけど……そ、そんなコトより！　隆良の意外なカワイさには、アタシが一番最初に気付いてたんだからぁっ……」
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「にゅふ、まあ要するに、夜侘もこのガールズトークに参加したかったんですのね……まあわたくしも、ゲル抜きで考えてみたって、あの隆良様にはついついキュンと滾たぎるモノを抑えられないくらいですの。無理もないですの……そうですのよね、魅神？」

「うん。……い、いや、ちがっ！　私は別に、何とも思ってないってばっ……！」

　魅神は否定するが──そこで耳に入ってくるのは、先ほどからテンション上がりっぱなしの隆良の声。

「くっそー、俺も『絶対正義ジヤガー・ノート』さんみたいになりてぇなぁー……！　こう、ビシッ、と一発ポーズを決めて……『ふっ、またつまらぬ悪を斬きってしまった……』……うーん、ちょいと違ちがうかな……こうかなぁー……」

「……………………」

　いつの間にか立ち上がっていた隆良が、ああでもない、こうでもない、と様々なポーズを決めている。そんな彼を見て、魅神はぼんやりと考えた。

（……アイツのあんな顔、初めて見るわね……ああもう、あんな子供みたいに夢中になって、バカなんだから！　もう高校生だっていうのに……ホント、もう、もう……！）

　憧あこがれのヒーローを見て、少年のようにキラキラと目を輝かがやかせる隆良──そもそも魅神が『絶対正義』への不信をアリア以外の人間に話せないのは、彼のせいである。こうも純じゆん粋すいに『ヒーロー』への憧れを露あらわにしているのを見ると、どうにも言い出せなかった。

　何とか必死に憤ふん慨がいしようとしていた魅神だが──しかし。

「……ん、んふっ……」

「……やっぱり魅神、キュンときちゃってるみたいですのよ……ね、夜侘」

「にゃ、にゃうっ……アタシだって、ばっちりキュンときちゃってるんだからぁ……隆良のコトなら、魅神よりも分かるんだからぁ……！」

　妙な対たい抗こう意識を燃やす夜侘の呟つぶやきを、割と地じ獄ごく耳みみな魅神は聞き逃のがさなかった。

「……はい？　夜侘ちゃん、またナニを下らない寝ね言ごとを……氷莉ちゃんじゃあるまいし、おねんねの時間には早すぎるわよ？　私はアイツを子供の頃ころから知ってるんだから……私よりバカ隆良のコトが分かるとか、冗じよう談だんだとしても笑えないわね」

「……はい？　魅神が隆良を子供の頃から知ってるとか、関係ないと思うんですけどぉ～。今の隆良がああいう顔をして、そんな隆良の気持ちが分かるっていうのが、そんなに変なコトかなぁ～？　ていうか魅神こそ……幼おさな馴な染じみだからって、そんな言葉に甘んじちゃって、本当に隆良のコト分かってるのか……疑わしいんですけどぉ～？」

「……はい？　何よ……喧けん嘩か売ってるのかしら、夜侘ちゃん？」

「……はい？　魅神の方が先に、突つっかかってきたと思うんですけどぉ～？」

「「………………」」

　体の周囲に電撃を[image: 迸]ほとばしらせる魅神と、今にも炎ほのおを灯ともす右眼を紅あかく輝かせそうな夜侘──二人の間に、本物の火花が散りそうな中、けれど沙凪は慣れた様子で首を振ふる。

「やれやれですの……隆良様が帰ってきてから、この懐なつかし～いやり取りも帰ってきましたの……当の隆良様はヒーローさんに夢中で、気付いてもいないですのに、全くっ」

　やれやれ、と首を横に振った沙凪が、再び隆良へ視線を向けると──先ほどから変わらず、ポーズを取り続ける彼の姿が目に映る……が。

「……え、あ……隆良様？　……えっ、ですの」

　そちらを見た沙凪が、思わず絶句する。隆良の──その隣となりに居るのは。

「こう、こうっ……お、今のポーズ、結構キマってたんじゃね!?　イイ感じぢゃね!?」

「うん、タカラ、かっこいい。……ぱちぱちぱち」

「おっ、そっかぁ～？　拍はく手しゆありがとよ、ふっふっふ……これで一歩、ヒーローに近づけたぜ……なんつって、なんつって！」

「……ヒーロー……タカラ、ヒーロー、好き？　……憧れ、てる？」

「おぉ！　当たり前だろっ……いや、もう好きとか憧れとか、そんな次元じゃねーって！　ヒーローっつーのは、俺の信念で、生き方だっつう…………ん？」

「そう……そう。……タカラ、それなら──」

　隆良が今話している人物──一体いつの間に、ここへ入ってきていたのか。沙凪だけでなく、火花を散らしていた魅神と夜侘も、その存在を認にん識しきした瞬間──銀ぎん髪ぱつのツインテールをふわりと靡なびかせながら、彼女は胸を張って、しかし無表情で言った。

「ルーネも──ヒーロー。タカラと、同じ。……えっへん」

「「「────えっ」」」

　魅神・夜侘・沙凪と、三人で声を揃そろえるのと同時に、隆良もルーネを見て、

「……なっ、なっ……なんでっ……なんでルーネがここにぃぃぃ!?」

　大いに叫さけび──その声で、仕事に熱中していたアリアも思わず顔を上げる。

「フハハ……はっ!?　わ、私としたコトが、乙女おとめにあるまじき高笑いをぶっ放してしまっていたな……危ない、危ない。……って、ん？　隆良くんの隣にいる、あの子は……話に伝え聞く、例の……リーザの妹か？　…………」

　ルーネを見て何やら沈ちん黙もくするアリアだが、ルーネ自身は視線に気付くこともなく、ふんすっ、と胸を張る。……しかし室内の面々に驚おどろかれているのが何故なぜなのか、それは良く分かっていないらしく、くりっ、と首を傾かしげてから、

「……タカラ……タカラっ」

　ぽふっ、と隆良に寄りかかっていき──彼の腹部に顔を埋うめた。

「……久しぶり、に……すん、すん……すんすんすんっ」

「え、ちょ……う、うぐぐ……だから、そういきなり嗅かぎにくるなってっ……相変わらずか！　お前のそのニオイフェチ、俺が居た堪たまれなくなるからヤメロォ！」

「やめない。……すん、すん……くんかっ……すんすんくんかっかすんすっ」

「リズムに乗ってニオイを嗅ぐな！　ちょ、待て……く、くすぐったい……腹は……腹はやめっ……ぐ、ぐふっ……やめっ……ら、らめぇぇぇ！」

　ルーネの顔面に腹部を蹂じゆう躙りんされ、くすぐったさに悲鳴を上げる隆良。そんな二人のやり取りを見て、魅神と、そして夜侘と沙凪は、

「「「………………」」」

　沈黙こそはしていたが──その背中に、何やら禍まが々まがしいオーラを背負っているように見えるほど、険しい表情をしているのだった。







　01　だから急に来られても困るんだって！　お茶の用意もしてないし、ゴールだって決めらんないって！　前もって一回連絡入れてよね！







　突とつ然ぜん来訪して隆たか良らとくっつきっぱなしのルーネに、魅み神かんは大いに憤慨していた。

「ちょ、な、何なのよ、いきなりっ……とりあえずバカ隆良から離はなれなさいってば！」

　文句があるのは魅神だけではなく、夜よ侘わびと沙さ凪なぎも同じらしい。そこで、今まで黙っていたアリアが、顎あご先に軽く指を当てながら口を開いた。

「むう、仕方ないか──隆良くん。ルーネちゃんの面めん倒どうは、キミが見なさい」

「そうよ、今すぐ離れ──ちょっとアリア!?　アリアは私の味方だと思ってたのに！」

「いや味方だけども。しかしな魅神……ルーネちゃん、別に悪い子ではなさそうだし」

「ぅ、それはそうだけど……いや、それとこれとは、話が別っていうか……」

　何ともあっさり指示を出したアリアに、魅神はまだ不満があるようだが──しかし当の隆良は、仕方ない、と腕うで組ぐみしながら軽く頷うなずいた。

「まあ、俺とくっついてる時は、ルーネの『不幸を撒まき散らす異能』は発動しねーみてーだしな……俺もちょっとは、その……不満はあるけど、仕方な──」

「タカラ、すんすん……ワタシ、すん……嬉うれしい。……すん、すんすん……すんっ」

「ほら、こういうね？　もう隙すきあらば嗅ぎまくってくるトコとか。ホントもう、油断ならねーっつーか、油断してなくても避さけようがねーっつーね？」

　隆良の不満は兎とにも角にも、そこに集約されているらしい。けれどルーネはマイペースに、かつフリーダムにニオイを嗅ぎにくるため、本当に避けようが無いのだ。

　しかしそんなやり取りを見せつけられ、魅神・夜侘・沙凪は、ずももも、と謎なぞの黒いオーラを放つ。ルーネのお世話を命じた張本人のアリアでさえ、軽く口を尖とがらせていた。

「ふん……ふーんだ。そうやってフェチぃ子に懐なつかれて、鼻の下を伸のばしている場合ではないぞ、隆良くん。何といっても、五か月も拘こう束そくされていたのだからな、キミは。その間に遅おくれた学業を取り戻もどすための宿題……ちゃんとやっているのか？」

「……う、うぐうっ!?　い、いや……もももちろんだっつぅのぉ～。こんなんお前、余よ裕ゆうだから……ら、楽勝だから！　しし心配す～んなよぉ～、ア～リアちゃ～ん」

「めっちゃくちゃ視線が泳ぎまくっているぞ。全く……悪いが、例のヒーローさんに夢中なキミを、ちゃんと見ていた。萌もえ……いや、ほとんど手を付けていないではないかっ。それが終わらん限り、キミに任務を与あたえるコトは無いから、そのつもりでなっ」

「……げっ!?　ちょ、待てよっ……そんなん、ヒーローとしての道が遠のいちまうって！　分かったよ、マジでやるっつの……つっても、難しすぎんだよなぁ……ぐぬぬ」

『任務』を引き合いに出すと素す直なおに従う隆良が、けれど頭を悩なやませていると、アリアは少し甘い顔をしそうになるが──彼のためを思えばこそ、何とか厳しい表情を保った。

「……本来なら、私がマンツーマンで教えてあげたいところだが……しかし私にも、仕事がある。ストレンジャー対策の総責任者となったコトで、今こそ様々な状じよう況きようを変えるチャンスなのだからな……隆良くんにも、皆みんなにも、何度も言ったとは思うが」

「う、うぐっ……わ、分かってるって！　うぐぐぅ……」

　アリアが変えようとしている、様々な状況──それは、政府ストレンジャーや、それ以外のストレンジャーに対する、今はまだ疎おろそかな対応の改善だ。

『今後、誕生するストレンジャーに対し、よほどのことが無い限り《強制連行》といった手段はとらせないなど、新生ストレンジャーへの配はい慮りよを徹てつ底てい』

『現在のアウトローには、やむにやまれずアウトローになってしまった者もいる。それは、前ぜん項こうでもあがった《強制連行》を恐おそれたことが原因の場合もある。そういった人物を話し合いなどで正道に戻すための方策と、政策による保護の施し行こうを』

『話し合いや交こう渉しようが通じず、犯罪を率先して行う、いわゆる悪性アウトローは、今までのように政府公認ストレンジャーで解決することに。ただし、全すべてを政府ストレンジャーの双そう肩けんには押し付けない。非ストレンジャーも悪性アウトロー確保のため、直接的な協力を可能とする（ただし最大限、人命の保護は優先事項とする）』

　アリアが総責任者になってから、寝ねる間も惜おしんで働きかけている、数々の事項──これ以外にも細かいところまで数え上げれば、百は超こえるのではないだろうか。

　とはいえ、アリアがこれらの法案を強引に押し通そうとすることに関して、彼女自身の立場を心配する声も、隆良達からは上がっている。

　そもそも、この街で半年ほど前にあれだけの大事件を起こしたアリアが、総責任者というポストに就つけたのは──アリア曰いわく『今後、私の存在が政府に不都合となるコトがあったとしても、その脛すねの傷を理由に簡単に首を切れるからだ』とのこと。ならば尚なお更さら、自重すべきではないか、と懸け念ねんする面々に、アリアは事も無げにこう答えた。

『いずれそうなるコトがあるとしても、それまでに今までの汚お濁だくを全て掃はらい、ストレンジャーに関する政策を一新する自信はあるし……それからクビにされるなら、逆に良い休きゆう暇かになるだろうさ。まあ、私をクビになど出来ないよう、裏である程度は手も回しているしな……くっくっく、この私を切れるモンなら、切ってみろというのだ』

　アリアのちょっぴり黒い部分も踏ふまえて、何となく頼たのもしく見えるのだった。

　が、話を本題に戻すと──それほど忙いそがしいというのに問題集まで作ってくれたアリアに、さすがの隆良も文句は言えなくなってしまう。しかも、遅れた五か月分の勉強量を、たった一冊のノートにまとめてくれたのだから──もはや、感謝するしかなかった。

　……しかし、とはいえ──この問題集の難易度が高い、という事実には変わりなく。

「……う、うぐぐ……む、難しすぎる……分かりやすい解説が添そえられてんのに、なおも難しいぞコレ……どうなってんだ……そもそも俺、そんな成績良くねーし……」

　頭を抱かかえる隆良の姿は、ある意味ではこの冬の風物詩になっていた。

　さて、そんな隆良に同情するのは、沙凪と夜侘の二人である。

「隆良様……大変そうですの。ていうか、問題集、見ましたケド……ぶっちゃけ、ちんぷんかんぷんでしたの。高校生は皆、あんな難しい問題やってるんですの……？」

「うぅ……隆良、大変そうだよぉ……アタシ、成績は悪くないほうだけど、高校の問題とかはさすがに分かんないし……教えてあげられないし……にゃう……」

　意い気き消しよう沈ちんする、夜侘と沙凪──と、そこで目を輝かがやかせたのは、金色の髪かみをかき上げ、不敵な笑えみを浮うかべる魅神だった。

「……へぇ～、アレ、そんなに難しいんだぁ～……私、全然そう思わないけどぉ～」

「「──！　み、魅神!?」ですのっ」

「あのくらい……っていうか、大学級の学習くらい、ストレンジャーの教育施し設せつに居た時、終わらせちゃってるしぃ～……教えるのとか？　まあ、余裕？　だけど？」

　何やら白々しい言い方をする魅神に、明らかな焦あせりを見せたのは、夜侘だった。

「ちょっ……そ、そんなの、ずるいよっ！　いや、ずるいのか良く分かんないけど……で、でも、そんな昔取った杵きね柄づかで、隆良とマンツーマンなんてっ……！」

「え、なに、聞こえない。まあ中学レベルの夜侘ちゃんじゃ、さすがに教えられないわよね。さて、と……あーあ、ちょっと勉強的なコトの復習でも、久しぶりにしたい気分っていうかぁ～……何かこう、ちょうどイイ問題集とかないかしら──って、えっ」

　白々しさが止まるところを知らない魅神が、けれど目にした光景に、思わず絶句してしまう。視線の先には、問題集に取り組む隆良と──そして。

「……タカラ、ここ、この公式、代入。それで、簡単」

「おっ……おおお、ホントだ！　悩んでたトコ一気に解決したぜ!?　じゃ、じゃあよ……こっちの問題、これはどーよ……？　良く分かんねーんだけどよ」

「これ……こっち、問題、応用。公式、そのまま、使える」

「ぉぉ……おおお、ホントだ！　スゲーな、お前……カタコトなのに教え方スゲー上手うまいし、つーか子供っぽいかと思ってたのに、頭イイんだな……そういやドイツ系な感じなのに、普ふ通つうに日本語とか使えてるしな……意外とハイスペックだよな、お前」

「……そう？　タカラ、助かる？　……嬉しい？」

「おお、そりゃもう助かるし、宿題も捗はかどるしで、嬉しいっつの！　サンキューな！」

「そう……なら、良い。……ぶい」

　無表情のままＶサインを作ったルーネが、こてん、と隆良の肩かたに頭を置く。隆良がその頭を撫なでてやると、ルーネは無表情ながら何となく喜んでいるようで──ついでに隆良のニオイを嗅ぎにいった。が、しかし隆良も恩があるからか、そこまで拒きよ否ひ反応は示さない。それが嬉しかったのか、ルーネは更さらに鼻を鳴らす。

　さて、そんな隆良とルーネの触ふれ合いを見て──絶句し続けていた魅神がようやく動き、夜侘と沙凪にアイコンタクトで語りかける。

（夜侘ちゃん、沙凪ちゃん……あのルーネって子の、あの様子は……）

（うん、分かってるよ魅神……また隆良の、爛ただれた女性関係的なアレだよねっ……）

（なるほど……確かに、ですの）

　隆良が五か月以上、例の研究施設に囚とらわれている間に習得した、アイコンタクト──それを駆く使ししながら、隆良とルーネにはバレないよう、魅神は話を進めようとする。

（ええ……この後、ちょっと一回、皆で集まるわよ……！）

（うんっ、作戦会議だねっ……了りよう解かいだよっ）

（なるほどですの、仕方ありませんの……それじゃわたくしは、馬を調達してくればイイんですのね。かしこまりましたの）

　……ちょっと一人、微び妙みようにアイコンタクトが成功していない虫使いの少女もいるが、それはそれとして置いておくしかない。

　と、ここで宿題を進めていた隆良が、「よしっ」と声を上げてから立ち上がった。

「よしっ……よしっ！　ルーネのおかげで今日のノルマ、もう終わっちまったぜっ!?　これで任務はお預けなんて言わせねぇっ……さあアリア！　純然たるヒーロー道を歩む俺様に、今こそ任務を授さずけたまえオラァ──」

「まあ今日は任務とか無いのだがな。お休みでイイのではないか」

「こんのっ……裏切り者モンがぁぁぁぁ！」

「前科あるだけに傷つくぞ、私」

　傷つくと言いながら仕事の手は休めないアリアに、隆良の憤ふん慨がいは行き場を失なくす──一体何のために戦ってきたんだ、と大げさにヘコむ隆良に、ここで語りかけたのは、

「タカラ……お勉強、終わり？　じゃあ、タカラ、ワタシと……デート、行く」

「……は？　……は、はあ……？　い、いきなりナニ言ってんだ、ルーネ」

「「「────!?」」」

　ルーネの突とつ飛ぴな発言に驚おどろいたのは、隆良だけではない。アイコンタクトを続けていた、魅神・夜侘・沙凪も耳をそばだて、『断れ、断れ』と念を送る。

　さて、そんな三人娘むすめの願いに、隆良の出した答えとは。

「あのなぁ……デートとかいきなり言われても、良く分からんし……困るっつーの。なんか面めん倒どうそうだし……遠えん慮りよさせてくれよ」

（（（───よしっ！））ですのん）

　グッ、とガッツポーズを取る三人娘──だが、ルーネは思いがけず食い下がる。

「ム。……タカラ、ひどい。ルーネ、勉強、教えた。なのに、なぜ、拒否。……ひどい」

「……んいっ!?　い、いや、それとこれとは……か、関係ないだろ!?」

「関係なく、ない。ルーネ、求む、ご褒ほう美び。……デート、行く。でないと、グレる」

「ぐ、グレるって、お前なぁ……ぐ、ぐぬぬ、恩に着せやがって……」

　ルーネの交渉術に、暫しばし隆良は悩むが──ついに彼は、結論を出した。

「──あーもう、分かったよ！　行きゃイイんだろ！　デートでも何でも、行ってやるから……拗すねるなっつの！　……お前の能力、発動しないとも限らんし……」

「！　やった。ワタシ、嬉うれしい。じゃ、早さつ速そく、行く。タカラ……ごー、ごー」

「……へ!?　ちょ、今すぐ!?　準備とか……ああもう、引っ張るなっつの！　分かったからよ……ったく、仕方ねーなぁ……じゃあそんなワケで皆、ちょっと行ってくっから」

　ぐいぐいとルーネに引っ張られ、隆良は結局『デート』に連れて行かれてしまった。取り残された三人娘の内、まずは魅神が、ぼそりと呟つぶやく。

「……それじゃ、予定通り……作戦会議ってコトで……」

「「……お～……」ですのんの」

　まるっきり力を失った声で呼応する二人──と、いまだに寝こけていた氷こお莉りが、

「くふふ、あまいよ、みんなー……まるでピエロのようだねっ。……ぐー、ぐー」

　本当は起きているのではないか、と思ってしまうような寝言を漏もらすのだった。




　隆良とルーネが出かけ、幾いくばくかの時を経へて、魅神達はアイコンタクトでの打ち合わせ通り『作戦会議』のため屋外に集まっていた。まずは魅神が、ゆっくりと口を開く。

「……皆、集まったみたいね。さて、それじゃ、えーと……」

「……魅神……あの、えーと……」

「……ええ、分かってるわ、夜侘ちゃん。…………」

　なぜか戸と惑まどっている夜侘だが、その理由は魅神にも分かっているらしい。腕うで組ぐみをした魅神が、視線を沙凪の方へ移しつつ、神しん妙みように問いかけた。

「……で、沙凪ちゃんは……何で馬に乗ってきちゃってるの……？」
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「ふー、わたくしがお嬢じよう様さまだからって、無茶ぶりしてくれましたの……送り届けてもらうのも一苦労でしたのよ。ま、お嬢様にかかれば造作もないコト……ふぉーっほっほ」

　白馬に跨またがりドヤ顔での高笑いを決める沙凪だが、魅神と夜侘は呆あきれ尽つくしている。

「いやアイコンタクトで馬のコトとか、一言たりとも言ってないんだけどね？　ていうか沙凪ちゃん、アイコンタクト全然マスターしてないじゃない。練習しなさいよね」

「『ですの』だけは完かん璧ぺきに伝わってきたんだけどね、なぜか……はぁ」

　ため息を吐ついた夜侘が、次いで、この場に集まっていたもう一人へと語りかける。

「……それで、あの……何でアリアお姉さまも、ここに？　いやダメなワケじゃないんですけど、アタシ達、アイコンタクト送ってなかったと思うんですけど……」

「冷たいコト言うなよう。それにキミ達にアイコンタクトの指導をしたの、私だからな。一から十まで筒つつ抜ぬけさぁ。沙凪ちゃんの馬の手配したのも、私だし」

「ていうコトはアリアお姉さま、沙凪ちゃんの間ま違ちがったアイコンタクトまで読めてたんですか？　それならそれで、沙凪ちゃんの間違い、訂てい正せいしてあげてくださいよう……」

　尤もつともすぎる夜侘の指し摘てきも、アリアはぺろりと舌を出してスルー。そこで、見事な白馬に跨ったままドヤ顔し続けていた沙凪が、魅神に向けて本題を切り出す。

「ところで、魅神……『作戦会議』って、一体ナニをするんですの？」

「！　ええ、そうね……バカ隆良のバカは、例のルーネって子とデートに行っちゃったワケだし、悠ゆう長ちようなコト言ってらんないわ。というワケで……」

「ふむ、確かにですの。こうしてる間にも、隆良様とあの子は、ナニをしてるのか──」

「何であの子が、バカ隆良なんかに懐なついてるのか……まず、そこから考えましょ！」

「すっげぇ悠長ですケド、大だい丈じよう夫ぶですの？　それ、今考えるべきコトなんですの？」

「そ、そりゃそうでしょ!?　敵を知り、己おのれを知れば、百戦危あやうからずっていう……ま、まあ私は、あのバカ隆良が誰だれとどうなろうと、知ったこっちゃナイんだけどね!?」

「ああ……この素す直なおじゃなさが、この回りくどさを生んじゃったんですのね……何かもう、魅神に男女の機き微びとか駆かけ引きとかは、まるで期待できませんの……」

　大きく肩を落とす沙凪──だが、魅神の疑問に、意外にも夜侘が興味を示した。

「ん……でも、確かにちょっと不思議だよね……隆良、まあ言っちゃったらアレなんだけど……あんな正直エグいヌメヌメなゲル出すような人なのに、何でこう、女の子を……その……ひ、惹ひき寄せちゃう！　……んだろう、ね……あうあう……」

　自分で言って恥はずかしかったのか、それとも何か心当たりでもあるのか、夜侘が真っ赤になった顔を両手で押さえて隠かくしてしまう。しかしそんなことは気にしない、ゲル大好きゴーイング・マイウェイお嬢様は、ふむ、と顎あご先に指を当てながら口を開いた。

「まあ隆良様はいつも一いつ生しよう懸けん命めいで、時々カッケェーとこもありますし、そんなに不自然とは思いませんケド……ていうかゲルは超ちよう絶ぜつすんばらすィーモンですし、それを出す隆良様がモテちゃうのは当然の帰結ですの。ナイスゲルマン（ドイツは関係ない）ですの」

「バカ隆良がモテてるかはともかく……ゲル、か。ん……まさかとは思うけど……」

「？　魅神……どーしたんですの？　急に考え込んで……」

　沙凪に問いかけられるも、魅神は返事せず考え込む。それから少しして、おもむろに顔を上げた魅神が話しかけた先は、

「──アリア。ちょっと聞きたい話が……っていうか、気になるコト、あるんだけど」

「……んっ？　私かい？　ふむ……何かな、魅神？」

「ん、もしかして……いやホント、もしかして、って話よ？　え、えっとね……」

「？　どうした、魅神……何か気になるコトがあるのなら、どんな些さ細さいなコトでも言ってみなさい。無む下げになどしないから」

「……う、うん……あ、あのね、えっと……バカ隆良の、ゲルのコトなんだけど」

「！　……隆良くんのゲルが、どうかしたか？」

　アリアは既すでに何か考えているようだが、あえてだろうか、魅神に問い返す。すると、魅神は何やら言いにくそうにしながらも、ゆっくりと自身の推測を打ち明け始めた。

「その……バカ隆良の、ね……ゲルをさ、かけられちゃった人って……大なり小なり、バカ隆良のコト、意識するようになる、っていうかさ……夜侘ちゃんにせよ、沙凪ちゃんにせよ……他ほかにも、例えばあのアウトローの『ロンダム』とか、『瞬またたき』とかでさえ、そうだった気がするし……いや、私だけは例外よ？　例外なんだけど、その……ね？」

「うん、うん……構わないよ、遠慮せず……続けてくれ」

「ん……だから、バカ隆良のゲルには……ほっ、惚ほれ薬とか！　……そ、そこまでいかなくても、アイツのコトを気にさせちゃうとか、そんな効果があるんじゃ、って……」

「……ふむ、なるほど……魅神、キミもその可能性に着目したか……ふふっ」

「……──!?　私も、って……まさか、アリア!?」

　自身なさそうに、かつ恥ずかしそうに言葉を連ねていた魅神が、思わず顔を上げる──対するアリアは笑えみを浮うかべながら返答した。

「いや、さすが魅神。目の付け所は悪くない……確かに私も、その可能性を考えてはいたのだ。まあ、その可能性が浮かばないほうがおかしい、というかだな──」

「──！　ほ、ほらねっ……そんなコトじゃないかと思ってたのよ！　ほら、だってさ、そうでもないと、この私があんなバカのコト、一人の時とか寝ねる前とかに、ついつい考えちゃうコトなんてありえないもん！　あーもう、やっぱりね──」

「──が、しかし彼のゲルに『恋れん愛あい感情増ぞう幅ふくの効果は無い』というのが、私の見解さ」

「………………えっ」

　何やら甚はなはだしく口が滑すべり気味だった魅神だが、自身の提示した可能性をあっさりとアリアに覆くつがえされて目を丸める。しかし当のアリアは追い討うちをかけるかのように、容よう赦しやなく己の見解とやらを語り始めた。

「『風の子・ファン』ちゃんを、覚えているかな──彼女も隆良くんにゲルをぶっかけられた少女だが、しかし彼女は隆良くんに好意を持つどころか、激しい憤慨と嫌けん悪おを示していた。隆良くんのゲルが惚れ薬だとか、彼に好意を持たせる成分が含ふくまれるのなら……その効果が同じ人間である彼女に及およばないのは、明らかに不自然だ。個人差があったとしても、人体へ及ぼす影えい響きようという意味で、個体によって全く真逆の反応が出るのはおかしい。この時点で、隆良くんのゲルは『惚れ薬』とは違ちがう性質であるのは明らかだ」

「────────」

「それに……それくらいの実験や研究は、とっくの昔にしている。何度解かい析せきしても、惚れ薬の成分や効果は確かく認にんできなかった。解析には苦労したし、『異能』そのものに関する解明には至らないが……それでも、惚れ薬ではない、という証明くらいは出来るさ」

「────────」

　つい先ほど盛せい大だいに墓穴を掘ほった魅神は完全に放心してしまっている、が──アリアはそれに気付かぬまま、少し頰ほおを赤らめ、はにかむようにしながら言葉を続けた。

「……そして何より、私のこの気持ちや感情が……ゲルなんて、外的要因によるモノとは思いたくないしな。私の気持ちは、私自身のモノさ……ふふっ、これは私情だが」

「────────」

「……あ、あの、アリアお姉さま……魅神、放心してて全然聞いてないですけど……」

　さすがに同情した夜侘が魅神の様子を伝えると、ようやく気付いたらしいアリアが軽い調子で苦く笑しようし、頷うなずきながら背を向けてくる。

「ふふ、魅神、何で真っ白に燃え尽きているのだい？　まあ……何かちょっと面おも白しろいし、イイかな。さて、私も仕事を残してるし……私専用の研究室へ戻もどるとするよ」

「アリアお姉さま、暴れるだけ暴れて帰ってく感じですね……って、これからまた仕事ですか？　……あ、あの……体には、ちゃんと気を付けてくださいね……？」

「お、夜侘ちゃん、心配してくれるのかい？　ふふ、優やさしいなぁ、キミは……もちろん、休む時はしっかり休むさ。ありがとな……さて、今度こそ私は行くから」

　今度こそ研究所内へ歩き始めたアリアに、夜侘と、そして沙凪も手を振ふって見送り──魅神は先ほどの話で真っ白に燃え尽きちまったらしく、うなだれっぱなしだった。

　と、魅神を燃え尽きさせた張本人、アリアは──研究所の通路を歩きながら、半ば強引に結論付けした『隆良の異能に関する可能性』について、改めて思考を奔はしらせる。

（さて、魅神達には、ああ言ったし……噓うそというワケでもない。が、しかし……隆良くんの『異能』に秘密はないのか、と問われれば……否定しきれない部分もある）

　それは恐おそらく、リーザも目を付けてはいたのだろう。だからこそ隆良は以前、連行されることになった──アリアもまた、隆良の『特とく殊しゆ性せい』には気付いている。

（惚れ薬ではないのは、確かだとしても──それにしては、明らかに規格外な実例は、いくつも発生している。よほど相あい性しようが良くないと相容いれないはずのストレンジャーを、隆良くんは何人も惹きつけているし……隆良くんに関かかわったストレンジャー同士も、良好な関係を築けるようになっている。そしてそこには……ある共通点が存在する……）

　アリアはひたすら真しん剣けんな表情で──その共通点を、頭に思い浮かべる。

（隆良くんに、ゲルをかけられた人間は──かけられる以前と比べれば、他者に対する当たりが明らかに緩かん和わしている！　魅神や沙凪ちゃんが……特に良い例だろうな）

　強大な力で孤こ高こうを保っていた魅神、自身をお嬢様とのたまい高飛車だった沙凪は──当人が不器用であることも含めて、本来なら他者と関わるのは不得手なはずだった。しかしそんな彼女達は、現にチームを組んで活動している──隆良を中心に繫つながって、だ。

（今まで、そんな事例は無かった……隆良くん自身の特殊性かもしれないし、まだ根こん拠きよと呼べるレベルには達していない、が……恐らく彼のゲルには、『惚れ薬』などというような簡単なモノではなく……あるいはこの世界の全すべてをひっくり返してしまうような、とんでもない秘密が隠されている──！）

　今までどれほど研究しても、雲を摑つかむようだった『ストレンジャーの秘密』が、そこに存在する気がした──……と、思いきや。

（──なーんて、な。確証を得られない限りは、これらは机き上じようの空論の域を出ないし……そもそもあんなエグくてエロい謎なぞの液体に、そんな大層な秘密があるなんて、それこそ悪い冗じよう談だんだしな。……可能性はゼロじゃない、という程度の話だし）

　とはいえ、魅神達に話せる段階ですら無いレベルの空論だ。隆良のゲルに何か秘密があるにせよ、今はそれよりも優先すべきこともある。

（まぁ、まずは目先のコトから……一つずつ、だな。焦あせって手を伸のばしたところで、雲さえも摑めなかったのが現状だ。まずは私に出来るコトを……堅けん実じつに、こなしていこう）

　ストレンジャーのための、法や規則──アリアの目の前に、やる事は山積みだ。けれどアリアは、それが大切な者達のためだと思えばこそ、以前よりも生き生きとして、未来への一歩を踏ふみ出せるのだった。




　さて、盛大に墓穴を掘った魅神だったが、何とか気を取り直して『作戦会議』を再開しようとする。とはいえ、この『作戦会議』に関しては、沙凪が疑問を口にしてきた。

「……ていうか、ココで話しててもしょうがないと思いますの。こうしてる間にも、二人がナニしてるか分かったもんじゃないですし……それなら二人を尾び行こうして、なんかヤバそうなら止めに入るとか、そうしたほうがイイんじゃないですの？」

「そ、そんなの危険よ！　あの子が……ルーネちゃんが一体どんな子か、よく知らないのに……まずは『作戦会議』でターゲットの理解をちゃんと深めて、そこから作戦を立てないと……いや、別に私はバカ隆良のコトとか、どーでもイイんだけど……でもルーネちゃんまでね!?　あのバカの毒どく牙がにかからないよう、見張ろうってだけでさ!?」

「いやその無む駄だなツンデレはいらねぇですの。ていうかそんなトロトロしてたら日が暮れちゃいますのよ。全く、魅神は変に奥手すぎですし……任務でもないのに、気を張りすぎですの。そもそもルーネがどんな子かって、『作戦会議』で分かるワケ──」

「あら──アナタ達、ルーネに興味があるの～？」

「「「……────!?」」」

　不意に飛び込んできた声に驚おどろき、そちらへと視線を集中させる魅神達──そこにいたのは、決して見知らぬ顔ではない。ルーネの姉、リーザその人だった。

「アンタ、リーザっ……こんな所に、一体何の用事かしら？」

「あら、『雷らい神じん』ちゃんったら、そんな邪じや険けんに扱あつかわないでよ～。ルーネがココへ来てるんだもの、連れてきた保護者がいるって考えるのは、当然じゃない～？」

「……どうかしらね……私はアナタのコト、信用なんてしてないんだから……ルーネちゃんのコト以外に、何か目的があるんじゃないか、って疑っちゃうわね」

「あらあら、『雷神』ちゃんってば、ホントに酷ひどいんだからっ。ふふ……でも今はそんなコトより……ルーネが下しも野の根ねちゃんに懐なついてる理由、気になってるんじゃないの～？」

「！　……ふん、白々しいコト言いながら、一体いつからココへ来てたのかしら……随ずい分ぶんと話を把は握あくしてるのね？　で……その理由、あなたは知ってるワケ？」

　探さぐるような目と口調を向けてくる魅神に、対するリーザは一向に動じる素そ振ぶりさえ見せず、相変わらず摑みどころのない調子で返事をしてきた。

「うふふ、そりゃあ、もう……ルーネが生まれてから、あの子のお世話をしていたのは、ずっと私なんだもの～……あの子のコトなら、何だって知ってるわ～」

「……は？　生まれてから、って……お母さん、とかは……？」

　眉まゆを顰ひそめて尋たずねる魅神に、リーザはいつものにこにことした笑みを崩くずさず返事する。

「ルーネはね……生まれながらのストレンジャーなの～。それがどういうコトなのか、分かるかしら？　つまり生まれた瞬しゆん間かんから『不幸を周囲に拡散する異能』を持っていて……ふふっ、それを発動させちゃってたのよ～」

「!?　なっ……生まれた時から、って……まさか……」

「……うふふ、赤ちゃんが生まれた時、最初に覚える感情は何か、知ってるかしら～？　初めて外気に触ふれた瞬間、不快感や不安感に襲おそわれる、って言われてるの～……生まれた途と端たん、とんでもない暴れっぷりだったわ、うふふっ」

「！　……それじゃ、やっぱりルーネちゃんは……自分のお母さんを……？」

　著いちじるしく表情を沈しずませる魅神に、けれどリーザは首を傾かしげ、あっさりと言葉を続ける。

「あらっ、早とちりしないで？　『あの人』は無事よ～。少し怪け我がはしてたみたいだけど……幸い、当時の私は七歳で、ちょうど『異能』に目覚めたところで……示し合わせたみたいに、私の能力の特性は、あの子の『異能』を抑おさえるのに適してたの～。そしてルーネを恐れた『ご両親』に代わって、それから私がルーネの世話を……ってね♪」

「！　……そう、大事にならなかったのなら、良かったわ。……ところで」

　魅神の言葉は本心からのものだが、続けて口にしたのは探りを入れる言葉だった。

「ねえ、リーザ……アナタの能力って、何なの？」

「うふふ、ごめんね～？　私、秘密主義なの～……女の子だからね～♪」

「……ふん、そう言うだろうとは思ったけど……それにしても、気に入らないわね」

　魅神が『気に入らない』こと。それは『リーザが異能の正体を教えてくれなかったから』──ではない。リーザの話を聞いている間中、魅神はイライラし続けていた。

「アナタ……一体、ナニがおかしいの？　その話、へらへら笑いながら出来るような内容じゃないでしょ……？　それなのに、アナタはずっと……いいえ、どんな時も──」

「……うふ、これは私のクセだもの、仕方ないわ～。それにしても『雷神』ちゃん～……何だか随分と気が立ってるみたいだけど～……アナタが『異能』に目覚めてから、両親に敬遠されるようになったからって……今の話に殊こと更さら、感情移入しちゃった～？」

「──っ！　……さあ、どうかしらね……でも、一つだけ言えるのは……アナタの言葉からは、『心』を感じないのよ。今まで話していて……ずっと思っていたわ」

「あらっ、人をお人形さんみたいに言って、傷つくわ～……って、ん～……どうやら、他ほかの子も、『雷神』ちゃんと同じ気持ちみたいね～？」

「「………………」」

　夜侘と沙凪も、リーザへと厳しい視線を向けていた──魅神が両親から敬遠されることになったのは、魅神にとっても苦い思い出だ。それを無ぶ遠えん慮りよに掘り起こしたリーザのことを、夜侘と沙凪は仲間として許してはおけない。

　が、リーザは理解できないというように首を横に振り──話を戻した。

「ま、イイわ～。とにかくルーネは、そういう境きよう遇ぐうもあったし、近寄れば他の人に不幸をバラまいちゃうから、ずっと一人だったんだけど～……今、初めて、下野根ちゃんっていう他者と関わるコトになったワケね～……あの子があそこまで他人に懐くなんて、驚きだったけど……姉としては嬉うれしいわ～。……なーんてねっ、さーてっ……」

　話し終えて大きく伸びをしたリーザが、続けて魅神へと言葉を投げかける。

「私はこれから、アリアちゃんと大切なお話があるのよ～……私達『絶対正義ジヤガー・ノート』の率いる『ヒーロー軍団』と、政府公認ストレンジャーの、協力任務についての……ね～」

「！　……どういうコト？　まさかルーネちゃんをココへ寄よ越こしたのと、何か関係が？」

「うふふ～……『雷神』ちゃんは、察しが良くて助かるわ～。アナタ達、政府公認ストレンジャーは、今は『悪性アウトロー確保』のお仕事が基本なんでしょ～？　それでね……『再世リ・バースデイ』という名前に、覚えはないかしら～？」

「！　『再世』って……以前、私達が戦った……立てこもり事件を起こした、あの？」

　それは、ルリが一時的に魅神達のチームに身を置いていた時、敵対した相手──組織化したアウトロー集団のことだ。本来的には相容あいいれないはずのストレンジャー同士でありながら徒党を組んで活動している、異例のアウトロー達である。

　しかしストレンジャー同士で組織化しているとはいえ、隆良の率いるこのチームとは、色合いがまるで異なる。彼ら『再世』はストレンジャーを『人類の進化形態』──つまり『新人類』だなどと自ら呼こ称しようし、アウトロー達を引き入れて勢力を拡大してきた。

　だが、それだけならまだしも、『再世』はストレンジャーでない者を『旧人類』と呼んで蔑べつ視しし、一方的な破は壊かい活動さえ辞さない。世に散見されるアウトローの中でも、その危険性はまさに札付きと言える様相で、政府からも警けい戒かいされ続けていた。

　そして何より一番の問題は、その神しん出しゆつ鬼き没ぼつさ──末まつ端たんはともかく、『再世』のトップは巧たくみに潜せん伏ぷくし、所在が摑めない。が、今なぜリーザの口から、その名が出たのだろう。

「うふふ～……私達は最近、ちょっと優ゆう秀しゆうな情報源となる人物を手に入れてね～……それで、『再世』ちゃんの所在を知るコトが出来たの～。そして今、『絶対正義』の命令で、この街の政府公認ストレンジャー……つまりアナタ達と同盟を組み、『再世』ちゃんを打だ倒とうせよ～、ってコト♪　『ヒーロー軍団』からの増ぞう援えんは、既すでにこの街に来てるわ～」

「……にゅふ!?　それ、ルーネのコトじゃないんですの!?」

「あら、アナタは虫使いの……水すい仙せん花かちゃん、だったかしら～？　ええ、ルーネもそうだけど～……たった一人だけっていうんじゃ、あんまりでしょ～？　だから、ね？」

　軽くウインクするリーザに、横で話を聞いていた魅神が口を挟はさむ。

「ふん……悪性アウトローの集まりである『再世』を倒たおせるなら、願ったり叶かなったりだけど……肝かん心じんのアリアが首を縦に振ふるか、分からないわね。ま、一応どんな状じよう況きようにでも対応できるようにするため……私達は今から、街にいるバカ隆良と合流するつもりだけど！　ったく、こんな時に仕方ないんだから、アイツは……世話が焼けるわよねっ」

　ぷんすかと怒おこっているように見える魅神だが、けれどその心情を見み抜ぬいた夜侘が、彼女を見つめながら絶句していた。

（て、手に入れおったっ……公然と隆良とルーネさんのデートを邪じや魔まする理由を、手に入れおったよ！　これでもう、魅神は止まらないはず……ていうか、こういう言い訳がないと追いかけるコトも尾行するコトも出来ないとか、魅神、引くほど回りくどいんですけど！　めんどくさい……魅神、超ちようめんどくさいよ!?）

　夜侘の思いは心底からのモノだが、まあそれはともかく──今しがた通信機でヱリコと連れん絡らくを取っていたらしい沙凪が、夜侘の真横で報告の声を上げる。

「今の同盟の話、ヱリコに通信で隆良様に伝えてもらうよう、頼たのみましたの。そのついでに、隆良様の所在をＧＰＳで確認してもらったんですケド……どうやら今は、新市街の国立公園にいるみたいですの。ふうっ……物事を円えん滑かつに進めるための、素す晴ばらしきこの機転……さすがわたくし、お嬢じよう様さまですの……にゅーふっふっふっ！」

「さ、沙凪ちゃんの不思議な自己評価の高さはともかく……その機転はホントにありがたいよっ。まあ、場所まで分かってるなら、そんなに焦る必要は──」

　夜侘が余よ裕ゆうを持った発言をしようとした時──リーザが思い出したように言う。

「あっ、そういえば～……ルーネって、意外と積極的なトコロもあるのよね～……時々、姉の私でさえ驚くぐらい……今いま頃ごろルーネ、下野根ちゃんとナニしてるのかしら～」

「「「………………」」」

「『下野根ちゃんをデートにでも誘さそってみたら～？』とは言ってみたけど……本当に実行するなんてね～。ルーネも十五歳にしては子供っぽい子だけど、知識はあるし、好こう奇き心しん旺おう盛せいだし～……もしかすると、とんでもないコトになってたりしてっ♪　なんてね～」

　冗じよう談だんめかして言うリーザに、女子陣じんは顔を見合わせて頷うなずき合い、沙凪が声を上げると同時に移動を開始した。

「さて、ボヤボヤしてる場合じゃねぇですの──急いで行きますのよモルァァァ！」

「焦あせる必要はありまくりだったよっ……！　隆良の貞てい操そうは『宿星の片割れスター・パートナー』たるアタシが、全力で守るんだからっ！」

「──────『雷らい迅じん』！」

「魅神ズッリィィィ！　毎度毎度、こういう時にズルすぎですの！」

「アタシ達仲間でしょ!?　ちゃんと足並み揃そろえてよ！　ホントもう魅神のばかーっ！」

　どどどどど、と慌あわただしく駆かけ去っていく面々を見送り、リーザは──

「……さ～て、存分にからかったし、改めてアリアちゃんに会いに行きましょっと～」

　悪びれもせず呟つぶやいてから、研究所内へ足を踏ふみ入れたのだった。







　新市街の中央部に位置する、国立の大きな公園──ルーネを伴ともなってそこへ来ていた隆良は、今しがたヱリコから通信を受け、彼女と会話していた。

「──『絶対正義』さんトコの『ヒーロー軍団』と同盟、か……イイじゃねーか！　『絶対正義』さんの頼みじゃ断れねぇし……むしろこっちからお願いしたいくらいだぜ！」

『そ、そうですか？　あ……それと、既に《ヒーロー軍団》さんからの増援の方は、この街に来てるみたいですので……もし、そちらで先に会うようなコトがあれば……』

「おう、了りよう解かい。もし合流したら、こっちで挨あい拶さつしとくぜ。まあ増援とやらの顔は、ルーネに聞けば分かるだろ。連絡ありがとよ、助かったぜ、ヱリコ。そんじゃ……またな」

『は、はい……あの、えと……ルーネさんとの、デート……お、お気をつけてっ！』

「いやナニに？　ナニに気を付けろって？　ああ、アイツの『異能』が発動しないようにとか？　そうだよな？　なんか言外の意をヒシヒシと感じるんだけども」

『わ、わたしとも、今度……で、で、でー……な、なな、なんでもありませんですごめんなさいですー！　……し、失礼しまふゅねっ!?』

「おお!?　おいおい、ナニを謝りながら嚙かみっ嚙みで……って、もう切れてるし……」

　一体、何だったのか、と首を捻ひねる隆良が、片手に持っていた溶とけかけのソフトクリームに舌を這わす。それはルーネにせがまれ、この公園の売店で買ったモノ──ルーネにも、同じ物を買い与あたえていたのだが。

「タカラ、タカラ……あれ、ちょーちょ？　サナギ、もってたの、おなじ？」

「おお……もう食い終わっちまってるし。ああ、蝶ちよう々ちような。沙凪のとは、チゲーよ」

「ホント？　……火、噴ふかない？　凍こおらせない？」

「噴かん噴かん。凍らせたりもしねーって。ったく、知識はあるはずなのに、変に世間知らずなトコあるよな……大だい丈じよう夫ぶだから、安心しろよ」

「そう……分かった。ワタシ、ちょーちょ、見てくる」

　言い終える寸前には、ルーネはもう駆けだしていた。無表情なのは変わらないが、無む邪じや気きに蝶々を追いかけ、ぴょんぴょんと飛び跳はねる姿は、なかなかに楽しそうだ。

「ったく……無邪気なモンだぜ。『再世』を倒すための同盟メンバーとは思えねーな」

「ちょーちょ、待って……待って。ちょーちょ……ちょーちょさんー」

「……でもまあ、こういう穏おだやかな時間っつーのも、たまにゃイイか……へへっ」

「ちょーちょ、ちょーちょ……むー……ちょーちょ、ひらひら、飛ぶ……むー」

「はは……子供が遊んでる光景ってのは、平和でイイな……いや同い年だけども。でも何か、キラキラ光って見えるっつー……か？　ん……？　光って？　……──!?」

　頑がん張ばって蝶々を追いかけるルーネの姿に和なごんでいた隆良だが、とんでもないことを思いだす。ルーネの体が薄うす光びかりを放っているということは、『異能』が発動しているサインだ。そう──『不幸を周囲へ放出する異能』を。

　当のルーネは、蝶々を追いかけるのに夢中で、全く気付いていない。このままでは事故が起こりかねない、と隆良がソフトクリームを持ったまま慌てて駆けだす。

「待て、待てー。……なんか、楽しくなって、きた。……待てー」

「おおおお前が待てぇー！　ちょ、意外と遠いっ……って、ああっ!?」

　その時、木こ陰かげからふらりと人ひと影かげが現れて、隆良が驚おどろきに目を丸める。ふらふらと足元のおぼつかない少女が、ルーネへと引き寄せられるように近づいていく──このままでは巻き込まれてしまう、と隆良は少女へ向けて、全速力で走り出した。

「くっ……おい、アンタ！　ちょっと立ち止まって────おぐらっ」

「……？　ぅ……ゎぅ……？」

　ぼんやりとしている少女へ、隆良が駆け寄ろうとした瞬しゆん間かん──『不幸』にも、隆良は落ち葉で足を滑すべらせ、前のめりに転んでしまう。……すると、目の前に居る少女とは、一体どうなってしまうかというと、

「お、お、お────あああもうムリ止まらねぇ正直スマ───ン！」

「ぇふぇ……？　ぇ、ぁ……わふうっ!?」

　少女を押し倒す形で、下野根隆良、突とつ撃げき──！　しかも手に持っていたソフトクリームを握にぎりつぶし、少女にそれを浴びせてしまう。事情通が見ていれば『ゲル出さなくても女の子を汚よごすんですね（笑）』と言われかねない醜しゆう態たいに、隆良も反省するしかない。

「う、うおお……す、すまん！　ホントは助けようとしただけで……下心とか、全然なかったんだ！　信じて……信じてくれぇぇぇ！」

「………………」

　しかし少女は応こたえず、放心したかのように、ぼんやりとしている。それにしても、よくよく見れば随ずい分ぶんな美少女である。やや露ろ出しゆつ度どの高い服は微び妙みように挑ちよう発はつ的だし、なかなかに豊かな胸部は、魅神や沙凪にさえ劣おとらないほどの自己主張っぷりである。

　健康的に日焼けした肌はだは小麦色に輝かがやいて……いるのだが、今はソフトクリームが身体からだの各所に付着し、やや淫いん靡びな雰ふん囲い気きを醸かもしていた。隆良のせいだ。完全に隆良が悪い。

　と──放心状態だった少女の目が、ソフトクリームを握りつぶしてベトベトになった隆良の手に集中している。それに気付いた隆良は、怪け訝げんそうに首を傾かしげるしかない。

「…………じー…………」

「？　??　お、おい、アンタ……何で俺の手、そんなジッと見てんだ？　ていうか、俺が言うのも何だけど……大丈夫か？　その……怪け我がとかは」

「………………ぺろっ」

「ない────っひゅっ、んほぉぉぉ!?　ちょ……な、ナニしてんだ!?　ナニ……何でいきなり俺の手を舐なめた!?　なんっ……ちょっ、まっ……まふぅぅぅん!?」

「ぺろっ、ぺろっ……んっ、甘っ……おいしっ。おいしいですねっ……ぺろろっ！」

「やめ……やめたまえよチミィ！　なぜなんだ……なぜそんなコトを……一心不乱に舐めるのはやめたまえよォ！　ぉあぁん、らっ……らめぇぇぇ！」

　軽く気持ち悪い感じになっている隆良だが、謎なぞの少女は舐め続けるのを止やめず──更さらにはそこで、ルーネまで参戦してくる。

「……タカラ、ルーネと、デート中。なのに……ナニ、やってる？　……むー」
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「いや他人ひと事ごと!?　お前の『異能』のせいだろ！　むくれてねーで、助け……って、おお、ようやく舐めんの止めてくれたか……ん？　おい、アンタ……どーした？」

「…………わう…………」

　隆良の手を舐めるのは止めた少女だが、しかし何やらうなだれている。どうしたのか、と隆良が訝いぶかしんでいると、少女は力ない一言を漏もらした。

「……おなか減って……力、出ません……わ、わふうぅ……がくっ」

「え……ちょ、おい……おーい!?　い、息絶えたー!?　しっかりしろ、傷は浅いぞ!?　お、おい……おーい!?　……ど、どうなってんだ、こりゃ……」

　戸と惑まどいっ放しの隆良は、力ちから尽つきてしまった謎の褐かつ色しよく腹ペコ少女を抱かかえ──突とつ発ぱつ的な『不幸』が舞まい込んできたという事実に、頭を抱えるしかないのだった。




　隆良はルーネと、先ほど腹ペコで倒たおれていた少女と共に、公園のベンチに並んで座っている。ベンチの近くにある売店で、隆良は少女のため焼きそばを買ってきたのだが、

「わふっ……もぐっ、んぐっ……んまっ、んまっ……んっ、んまいですっ、んまいですよ、これっ！　最高ですっ……助かりますっ！　ん、んんっ！」

「お、おい……落ち着いて食えよ。えーと……名前、なんていうんだ？　あ、俺は下野根隆良っつうんだけど。……おい、なあ──」

「んぐ、んぐっ……んんっ、んぐぐ……んくんっ!?　んくっ……」

「喉のどに詰つめちまってんじゃねーか！　ああもー、ほれ、水飲めって……ほら」

「んっ！　んっ、んぅ……ぷはっ。た、助かりましたっ！　ありがとうございます！　隆良っちはウチの命の恩人ですよ、恩人！　えへへー！」

「いや、隆良っちって……何だその呼び方。まあいいか……で、お前の名前は？」

「あ、ウチですか？　ウチはですねー……えへへー」

　何が楽しいのか、顔一いつ杯ぱいに満面の笑えみを浮うかべながら、少女は自己紹しよう介かいする。

「壬み玄くろ玲れ愛あ……ウチは、壬玄玲愛っていうんです！　玲愛ちゃんって呼ぶとイイですよ！　玲愛ちゃんですよ、玲愛ちゃん！　名前カワイイでしょう!?　カワイくってイイコなウチの名前、遠えん慮りよなく褒ほめてもイイんですよ！」

「ははは、玲愛はうるせーなー」

「れ、玲愛ちゃんって言ってるじゃないですかー！　ていうか隆良っちヒドイです！　こんなにイイコなウチにうるさいなんて……もーっ、もーっ！」

　全身で感情を表現するかのように、バタバタと忙せわしなく手足を動かす玲愛──ルーネとは対照的な雰ふん囲い気きの彼女に、隆良は軽く呆あきれつつ考える。

（さて、腹ペコで行き倒れてたヤツを、このまま放ほうっておくワケにもいかねーよな……ここは一つ、政府公認ストレンジャーで、何より……ヒーローたる！　ヒィー・ロォー！　た・る！　この俺様が……助けてやるとしますかね。ふっ……）

　何やら一人でテンションを上げている隆良が、ドヤ顔を作りつつ玲愛へと語りかけた。

「さーて、おぜうさん……何でこんなトコで行き倒れてたのか、事情を聴きかせてもらえるかい？　なぁ～に、悪いようにはしねーさ……ふっ」

「？　隆良っち、何か変な喋しやべり方ですけど……でも、なかなか良い質問ですよ！　ふっふっふー……実はウチね……ココには、仕事で来てるんです！　どうです、どうですっ？　ウチ、イイコでしょ……働き者の、すっごいイイコでしょっ！」

「ははは、腹ペコで倒れてたヤツが何の仕事で来たっつーんだ。冗じよう談だんも休み休み言いやがれっつの。大体お前、いくつだよ……ガキっぽいし、迷子か何かが関の山だろ」

「た、隆良っちヒドイ！　冗談じゃないのにー！　それにウチ、迷子になる歳としじゃないですよー！　十六歳なんですからね！　超ちようが付くほど十六歳なんですー！」

「はは、超が付くほどって意味が──は、はいぃぃぃ!?　十六歳って……俺より一個上!?」

　玲愛の年ねん齢れいを聞いた瞬間、急に取り乱した隆良だが、何とか持ち直そうと努める。

「……あ、いやいや……そ、それ言うなら、俺だって実は十二月に誕生日、密ひそかに迎むかえてたし……十六歳だし……」

「あ、それならウチ、早生まれですから！　学年にすると隆良っちより一つ上ですよ！」

「なん……だと……こんな、こんなガキっぽいヤツが、俺より一個上……？　そんな……俺の、俺の威い厳げんがっ……音を立てて崩くずれ去る……」

「ガキっぽいって何ですかー！　ウチはガキじゃなくて、イイコなんですってば！　あっ、ふふー……それじゃ隆良っち。お姉さんに甘あまえてもイイんですよー!?　なにせ……ウチはイイコですからね！　イイコとして、年下は甘やかしてあげます！」

「くっ……そ、そうはいくかっつーんだ……そ、そうだ！」

　年齢の上下にこだわる辺り、隆良もなかなか子供っぽい気はするが、何とか……というかなぜか優位を保とうとし、先ほど売店でついでに買ったモノを取り出す。

「ふっ……おい、玲愛ちゃんよ……腹ペコなんだろ？　それなのに、それだけで足りるのかい……？　ココに、からあげがあるんですがねぇ……？」

「え……え、え？　……それ……ウチに、くれるん……です、か……？」

「おお、実はそのつもりで買ったんだしな……って、あれ？　……お、おい、どーした？　急に元気が無くなってねーか……？」

「……えっ……それ、って……だって……」

　もしかしたら玲愛は、食べ物に釣つられる程度だとバカにされている、と思ったのか──そんな杞き憂ゆうがよぎった隆良だが、しかし杞憂は杞憂に過ぎなかったと理解する。

「えっ、だって……ウチ、さっき焼きそばもらったのに……まだ、食べさせてくれるんですか……？　えっ……ホントですか!?　えっ、何で……何でですか!?　あっ、分かりましたよ、ウチがイイコだって、隆良っちも認めてくれたんですね!?　やったー！」

「いや、良い子かどうか知らんけど……つーかまた急にテンション上がりやがったな……お前、感情のアップダウン激しすぎなんじゃ──」

「わーい！　食べさせてください！　ウチ、イイコですから！　あーん、してください！　早く早く、隆良っちー！　わーい、嬉うれしいなー！　わーい！」

「話聞けよ！　ったく……ほれ、おかわりもあるぞ！」

「隆良っち、何だかんだ優やさしい！　おいしい！　大好き！」

「現金なヤツだな……つか、なんか餌え付づけしてる気分だ……犬っぽいし。……ん？」

　隆良が手で摑つかんでいたからあげを、一いつ瞬しゆんで平らげてしまった玲愛が──何やら沈ちん黙もくし、今はもう何も無いはずの隆良の手を、じっ、と凝ぎよう視ししている。

「…………じーっ…………」

「……おい、もうからあげ、無くなってんだけど……何でそんな、俺の指を凝視して……つか、さっきも確か、似たようなコトが……」

「────ぺろっ」

「あふぅやっぱりぃぃぃ!?　何でおまっ、またっ……な、舐めんなっつーの！」

「ぺろぺろ……でも隆良っちの手、からあげの味、ちょっと残ってますからー……ウチ、イイコですから……お残しなんて、許せませんから！」

「イイコは人の指、舐めねーんだよ！　不ふ埒らちですよ不埒！　……って、フォアッ!?」

　玲愛に指を舐められて抵てい抗こうしていた隆良が、更に逆サイドからの感かん触しよくで変な声を漏らしてしまう。そう、隆良の脇わき腹ばらに顔を埋うめているのは、彼とデート中（？）のルーネだ。

「……レアばかり、構う、ズルイ。デート、ルーネと……ワタシと、なのに。むー……」

「ちょ、ま、ルーネ……待てって！　だってよ、一方的に舐められてんだし、仕方ねーだろ！　だから、そう怒おこるんじゃねーって……」

「すんすん……許さない……すんすんすん……かぎ、まくる……すんすんすんすん」

「怒いかりの表現は嗅かぐコトなんですかァ!?　いや怒ってなくても嗅ぐクセに……ていうかもう、何だこの、このカオスな状じよう況きようっ……どうなってんだァァァ!?」

　片やペロリストに指を舐められ、片やニオイフェチに嗅がれまくる──ちょっと残ざん酷こくすぎるこの世界で、少年はただひたすら、悲痛な叫さけび声を上げるしかないのだった。




「はあ……おいしいです、おいしいですぅ……やっぱりウチ、イイコだから、良いコトがあるんですねっ……分かります！　はぁ～……おいしいですっ！」

　隆良は何とか隙すきを突つき、肉まんをいくつか売店で購こう入にゆうし、それを玲愛に与あたえることで難を逃のがれていた。が、しかしルーネはまだ、無表情ながらも微妙に拗すねている様子だ。

「お、おーい、ルーネ……その、悪かったって。お前のコト忘れたワケじゃねーから……機き嫌げん、直してくれって……な、なあ？」

「知らない。ワタシ、怒ってる……非常に、怒ってる。ぷんぷん」

「ぉぉ……無表情だし、何かもう怒ってるような口調じゃねーけど……か、感情表現が下手すぎなだけで、マジで怒ってんだよな？　わ、悪かったって、ルーネよう……」

　謝り倒す隆良だが、ルーネはそっぽを向いたまま、売店の商品棚だなから目を離はなさない。近寄っても『不幸を拡散する異能』は発動しない辺り、意地になっているだけかもしれないが──困り果てた隆良が、何とか機嫌を取るべくルーネに話しかける。

「え、えーと……ナニ見てんだ？　ん……白ウサギのキーホルダーか？」

「……見れば、分かる、はず。聞く、おかしい。つーん、つーん」

「そ、そりゃそーだけど……あー、それ、この公園のマスコットなんだよな……まあ、ほとんどの人は忘れてるらしーけど……」

「？　……忘れてる？　……なぜ？」

「！　おお、それはな、ちょいと長くなるんだけどよ……まず、何から話すかな」

　ルーネが話に食いついたことで、チャンスとばかりに隆良が意い気き揚よう々ようと説明する。

「えーとだな、イギリスのギルフォードだっけか……そんな名前の街の、えーと、ミルなんたら通りってトコの近くに、公園があってだなぁ……そこには『不思議の国のアリス』をモチーフにした、アリスとか白ウサギのブロンズ像があるんだと。で、そこを旅行した一昔前のエライ日本の人ってのがよ、それ見て甚いたく感動したらしくて……モロに影えい響きようを受けて、勢いでこの公園を作ったんだとさ」

「！　それで、白ウサギ、ココの……マスコット、に？」

「おお、正解だぜ。アリスも加えて、銅像まで建ててな。……ところが、だな」

「？　……どう、なったの？　……どき、どき……」

　無表情からは読み取れないが、代わりと言わんばかりに胸の動どう悸きを言葉にするルーネへと、隆良は少しもったいぶってから続きを口にした。

「作った銅像が、翌日にはアウトローが暴れたせいで……一夜にして粉々にされちまったんだとよ。タイミング最悪だよなぁ……作り直すのにも金が掛かかるとかで、修復されたのは小さなウサギの銅像だけ……そいつが入口にチョコンと座ってたの、気付いたか？　アリスなんか完全に無かったコトにされるし、白ウサギがマスコットだっつー名残なごりも、そういうキーホルダーの土産みやげとしてしか残ってねーっつー……何とも冴さえねー話さ」

「……そう、そんなコト、が……タカラ、物知り、意外。……勉強、できないのに」

「ほ、ほっとけっつの！　そりゃまあ、全部アリアからの受け売りだけども……ん？」

　片手で頭を搔かいた隆良が、ふと気付く──ルーネが、少しだけ俯うつむいていることに。無表情なので分かりにくいが、どうやら落ち込んでいるらしく、ぽつりと力無く呟つぶやく。

「……この、ウサギ……アリス、いない、から……独り、ぼっち？」

「！　……あ～、そーだな……そーかもしんねーな……」

「そう……それ、かわいそう。ルーネ、思う。…………」

「……まあ、そのままじゃ、そうかもしんねーけど……よっこいせ、っと」

「？　タカラ……ウサギ、どこ、持ってく？　？　??」

　商品棚から連れ去られた白ウサギのキーホルダーを見つめ、くりっ、と首を傾かしげるルーネ。隆良はそれを無言で売店の店員の下もとへ持って行き、会計を済ませて戻もどってくる。

　いまだ要領を得ず首を傾げ続けるルーネの、掌てのひらに──隆良は白ウサギを乗せた。
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「……ほれ、これでお前と一いつ緒しよに居られりゃ……そいつは、独りぼっちじゃなくなるだろ？　……へっへ、どーよ、違ちがうか？」

「！　……タカラ、これ、ルーネ、に……ワタシに、くれる……の？」

「おおよ。まあ、何だな……全体的に白いせいか、何となくお前に似てる気がしたしな。……大事にしろよ？　ん？　でもこの場合、お前がアリスってコトになんのか──」

「タカラ……タカラっ。ワタシ、嬉しい……すごく、嬉しい。……ありがと」

「お──おお!?　い、いや、イイってコトよ……にしてもお前、嬉しいっつっても、表情は変わんねーんだな……そこまで行くと、徹てつ底ていしすぎだぜ……」

　確かに無表情は崩れないが、しかしルーネの喜びは本物のようだ。ぴょんぴょんと隆良に飛びついたかと思えば、今度は白ウサギのキーホルダーを眺ながめ、またぴょんぴょんと飛び跳はねる。表情に出ない代わりに、行動全体で感情を表現しているように見えた。

　機嫌も直ったようだし、こんなに喜ぶのなら、プレゼントした甲か斐いもあったか──何となく隆良が和なごやかな心持ちになっていると、飛び跳ねすぎたルーネが不注意で、白ウサギのキーホルダーを落としてしまう。

「ん？　おいおい、はしゃぎすぎだっつの……失なくしても知らねーぞ？」

「！　失くさない……大だい丈じよう夫ぶ。はしゃぎ、すぎた……少し、恥はずかしい。反省」

　言いながらも照れは表情にまるで出ていないが、ルーネは落としてしまった白ウサギのキーホルダーを拾おうとした──その時。

「んぉ？　何だこりゃ……キーホルダーかぁ？」

「…………あ」

　ルーネが拾うより先に、大男がキーホルダーの金具部分を摑んで乱暴に拾い上げる。その拾い方に危機感を持ったルーネが、慌あわてて返してもらうように催さい促そくした、が。

「それ……白ウサギ、ワタシ、の。……返して」

「んぉあ？　……──!?　んぉいっ……めちゃくちゃカワイイ子じゃねーか！　んぉお、コレ、お嬢じようちゃんのかぁ？　んぉっほ……返して欲しいってぇ？　じゃあ、そうだな……コレとお嬢ちゃんのメルアド、交こう換かんで……どぉだぁ？」

「……意味……分からない。それ、さっさと、返す。…………返せ」

「んぉっとぉ、口の利きき方がなってないぞぁ？　俺様はなぁ……由ゆい緒しよ正ただしい、政府公認のストレンジャーなんだぞぁ？　逆らってもイイのかぁ？」

「……知らない、そんなの……返せ、言ってる……さっさと、返せ」

　無表情ではあるが、ルーネは明らかに苛いら立だっている。さて、政府公認ストレンジャーを名乗る男の言葉を聞いていた隆良だが、彼は立場上その噓うそを見み抜ぬいていた。

（政府公認、ねぇ……あんな奴やつ、データですら見たコト無いし、関係者にゃ一発でバレる噓だな。まあ……よほどのアホか無む謀ぼうなヤツでもない限り、アウトローが新市街に出張る可能性は低いだろうし……ストレンジャーってのまで噓じゃなけりゃ、政府公認じゃなく、権限がほとんど無い政府管理ストレンジャーなんだろうな。やれやれ……ま、俺が出て行って、キーホルダーをさっさと取り返してやっか──）

「……やっぱり、政府のストレンジャーなんて、あんな人ばっかなんですねっ……」

「……んっ？　お……玲愛？　いつの間に……って、今お前、何か言ったか──」

　いつの間にやら隣となりに立っていた玲愛が呟いたことで、隆良は思わず立ち止まってしまう。が、その間にルーネと偽にせ・政府公認ストレンジャーの間で、不ふ穏おんな空気が──

「あーあ、そんな態度じゃ、メルアドだけじゃ済まされないぞぁ……こりゃ、お茶にでも付き合ってもらわないとなぁ？　んぉっふっふ」

「……うるさい……返せ……返さない、なら……お前、なんて……」

「そんなカワイイ顔で声だけ凄すごんでも、無表情だし、全然怖こわく……って、えぁ？　な、体が、光って……まさか、お嬢ちゃん……す、ストレンジャー!?」

「……──!?　ルーネ……待て、落ち着け！　『異能』を抑おさえろ！」

　制止しようと隆良が走り出すも、『タイミング悪く』突とつ風ぷうが巻き起こり、大量の落ち葉を舞まい上げて彼の進行を阻はばむ。既すでにルーネの『異能』が作動し始めているのを理解した隆良が、落ち葉程度に邪じや魔まされてたまるか、と強引に進もうとするが、その手は届かない。

　男が戸と惑まどい、辺りを見回し始めた瞬しゆん間かん──彼の足元の地面がいきなり隆りゆう起きした。

「んぉ？　へ────ほぶぁっ!?　え……な、何だ、これぁ……ぁ、ぁ？」

　尻しり餅もちを突いて目を丸める男は、転んだ瞬間にキーホルダーを手放しており──中空に舞い上がった白ウサギをキャッチしたルーネが、彼を冷ややかな目で見下ろした。

「……返して、もらう。でも、まだ……許さない、から」

「へ……？　え、えぁ……ちょ、やめっ……まっ──！」

「タカラの、プレゼント……弄もてあそんだ、罪。……悔くいて」

　なおも『不幸』を呼び寄せ、追つい撃げきしようとするルーネに──しかし彼女にそんなことをさせたくない隆良は、必死で止めようとする。

「おいっ……頼たのむから落ち着けっての！　『異能』をコントロールしろってっ……感情のままに暴走してちゃ、ダメなんだッつーの！　……ルーネっ！」

「……！　タカラ……ルーネは……あ……だ、ダメっ」

　隆良が必死で呼びかけたことで、ルーネは少し我に返ったようだが──『異能』のコントロールは出来ていないようだ。隆良の行く手を遮さえぎっていた突風に巻き込まれた木の枝が、何と『偽・政府公認ストレンジャー』の男の目へと迫せまっていく。

「へぁっ……なっ、ひっ……ひぃぃぃ!?」

「!?　おい、危ね────えっ？」

　あわや、木の枝が目に突き刺ささるかと思われたが──その瞬間、巻き起こっていた突風が少しだけ勢いを増し、『偽・政府公認ストレンジャー』の足をすくって転ばせる。

「え、あ──ず、ずべあっ!?　う、うおうぉうっ……さ、さっきから何なんだ、コレ……もぉっ……やってられっかぁ！　んおぉぉぉんっ！」

　転んだおかげで木の枝は避よけられたらしいが、しかし男は恐きよう怖ふのあまり、妙みような泣き声を上げながら逃にげ去ってしまう。そんな彼を、隆良が呆ぼう然ぜんと見送ると──そんな彼におずおずと語りかけてきたのは、何やら右手を前方にかざしていた玲愛だった。

「ふんだっ、政府のストレンジャーなんて助けたくなかったですけど……でもウチ、イイコですから、見過ごしておけませんしねっ。どうです、隆良っち……ウチ、イイコでしょっ？　イイコなウチのコト、褒ほめてくれてもイイんですよっ？」

「……れ、玲愛!?　今の……お前が、やったのか？　どうやって……つーか、変なヤツだとは思ってたけど、お前……ストレンジャーだったんだな……」

「むむぅ……そんなコトより、褒めてほしいのに……あっと、そんなコトよりっ」

　いまだに能力を暴走させるルーネを見て、玲愛が隆良へと尋たずねる。

「ルーネっちの『異能』……一体、どんな能力なんですか？　ウチがルーネっちを止めますから、出来れば教えてほしいんですけど……」

「!?　止めるって、どうやって……ルーネの能力は『不幸を周囲に拡散する』んだぜ？　止めようとして止められるよーなモンじゃ……」

「わふ……そ、そんな能力なんですか？　道理で分かりにくいと思いましたよ……でも、もう大丈夫です！　……そ、それで、あのー……隆良っち……」

　そこで玲愛が、何やらもじもじとしながら、上目づかいで隆良に問いかけた。

「ウチがあの子を……ルーネっちを、止めるコトができたら……ウチのコト、褒めてくれますか？　イイコって……言ってくれますか？」

「え？　あ、ああ、そりゃ……出来るんなら、褒めるどころか称しよう賛さんの嵐あらしっつう──」

「……え、えへへへ……じゃあ、じゃあっ……ウチ～……頑がん張ばっちゃいますよぉー！」

「へ……へあっ!?　お、おい……待てよ玲愛、危ねえ──!?」

　おずおずと言葉を紡つむいでいた玲愛が、一転して元気一いつ杯ぱいで飛び上がり、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよもなく──『異能』を抑えようと必死のルーネへと突つっ込んでいく。

「っ……ン、はぁっ……抑え、れない……う、う～……でも、もう少し……」

「──ルーネっちー！　今、止めてあげますよー！　とりゃー！」

「!?　レア……ダメ、来る、危険……離はなれ、るっ」

　ルーネと、そして彼女の異能を知る隆良は、二人して玲愛の身を案じるが──隆良は、先ほど玲愛が起こした『異能』らしき現象を思いだし、深く考え込む。

（さっき、突風が妙な変化をして『偽・政府公認ストレンジャー』のアホを転ばせたけど……あれが玲愛の仕し業わざなら、玲愛は『風』の向きを変えたりしたっつーのか？　……ちょ、待てよ……それって、つまり……玲愛の『異能』の正体は、まさか──！）

　一つの結論に行き着いたと同時に、隆良は思わず叫さけぶ──！

「──お前の能力、まさか──『風を操あやつる』コトか!?　ちっくしょぉぉぉ……それは俺が得るべき能力なのにぃ────いっ？」

　いまだに『風の異能』を諦あきらめていない不ふ屈くつっぷりを見せる隆良だったが、しかしその言葉は途と中ちゆうで止まってしまう。

『異能』をコントロールできないルーネに対し、玲愛は両りよう腕うでを振ふり上げて、

「いきますよっ……そぉ～っ……れぇぇぇっ！」

　虚こ空くうへと振り下ろした瞬間──光の鎖くさりのような何かが形成され、玲愛の体の周囲で円えん環かんを描えがくように回転する。と、同時に、何とルーネの巻き起こしていた突風が、先ほどの比ではない勢いで吹ふき荒すさび──これには隆良も、思わず目を丸めた。

（んなっ……玲愛のヤツ、こんな風力を!?　いつかの扇せん風ぷう機き娘むすめっ……『風の子・ファン』よりもスゲーんじゃねーのか!?　これが、玲愛の異能っ──……？　いや、待てよ……なんでだ……？　なんか……違う気がする……）

　玲愛の『異能』の起こし方に、隆良は違い和わ感かんを覚えていた。単純に『風を操る』というのであれば、直前にルーネへと放っていた、光の鎖は何だったのだろう。その正体が、気にかかる──と考えていたところで、不測の事態が巻き起こる。

「──う。た……タカラっ。あう……た、たすけてー」

「……ん？　え、今の声、ルーネ……え、え……ええええ!?」

　何と、尋じん常じようでない突風に巻き込まれたルーネが、宙を舞い──隆良のほうへと飛んで来る。慌ててそれを受け止めようと手を突き出した隆良だが、しかし。

「ちょ、ルーネ、あぶなっ……──んえっ？」

「え。…………あんっ」

　隆良の突き出した手が、ルーネの拘こう束そく服に絡からまり──押せども引けども、取れなくなってしまう。その状じよう況きようは、非常に──際きわどい。際どすぎる。隆良の手は、ルーネの触ふれてはいけない部分へと、惜おしげもなく入り込んでいた。

「んっ……あ、あんっ。……タカラ……えっち」

「ち、違ちがう……誤解だぁぁぁ!?　これは完全なる『不幸な』事故ってヤツで……って、そうだよ！　『不幸を拡散してる』お前自身には、不幸は襲おそいかからないんじゃねーのか!?　それなのに、何でさっき、お前にも『不幸』の影えい響きようが……」

「！　……？　分からない……でも、何だか……ルーネの『異能』、いつもと、違った。こんなの……初めて」

「!?　そりゃ、どういうこった……？　玲愛の『異能』は、一体……」

　考え込もうとする隆良だが、それよりも今は、ルーネを何とかしなければならないと気付く。彼女の体は、まだ淡あわい光を放っているのだ。このままでは、更さらなる不幸が襲ってきかねない──と思いきや、その対処はルーネが早々に始める。

「あっ……タカラ、近寄れた。コレ、チャンス。……ん……すん、すん……タカラの、ニオイ……んん……落ち着く。すんすん……すん～～～っ」

「おおおこの体勢で力一杯に嗅かぐなぁぁぁ！　ヤバイって……人様には見せられねー構図だってコレ！　ちょ、一回、拘束を解いてからっ……！」

「すん……すんっ!?　……た、タカラ……変なトコ、触さわっちゃ……メッ。また、暴走、する……メッ、だから。おとなしく……して」

「うっ!?　っ……あ、ああもぉ……くそっ、分かったよ！　し、仕方ねー……が、我が慢まんするしかねぇか……はぁぁ……な、なんつー『不幸』な……」

　隆良の『不幸』の基準は相変わらず謎なぞだが、それで落ち着くのなら是ぜ非ひもない。恥はずかしくとも、今は耐たえ忍しのぶしかないだろう。

　と、そこで事態を収束させた『一応の』功労者、玲愛が──何やら目を輝かがやかせて、隆良へと抱だき着いていく。

「──隆良っちぃー！　えっへへ……ウチ、頑張りましたよー！」

「え──う、うおあぁぁぁっ!?　れ、玲愛!?　お前まで抱き着いてくんじゃねーっつの！　俺の現状がどんどん居た堪たまれないコトになっていくぅぅぅ！」

「も、もぉ、隆良っちってばっ……そんなコトより、ほらっ……や、約束……約束でしょうっ!?　……あ、あのあの、隆良っちぃ……わ、忘れちゃったんですかぁ……？」

「え、あ……ほ、褒めるとか何とかか？　こ、こんな時にっ……だーっ！　分かったっつーの！　助かったぜ、玲愛……イイコだよ、お前は！　おらおらっ！」

　ルーネと絡まっている状態で余よ裕ゆうの無い隆良が、抱き着いてくる玲愛の頭を撫なでまわす。やや雑な褒め方だが、しかし玲愛は、ふにゃりと顔を綻ほころばせた。

「！　わわわっ、わふっ……え、えへー……えへへー！　そうでしょ、そうでしょ!?　イイコなんですよー、ウチは！　えっへへー……隆良っちの手、きもちいー！」

「……お、おおぅ……あんなぞんざいに撫でたくれーで、そんなに喜ぶとか……ホント犬っぽいな。……にしても、お前は……まさか……」

　そこで隆良の脳のう裏りによぎる、いくつかの情報──『仕事のために来た、という玲愛の言葉』と『《ヒーロー軍団》から《再世リ・バースデイ》打だ倒とうのための同盟メンバーを派は遣けん』。そして『同盟メンバーは既に街へ来ている』とのこと。それらの情報を繫つなぎ合わせると。

　つまり、この玲愛が──『ヒーロー軍団』からの増ぞう援えんなのではないだろうか。

（……つーか、ルーネも教えてくれりゃイイのに……って、コイツはそもそもデートとか言い出してた辺り、同盟とか任務っていう意識は無かったのかもな……そういうの無む頓とん着ちやくそうだし、玲愛のコトも知らなかったっぽいし。……ったく、仕方ねーなー……）

「？　タカラ……ナニ？　ルーネ、顔、何か……ついてる？」

「……いや、何でもねーよ。おりゃおりゃ」

「あん。……髪かみ、わしゃわしゃ。でも、きもちいー」

　玲愛の真似まねをするかのような言葉と共に、ルーネが目を瞑つぶって隆良の手を堪たん能のうする。

　さて、隆良は隆良で、玲愛に問いかけてみようと決めた──のだが。

「……なあ、玲愛──お前ってよ、もしかして……『ヒーロー軍団』の──」

『隆良さん────そいつから、今すぐ離れてください』

「へ？　……今の、聞き覚えある声は……え、そいつって？」

　一体、誰だれのことを言っているのか──しかし悩なやむまでもなく、飛来した数本のナイフが『彼女』に向けて襲い掛かかる。

「────！　隆良っち……危ないっ！」

「へ？　……う、うおあああっ!?　あ、あぶなっ……なんだ!?」

　ナイフが狙ねらっていたのは、玲愛──彼女に突き飛ばされたおかげで、隆良にナイフの脅きよう威いは届かなかった。玲愛自身も避けたようだが、しかし誰がナイフを投げたのか。

「くっ、確かあっちのほうから……おい、危ないだろーが!?　……って、え……」

　襲しゆう撃げき者の正体に、やはり隆良は見覚えがあった──ヴァーミリオンの長ちよう髪はつをポニーテールにした、一目見れば輝くように映る美少女、葛くず代しろ瑠る璃り花か──そう、ルリだ。けれど、どこかいつもと雰ふん囲い気きが違う。怒ど気きを漲みなぎらせるその瞳ひとみは計り知れない威い圧あつ感かんを孕はらんでおり、それは真まっ直すぐに玲愛のほうへと向けられていた。

「……お前が、何でこんな所にいるのか……ルリは、知らない。知ったコトじゃない。でも、好都合だよ……ようやく、見つけた。ルリは……ずっとお前を、探してた」

「……………………」

　ルリの不ふ明めい瞭りような言葉を受けて、けれど玲愛は無言で俯うつむいていた。いつも朗ほがらかなルリも、先ほどまで快活だった玲愛も、どちらの面おも影かげも鳴りを潜ひそめている。隆良は訳が分からないまま、ルーネと絡まった状態のままで後退しつつ、ルリに事情を尋ねようとした。

「ルリっ……お前、玲愛とどんな因いん縁ねんがあるんだよ……何でお前、そんな怒っ──」

「──隆良さん。……お久しぶりです。ルリは、『絶対正義ジヤガー・ノート』さんの……『ヒーロー軍団』からの、同盟メンバーです」

「へ？　お、お前が……？　え、じゃあ、玲愛は──」

「……壬玄玲愛は──ターゲットである『再世』の、リーダーです」

「……はあ……？　……は、はあああっ!?」

　ルリの言葉を、隆良は一いつ瞬しゆん飲み込めなかった。『再世』といえば、組織化したアウトローを率いて無法を働く、今や最も危険な集団──そのリーダーが玲愛だなどと、つい先ほどまで彼女と接していた隆良は、なおさら信じることが出来ない。

　だが、ルリは言葉を止めない。玲愛を睨にらみつけたまま、低い声を漏もらす。

「そして、壬玄玲愛は──その、最悪のアウトローは──」

　一際憤ふん怒ぬを籠こめた目で、声で──ルリは、言い放った。

「ルリのママを、死なせた────張本人です」
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　02　一方その頃、藍玉氷莉は羊の背で眠る夢を見ていた。ナニコレもっふもふ。寝心地最高。心地よい感触の中、彼女は夢の中で更にだらだらと眠りについた。







　ルリと玲れ愛あの邂かい逅こうから、数分も経たたない内に──公園は二人の戦場となっていた。ルリは武器を駆く使しして立ち回り、玲愛は回かい避ひに集中して巧たくみにかわしていく。

　そんな二人の激戦を止めようとするのは、玲愛が『再世リ・バースデイのリーダー』であることを、いまだに納なつ得とくしていない隆たか良らだった。

「おい、ルリっ……玲愛と話させてくれよっ！　つか、お前も一回落ちつけって！　暴れすぎて、公園ボロボロになっちまってんぞ！　ちゃんと周りを見て……うぉあっ!?」

　制止する隆良のすぐ傍そばで、ルリの投げた時限式の爆ばく弾だんが爆発する。『邪じや魔まをするな』という意味だろうが、それにしてもルリの攻こう撃げきの激しさは異常だ。玲愛に投げつけた爆弾は数知れず、周囲に破片を散らばらせている。

　明らかに殺傷力に重点を置いた、周囲のことなど一いつ切さい顧かえりみない、容よう赦しやのない戦い方だ──が、それを『異能』も使わず回避し続けている玲愛は、見た目に似合わず百ひやく戦せん錬れん磨まの身のこなしである。本当に彼女が、『再世のリーダー』なのだろうか。

　しかしルリは、玲愛の身のこなしを目にしながらも『それくらいは出来て当然』とばかりに、焦あせる素そ振ぶりさえ見せず容赦なく攻せめ立て続ける。

「ふんっ……この程度で倒たおせるなんて、思ってないから。……──やっ！」

　右みぎ腕うでの袖そでに隠かくしていたナイフを取り出したルリが、それを思い切り振る、と──パキ、という音と共に柄えから刃やいばが飛び出し、玲愛へ向けて飛んでいく。

　とはいえ、当然のように玲愛は刃を躱かわしてしまう──が、それを予測していたルリは、今しがた分解されたナイフの柄を右手で触り、

「報むくいを受けなさい────壬み玄くろ玲愛」

「？　…………っ！」

　発動した『右手で触ふれたモノを五分前の状態に戻もどす異能』によって、分ぶん離りした刃が猛もう然ぜんとした勢いで元に戻っていく。あわや、玲愛の首筋を横切るかと思いきや──一瞬、早く反応した玲愛が、すんでのところで回避する。……が、しかし。

「ナメないでよね──これで終わりなんかじゃ、ないんだから」

「あっ……くっ！」

　ナイフが元通りになると同時に、ルリが勢い良く玲愛へと向けて刃を振ふり下ろす。それでもまた、ギリギリで後ずさって回避できた玲愛だったが、ナイフを振り下ろしたルリは蹲うずくまったままの姿勢で動かない。

　……いや──『五分間だけ巻き戻す右手』で、何やら地面に触れている。良く見なければ分からないが、ルリが触れていたのは、既すでに爆発を終えた時限式爆弾の欠片かけらだ。

「……四分五十五秒……今、だよ」

　ぽつり、呟つぶやいた瞬間、欠片が元の爆弾に戻っていく。確か隆良が覚えている限り、五分ほど前に爆発した『それ』を、ルリは思い切り蹴け飛とばした。

「チェックメイト──散って」

「………………！」

　爆弾は、玲愛のほうへと向かっていく──つい先ほど回避のために後ずさった彼女は、避よけることもままならず、一瞬にして絶体絶命の危地に立たされることになった。

「──！　お、おいっ……玲愛──！」

　隆良が介かい入にゆうするためのゲルを出そうとするも、明らかに間に合わない。時限式爆弾のタイマーは、残り三秒。もう、爆発する──と、思いきや。

「────んっ」

　玲愛は何を思ったのか、その爆弾を躊ちゆう躇ちよなく両手で摑つかんだ。すぐ離はなせ──そう叫さけぶ時間もなく、凄せい惨さんな光景を予想して青ざめてしまう隆良だが、信じられないことが起こる。

「────えっ？」

　呆あつ気けに取られた声を出したのは、ルリだ。結論から言うと、爆弾は『爆発しなかった』──いや、違ちがう。爆弾の周囲を『光の鎖くさり』が旋せん回かいした次の瞬間に、タイマーが起動前に『戻った』。この現象が示すのは、つまり──

「……えっ……？　ルリと同じ、『五分前の状態に戻す異能』……？　え……そんな、はず……だってお前の『異能』は……そうだ、ママを、殺したのは……炎ほのおのっ……！」

　自分に言い聞かせるように、確かく認にんするように、ぽつぽつと呟いていたルリ──そして隆良は、ルリより前に玲愛の『異能』を目にしていたからこそ、玲愛の能力が『五分前の状態に戻す』ことではないと判別できる。だが、しかし。

（だとしたら……一体、玲愛の能力は何なんだ？　尋じん常じようじゃねー風を起こしたり、時間を戻したり……いや、あれは『同じ現象を起こした』のか──？　だとすれば、玲愛の異能は『異能のコピー』？　……これが一番近い気はする……けど、何かズレがある……）

　玲愛の『異能』の正体が摑めず、混迷を深める隆良。と、その間に、攻撃を中断していたルリが『敵の能力の正体なんて知ったことか』と自棄やけ気味に顔を上げ──けれど玲愛の顔を見た瞬間、ハッ、と息を吞のむ。

　ルリの攻撃を回避し続け、一度も攻撃に回らず、防戦に徹てつしていた玲愛の表情は、

「………………」

　ただ、深い悲しみを湛たたえた瞳で──ルリを、見つめていた。

　そんな玲愛の表情に、対するルリの怒いかりは、逆に燃え上がってしまう。

「……なによ、その顔は……なんなの……なんなのよ！　アナタは、最悪のアウトローでしょ……？　そんな顔して、同情でも引こうとしてるの……？　ふざけないでよ……かかってきなさいよ……ルリのコトなんて、息するみたいに殺しちゃえばイイじゃないっ！　最悪のアウトローらしくさぁ……ルリのママの時みたいに、さぁ！」

「……ウチは……そんなコト、しないです……ウチは……イイコ、ですから……」

「──！　……ふ、ふふっ……イイコ？　あははっ……あー、ふざけてるんだ……真ま面じ目めに話す気なんて、無いんだっ……よく分かった……よく、分かったよー……」

　ギリッ、と歯を嚙かみ鳴らしたルリが、どこからともなく数本のナイフを取りだし、構える。いまだ悲しげな表情を崩くずさない玲愛に、攻撃を再開しようとした──

「だったら、イイコらしくっ──黙だまってルリに、やられちゃえばっ──！」

「────玲愛さまっ、摑つかまってくださいっ！」

「────なっ!?」

　──が、突とつ如じよとして乱入者が現れ、二人の戦いを中断させる。風を巻き起こして空から飛来した少女が、玲愛を抱かかえて空中へ逃にげた。

　隆良とルリは、その少女に見覚えがあった──彼女は『風の子・ファン』だ。アリアが半年ほど前に起こした事件の際、いつの間にやら雲くも隠がくれしていた少女だったが、まさか『再世』へと舞まい戻っていたというのだろうか。

「もうっ、玲愛さまっ……何でこんなトコにいるんですかっ！　これから大仕事だって、言われてたのに！　……あ、あの、玲愛さま？　何だか、元気が……」

「……はい……ごめんなさい……ウチ、ワルい子……でしたね。……ごめんなさい」

「……い、いーえ！　そんなコトは無いですっ……玲愛さまは私みたいな、行き場の無いアウトロー達を拾ってくれますし……イイコに決まってますよ！　いや、私みたいな子供が言うのも何ですけど……ええっと、何ていうか、その……」

「……えへへ、ありがとうございます……」

　礼を言いながらも、やはり元気が無い玲愛を、『風の子・ファン』は心配する。が、そんな思考さえ許さないように、『光る鳥のような何か』が玲愛達に迫せまり──

「えっ……ふ、ふあっ!?　な、なに……これっ」

　その『光る鳥のような何か』は空中で爆発し、すんでのところで回避した『風の子・ファン』の顔を青ざめさせる。それを放った張本人を、隆良は知っていた。

「お、お前は……トーヤ!?　まさか、お前も増ぞう援えんだってのか……？」

「……ふん、下しも野の根ね隆良……相変わらず、だらしない顔をしているものだね」

「会って早々それかよ！　くそっ、そっちこそ相変わらずだっつーの！」

　数日ぶりに顔を合わせればいがみ合う、本当に相変わらずの二人だが、更さらにこの場へと電撃を[image: 迸]ほとばしらせた少女が現れる。

「ふん、バカ隆良ってば、また変なコトに巻き込まれてるみたいね……まあ私は別に──バカ隆良がルーネちゃんと何してても一切たりとて興味はなくココに来たのも気まぐれの産物でありたまたま通りがかっただけで他意など存在するはずもなく完全な偶ぐう然ぜんではあったんだけど──ま、良いタイミングだったみたいね」

「魅み神かん、今のマシンガンみたいな言い訳っぽいのナニ？　早すぎて聞き取れなかったんだけど。お前、口のスピードも『雷らい迅じん』級なの？」

　ツッコむ隆良だが、魅神はそっぽを向いて誤ご魔ま化かし──しかしそんなバカバカしいやり取りをする面々を眺ながめながらも、『風の子・ファン』は俄にわかに焦しよう燥そうする。

「あっちは確か、『アウトロー狩がり』の王おう真ま燈とう矢や……しかも『雷らい神じん』まで来るなんてっ……し、しかもあっちには、エグキモゲル妖よう怪かいまでっ!?」

「よーし降りてこい扇せん風ぷう機き娘むすめ。勝負すんぞコンニャロ、おうナメんなよ、おうおう」

「ひいいっ……れ、玲愛さま、ど、どうしましょ──あ、あつっ!?」

　決けつ闘とうを求める隆良には答えず、焦る『風の子・ファン』に、何の前まえ触ぶれもなくノータイムで小さな火が襲おそい掛かかる。その主が、ふっ、と芝しば居いがかった口調で声を上げた。

「その二人だけが、大物だとは思わないコトね……初の政府公認ストレンジャーチーム、そのリーダーのパートナー……『宿星の片割れスター・パートナー』及および『紅焰の乙女プロミネンス・メイデン』たる、焰ほむら熾おこし夜よ侘わびを、お忘れなく──絶賛、売出し中なんだからっ☆」

　ビシッ、と右眼部分を開けてピースをする夜侘に、隆良は少し呆あきれるが──それ以上に気になるモノを……というか沙さ凪なぎを見て、彼女に語りかける。

「……あのよ、沙凪は、その……何で、馬に乗ってきてんの……？　つか、どこから連れてきてんの……？　夜侘まで後ろに乗せて……」

「我、お嬢じよう様さまゆえに、馬あり……ですの。ふぅ、さすがに最後の直線では『雷神』には敵かないませんの……けれどコーナーで差を詰つめるコトが出来たのは、大きかったですの。『雷神』相手に三馬身差なら、上出来ですの……次は二馬身差を目指しますの」

「お前は一体ナニを目指してんの？　もはや意味分からんってレベルじゃねーぞ」

　思った以上にフリーダムな沙凪ではあるが、目標は高い模様──さて、隆良の仲間達が集まり、トーヤとルリに睨にらまれる中、玲愛と『風の子・ファン』は。

「れ、玲愛さまっ……いくら何でも、分が悪すぎですっ！　に──逃げましょう!?」

「あ……はい、そうですね。それじゃ──いきますよ」

　どうやら逃とう走そうの算段を立てているようだが、『風の子・ファン』を知る隆良にしてみれば、この状じよう況きようで彼女達が逃げるのは容易たやすくないことが判る。

（能力の知れてる扇風機娘が今さら出てきたトコで、あいつらを捕つかまえるのは難しくねぇ……まずは二人を捕まえて、それから玲愛の話をちゃんと聞くべきだな。……ルリの行動は心配だけども、いざとなったらうちのチームでルリを止めるか……よしっ）

　そうと決まれば、作戦を立てるべきだ──空中戦を可能とする魅神を基点に、チームプレイで玲愛達を捕ほ獲かくする。隆良が通信機を介かいして、仲間達に指示を送ろうとした。

　──が、それよりも一いつ瞬しゆん早く、玲愛が先んじて行動を起こす。

「それじゃ、いきますよ────んっ！」

「はいっ、玲愛さまっ……ふ、ふううっ！」

（？　何だ、玲愛のヤツ……一体、ナニを……──っ!?）

　隆良が首を捻ひねる中、玲愛が『風の子・ファン』に手をかざした瞬間、『風の子・ファン』の体の周囲で光の鎖が旋回を始める。その直後──先ほどとは比べ物にならない程ほどの風が連続して巻き起こり、地にいる面々へと叩たたき付けられた。

　目も開けていられないような風力を前に、どういうことだ、と隆良が困こん惑わくする。

（──やっぱ、おかしいだろ！　玲愛の能力が『異能のコピー』なら、玲愛が風を起こさねーと理り屈くつに合わねぇ……けど今のは確かに、扇風機娘の『異能』そのものに、何らかの作用を引き起こさせてた……！　何なんだ、一体……玲愛の『異能』は……！）

　思考に暮れる隆良だが、そうしている間にも『風の子・ファン』は、玲愛を抱えて飛び去ってしまう──ここへ飛来してきた時とは、比べ物にならない速度を発揮して。

「あっ……ま、待て……待てっ！　……待って……待ちなさいっ！」

　ルリが地を蹴けって追い縋すがるも、空を翔かける彼女達には追いつけない。この中では随ずい一いちの機動力を持つ魅神も、状況を把は握あくできていない現状で、迂う闊かつな行動は取れなかった。

　結局、ルリがいくら追おうと、玲愛達に追いつけるはずもなく、

「壬玄玲愛っ……許さない、から……ルリは、お前を──許さないんだからぁぁぁ！」

　その叫びも、ただただ虚むなしく、こだまするだけだった。




　仲間達と合流した隆良が、彼女達に大まかな事情を説明する。玲愛と出会ったこと、そして彼女が『再世リ・バースデイのリーダー』であるらしいということ。そして玲愛とルリの因いん縁ねん──ヱリコにも通信を送りつつ、説明し終えた隆良は、軽くため息を吐ついた。

「ふーっ……で、ルリと……トーヤ。お前らが『ヒーロー軍団』から派は遣けんされた同盟メンバーなのは分かったけど……でも、同盟を組むって決まったワケじゃ──」

「下野根隆良────キミは、ヒーロー足り得ない」

「いきなり何じゃいトーヤこのヤロォォォ！　唐とう突とつに喧けん嘩か売ってくんじゃねーよ！」

「呆れたものだよ……『再世』のトップを捕獲するでもなく、どうやら行動を共にしていたというし、今だって何もせず逃がしてしまうとは。それでヒーローを目指しているだなんて、よく言えたものだね……恥はずかしくないのかい？」

「いや、アイツが『再世のリーダー』とか知らなかったし……って、待てっつの。それだって俺は、まだ納なつ得とくしたワケじゃねーんだよ！　玲愛のヤツが『再世のリーダー』で……凶きよう悪あくなヤツだとか、な。アイツと、もっとちゃんと話して──」

「だからヒーロー足り得ない、というんだ、キミは……そんなコトを言っている間に、取り返しのつかないコトが起こったら、どうする？」

「……へっ、お前こそ、相変わらずじゃねーか。相手の事情や人となりを知ろうともせず、テメーの価値観と勝手な印象だけで断罪しようとしやがって……けっ、それのどこがヒーローだっつの。救えねぇぜ、色んな意味で。……そもそも、お前……俺がヒーロー足り得ないとかほざくけど、そんな俺に負けたクセに……良く言うよな？」

「……むっ。何を言う、僕はキミに負けてなどいない。取り消せ」

「はっ、なーに言ってんだ、あんだけ豪ごう快かいにぶっ飛ばされといて……無理です～、取り消せません～。歴史は常にこの世界に刻まれていくんですぅ～」

　隆良の挑ちよう発はつじみた言葉に、ぴくり、眉まゆを顰ひそめたトーヤが、食って掛かってくる。

「違ちがう、僕は負けていない……いや、仮にあの時の僕が負けたと仮定しても、キミはそれ以前に僕に二度倒たおされている。僕が倒れたのは一回だけ。僕の勝ち越こしだ」

「違いますぅ～。最後に勝ったほうが勝者なんですぅ～。大体、俺が二度倒れてるっつったって、最初のは『再世』のヤツらがデパート占せん領りようしてた時の話だろーが。アレはお前の卑ひ怯きような奇き襲しゆうでしたぁ～。勝負じゃありません～」

「！　……いいや、あの時のだって──」

　隆良の態度に、むすっ、と不ふ機き嫌げんになりながらも、トーヤが更に反論しようとする──が、二人の話を中断するかのように、ヱリコが謝りながら通信を入れてくる。

『あの、お話し中にごめんなさいっ──えっと、王真さんや葛くず代しろさんと……ルーネさんとの、同盟の件で……アリア師し匠しようから、伝言があって……その～……』

「おお、ヱリコか──いいぜ、別に。全然、大した話じゃなかったしよ」

「…………ふん」

　トーヤは明らかに不満そうだが、隆良はそれをスルーし、ヱリコへと尋たずねる。

「で、同盟の件……アリアは、何だって？　組むのか？　組まないのか？」

『あ、はい……結論から言うと《組む》そうです！　今、リーザさんとアリア師匠が直接話して、決めたみたいで……同盟を組んで、《再世》の打だ倒とうに臨むべし、って！』

「そっか、なるほどな……ああ、俺も『再世のリーダー』さんに話があるからよ、是ぜ非ひもねーぜ。んで……俺が送った『映像』……アリアに見せてくれたか？」

『あっ……は、はい！　葛代さんと《再世のリーダー》さんとの、戦せん闘とう映像ですよねっ。もちろんです、えっと……』

　隆良は先ほどの戦闘中、何もしていなかった訳ではない──通信機に取り付けられている小型カメラで戦闘の様子を記録し、ヱリコへと送信していたのだ。その抜ぬけ目の無さに魅神達は逆に呆れるが、ヱリコがアリアからの考察とやらを伝えてくる。

『アリア師匠の考えは……やっぱり下野根くんが言うように、相手の《異能をコピー》している、って考え方が一番近いらしくって……でもこれも下野根くんと同じで、そこまで単純じゃなく、何か秘密がありそう、っていうコトです。アリア師匠が直感的に言ったのは……まるで、同じ《異能の効果を上乗せしている》ようだ、って……』

「！　上乗せ、か……なるほどな、確かに……それなら『五分間巻き戻もどす異能』を、更に『五分間巻き戻せば』……ルリとの戦いに関しても、説明はつく。逃にげてった時、あの扇風機娘の風が異様な勢いになったコトもな。……だけど……」

　それだけでもとんでもない能力だが、それが玲愛の『異能』の全すべてと、単純に考えて良いのだろうか──まだ、底が見えない。

　少しばかりの焦燥に駆かられる隆良だが、けれど、と頭を振ふって思い直す。

「……ま、俺は玲愛のヤツと、まずは話をするつもりだしな──話し合いでケリがつけば、別に戦う必要もねぇ。へっ、まあ、アイツはそんな悪いヤツにゃ見えねぇし──」

「──隆良さん、ナニをバカなコト言ってるんですか？　ルリの前で、そんな下らない妄もう言げん、吐はかないでください」

「!?　お、おお……？　何だよ、ルリ……いや、えーと、その……」

　ルリの辛しん辣らつな言葉に、隆良も思わずたじたじになる。というか、ルリは先ほどから、ずっとこんな調子だ。刺とげ々とげしく、苛いら立だちを隠かくしもせず、トーヤへといつものようなアタックをしようとさえしない──そんな彼女が、隆良の甘さを続けて糾きゆう弾だんしてくる。

「隆良さん……ルリ達はね、『再世』が……ううん、ヤツがこの街でナニをしようとしてるのか、それを摑つかんだからココへ来たの。ヤツは……壬玄玲愛は、この街で再びテロを起こそうとしてるの──それも、以前のデパートの時とは、比べ物にならないほどの」

「……は!?　なんだそれ、どういうコトだよ……つかどーやって、ンな情報……」

「……『絶対正義ジヤガー・ノート』さんの『ヒーロー軍団』に、強力な情報収集力の持ち主が入ったの。でも、今はその話、関係ないでしょ？　肝かん心じんなのは……ヤツを倒さないと、この街は危険に晒さらされちゃうってコトだよ？　それが確かな情報だから、アリアさんも同盟の話を受け入れたんじゃないの？　……違うかな？　ルリ、間違ってるかな？」

「い、いや、そりゃそうかもしれんけど……ちょ、ちょっと落ちつけって……」

　威い圧あつ感かんも怒ど気きも、隠しさえせず詰め寄ってくるルリに、隆良は話を中断するために後ずさりながら口を開く。

「っ……わ、分かったよ！　まず、『再世』がこの街に危害を加えようとしてるっつー、その前提に沿って考えっから……俺達の目的は、『再世』を止めるコト！　とりあえず、目下はこれでイイだろ！　で、ヱリコ……通信そのままでワリーな。俺らはこのまま『再世』を止めるため動くから……アリアにも、伝えといてくれ！」

『あ、は、はいっ！　えっと、リーザさんから《再世》が潜せん伏ぷくしてる場所の情報も貰もらってますので……旧市街なので、地図のデータを送りますね！』

「おお……そんなデータまで入ってんのか。その情報源のヤツ、一体何者なのか気になるけど……まあ、その話は今度だな。よーし……！」

　兎とにも角にも、これから任務開始だ。隆良は全員の顔を一度見み渡わたしてから、気合を入れるために声を掛かけようと──

「それじゃお前ら！　改めて行く」

「下野根隆良──僕はキミに負けていない。認めろ」

「ぞ──おばっふぅぅぅ！　おいトーヤこのヤロウいきなり何だ!?　……まさかさっきの話!?　出鼻挫くじいてまで割り込んでくるコトか!?　どーでもイイだろが！」

「どうでも良くない。僕はキミに負けていない。絶対に」

「いや、だから……それに関してはこっちこそ譲ゆずらねーけども!?　明らかに俺の勝ちだっただろうが！　お前の負け！　はい、この話終わり！」

「負けてない、負けてないったら、負けてない。認めろ、下野根隆良。僕の方が上だ」

「あああもうしつけぇぇぇ！　お前のせいで話が前に進まないどころか、盛せい大だいに反復横よこ跳とびしまくってんだよ！　いい加減にしろぉぉぉ！」

　互たがいに譲らない、隆良とトーヤ──そんな二人を眺ながめ、微び妙みような表情をするしかない魅神と夜侘が、ぼんやりと言葉を交かわす。

「……なんか、あの二人……前に『絶対正義』だかのコトで意気投合してた時も思ったけど、ホントは仲良いんじゃない？　……アホみたいな話してるけど……」

「うん……ていうか、何かもうメンドくさいよね……どっちも譲らないから、揉もめに揉めてるし……まあ魅神と隆良のやり取りと、似たトコあるかもだけど……」

　夜侘の最後の言葉は、ぼそり、聞き取れないような小声で漏もらされたのだった。







　隆良達がトーヤを始めとした『ヒーロー軍団』の増ぞう援えんと同盟を組み、『再世』打倒のために動き出したのと、同時刻──アリアは『室長専用研究室』改め、『総責任者専用研究室』にて、リーザと対面していた。

「……さて、とりあえずこれで、一応の同盟は締てい結けつ、といったところか。……これで満足か？　リーザ」

「ええ、もちろんよ～。うふふ～……ご協力、感謝するわ～、アリアちゃん～」

「……『再世』は、いずれどうにかしなければならない相手だった。こちらとしても、早急に解決できるに越したコトはない。利害が一いつ致ちしただけさ。……が、しかし」

　一つ呼吸を置いてから、アリアは探さぐるような視線と共に、リーザへと問いかける。

「キミ達の目的は……一体、何だ？　『ヒーロー軍団』の慈じ善ぜん事業だとか、それだけではないのだろう？　昨今ニュースで流れている『絶対正義』の復活劇も……アレを録とり、放送局へリークしたのは、キミの差し金だろう？　『絶対正義』をヒーローに返り咲ざかせ、『ヒーロー軍団』などを作り上げて……キミ達は、一体ナニを企たくらんでいるのだ？」

「……あらあら、ヤダわ～？　企んでるなんて……そんな、邪じや推すいしないでよ～。私達はただ、純じゆん粋すいに、世のため人のために活動しようと──」

「……ふん、素す直なおに言うはずがないというのは、分かっているさ。聞いてみただけだ」

「あらあら～……信用ないのね～。同じ大学からの昔むかし馴な染じみだっていうのに、悲しいわ～……まあアリアちゃんは飛び級しちゃったから、短い付き合いだったけど～☆」

「……そうだな、まあ……その時からキミは、秘密主義者だったがな。キミに妹がいるという話だって……聞いたコトもなかったしな」

「……あ、ルーネのコト～？　ええ、まあ、別に率先して話すほど、大したコトでもなかったし～……ああ、でも、そうねぇ～……」

　リーザは唇くちびるに人差し指を添そえ、考えるような素そ振ぶりを見せてから、ピン、と何か思いついたように人差し指を立てる。

「……そうそう！　この同盟に裏の目的があるとすればぁ～……ルーネが下野根ちゃんと、仲良くなれたらイイな～、って思ったの～！　ほら、ルーネって下野根ちゃんのコト、不思議と大好きみたいだし～……姉としてはね、妹の気持ちを応おう援えんしたくて──」

「リーザ──ここには、私とキミしかいないのだ。……そんな上うわっ面つらだけで感情のない、薄うすっぺらな言葉は必要ない。今しがた、妹のコトを『大したコトでもない』などとのたまった口で、妹を……ルーネちゃんをダシに噓うそを吐つくのだけは、止よせ」

「！　……うふふ～、アリアちゃんったら……厳しいっていうか、容よう赦しやないわね～？」

　にこにことした笑みに、どことなく冷たさを滲にじませながら、リーザはアリアに近づいていく。対するアリアは一歩も退かず、リーザとぶつかりそうな程ほどに接近し、目を逸そらすこともなく会話を始めた。

「ルーネちゃんのコトだけではないぞ、リーザ。キミの抱かかえている問題を……『他者を愛することが出来ない』……『愛情欠落コンプレックス』のコトを──私が忘れているとでも、思ったか？　実の両親にさえ他た人にん行ぎよう儀ぎに接していたという、その悲しい性質を。ルーネちゃんのコトをキミが話している時にも、気付いてしまったよ……キミはルーネちゃんのコトを、心の底から大切には思っていない。……悲しいコトだが、な」

「あらっ、アリアちゃんったら……ヒドいわっ。人のコンプレックスをつっつくなんて！　……なーんて心無い言葉も、アリアちゃんにはお見通しなのよね～、きっと♪」

「……ああ、そうだな……けれど、だからこそ、私には分かってしまう。キミには、何か裏の目的があるのだ、と。……私達は、それこそ似た者同士で、だからこそ私が大学に居た短い期間……キミと友になったのだから──」

「あら──ナニを言っているのかしら～？　似た者同士でお友達だったのは……あくまでも、昔の話でしょ～？　今は違ちがうじゃない……うふふ～」

「！　……リーザ？　それは、どういう──」

　尋ねるアリアに、リーザは薄目を少しだけ開いて、ゆっくりと返答する。

「私もね～……あの頃ころのアリアちゃんには、確かにシンパシーを感じてたわ～。『雷らい神じん』ちゃんを助けたいとは、大学の時から言ってたけど～……でもアナタ、それ以外の全ては、どうでも良かったはずでしょ～？　他人の名前さえ覚えるのが億おつ劫くうなくらい、アナタは誰だれにも興味を持たなかった……私に似てるって、心からそう思ったわ～。……だけど」

「………………」

「今のアナタには～……大切なモノが、出来たみたいじゃない～？　噓うそ偽いつわりも掛け値もなく、愛せる人達が……いるんでしょ～？　うふふ、素晴らしいコトよね～！　本当に、素敵だと思うわ～……お姉さん……と～っても感動しちゃって──」

「……リーザ、私は……」

「────そして────」

　アリアが何か言おうとした瞬しゆん間かん、リーザが更さらに一ひと際きわ、体ごと密着させ──鼻と鼻とがぶつかり合うような至し近きん距きよ離りで、凍こごえるような声を放つ。

「────そんなアナタの裏切りが、憎にくいわ」

「！　………………」

　暫しばしの間──二人は何も言わず、視線を交わしていた。睨にらみ合っていた、と言って良いのかもしれない。どれほどそうしてからか──先に距離を置いたのは、リーザだった。

「……なーんてねっ、冗じよう談だん冗談～っ♪　うふふ～、ドキッとしちゃったかしら～？　友達だったのは昔の話なんて、ウソウソ！　今でも私とアナタは、お友達よ～」

「……そうか。そういうコトに……しておこう」

「あらあら、私はホントにそう思ってるから、そんな悲しそうな顔しないでよ～。それに、今はそんなコトより……『再世リ・バースデイ』をどうするのかが、重要でしょ～？」

「……ああ、そうだな、その通りだ。しかし『再世』に関しては、私も少なからず驚おどろいたよ。情報収集力に長たけた人間と言っていたが……一体、どんな人物を引き入れた？」

「あらあら、それだって、ホントは見当がついてるクセに～……ふふっ、分かってるんでしょ──『元・政府最高位ストレンジャー』の三人の内の、お一人よ～。あ、今はもう、二人の内の一人、かしら～。うふふ～」

「！　……そうか、なるほど……『元・政府最高位ストレンジャー』の中でも最年少の、あの天才少女が……確かに、情報収集の達人に違いないが……」

　前回の事件の後に謎なぞの変死を遂とげた『Ⅰワン』を除き、残り二人の『元・政府最高位ストレンジャー』の一人──その人物を思い浮うかべるアリアに、リーザが頷うなずきつつ口を開く。

「ええ、うふふ～……この国どころか、下手をすれば全世界の情報も、彼女の前では丸まる裸はだかだわ～。その手た綱づなを全く握にぎれず、有効活用できなかった『眺める者イデイン』ちゃんは……アリアちゃんの言う通り、無能にも程があるわよね～？　他ほかの政府の人達も、ね～」

「……元はその『眺める者』に仕えていた者だとは、信じられないような口ぶりだな。まあ、同感ではあるが……しかし、彼女も『Ⅰ』とはまた異なる意味で、扱あつかい辛づらい子だったはずだ……そんな彼女を、一体どうやって？」

「ん～？　さあねぇ～……あの子にも、色々とあるんじゃないの～？　特に、『絶対正義ジヤガー・ノート』ちゃんに関しては……ねぇ？」

「……それも、教えるつもりは無いというコトか……まあ、キミらしいがな」

　ふう、とアリアがため息を吐くと、リーザはにこにこと微笑ほほえみを絶やさぬまま彼女に背中を向け、出入り口の扉とびらの前まで歩み寄る。

「ま、とにかく『再世』を倒たおす算段に関しては～……『天才』アリアちゃんに、全すべて任せるわね～。私が下手に口を出すより、そのほうが下野根ちゃん達もやりやすいでしょ～？　うふふ～……頼たよりにしてるわ、アリアちゃん～☆」

「……ふん、結局、キミの裏の目的や、『ヒーロー軍団』を作り上げた目的は、はぐらかしたままか……そういうところが食えないのだよ、キミは」

　やれやれ、と少し疲つかれた顔をするアリアを見て、くすりとリーザは笑いながら、退室する──直前、アリアへともう一度だけ語りかける。

「ああ、そうそう……昔馴染みのよしみで、これだけは言っておくわ～……」

「？　……何かな？」

「大切なモノが出来て、良かったわね、アリアちゃん～……おめでと☆　ふふっ、ひょんなコトで失ってしまわないよう、大事にするのよ～？　……じゃあね～」

「！　……リーザ……」

　それだけ言って、リーザは今度こそ退室した。彼女の言葉が真実のものか、それはアリアでさえ判別できなかったが──今がそれどころではないのは、リーザの言う通りだ。

「……さて、仕事を再開するか……よっ、っと」

　リーザが来訪した瞬間にはスリープモードにしていたパソコン達を、アリアが一いつ斉せいに起動させる。パソコンの台数は、仕事量の増加に比例して、以前より更に増えていた。しかしそれらを並べたアリアが、目にも止まらぬ速度で難なく同時操作をしていく。

（『再世』を倒すための算段を立てるのと並行して、アウトローへの対応体制を見直す方策を立案しておくか……『再世』の構成員には、已やむに已まれずアウトローとなってしまった者もいる。確か『風の子・ファン』ちゃんも、そうだったはず……それはストレンジャー管理の体制が疎おろそかだった、政府の責任だ。対処は早急に進めなければならない）

　いくつもの作業を同時にこなしながら、思考も奔はしらせ続けるアリアが──ふと、同時進行していた内の一つ、リーザからは聞き出せなかった事じ項こうに目を留まらせる。

（……そして、『絶対正義』のコトを調べるために辿たどり着いた──彼の過去。なぜ、彼が今の今まで……表おもて舞ぶ台たいから去っていたのか、その理由が……）

　それは、リーザがここを訪おとずれるより前に、既すでに辿り着いていた事こと柄がら──『絶対正義』の目的や行動を推測するための材料にならないかと調べていたモノだ。

　結論から言えば、あるいはこの情報が『絶対正義』を知るための、重要な材料になる可能性はある──けれどアリアの表情は、決して明るくはならなかった。

　なぜならば、『絶対正義』の過去、アリアが辿り着いた真相は──隆良が憧あこがれ、追いかけ続ける幻げん影えいの姿とは、大きくかけ離はなれていたからだ。

「……道理で、私が全く聞いたことも無かったはずだ……」

　一いつ世せいを風ふう靡びし、今では伝説とさえ呼ぶ者もいる『ヒーロー』。当時の名は『正義ア・ジヤステイス』──無法を働くストレンジャーを断罪し、民間人を守ろうとする正義のヒーローの行動は、彼を知る誰もが称しよう賛さんせずにはいられなかった。

　しかし、そんな栄光の日々は、あまりにも短かった。

『正義』が注目されていたのと同時期、無法者のストレンジャーの犯罪を重く見た政府は、それに対応する政府所属ストレンジャーを組織化することを決定。今で言う『アウトロー』が明確に定義づけられ、『政府公こう認にんストレンジャー』が誕生したのは、この時だ。

　が、しかし『政府公認ストレンジャー』の発足は、『正義』の凋ちよう落らくを大いに早める要因となってしまった。

（……皮肉なものだな……誰もが知る『ヒーロー』ゆえに、それが災わざわいするとは……）

　また結論から言うと──テレビなどにも頻ひん繁ぱんに映されていた『正義』は、それゆえ能力を広く知られることとなり、対応してくる無法者を思うように捕とらえられなくなっていた。このデータにも残っている。『正義』の異能は『大気を操あやつる能力』だ、と（現在の『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』を真っ二つにしたような力は、当時は持っていなかったようだが）。

　対して、政府側は公認ストレンジャー達の能力を厳重に秘ひ匿とく──更には政府の組織的な情報力を遺い憾かんなく発揮し、アウトローを捕ほ獲かくしていた。

『正義』は無所属のストレンジャーで、なぜか政府の下につくことを頑かたくなに拒こばんだ。しかし情報を先取りすることも出来ない『正義』は後手に回るしかなく、彼が駆かけつける頃には、基本的に事件は全て収束するようになっていたという。

　結果、彼をヒーローと呼ぶ者は減少していき、『役立たず』とまで呼ぶ者が現れ始め──いつしか彼は世間の表舞台からひっそりとその姿を消し、それ以降、ヒーローだった『正義』の姿を見た者は、いなくなった。

　これが、多くの者は知りもしない──一人の『ヒーロー』が迎むかえた、結末だ。

　改めてその情報に目を通したアリアが、ふう、とため息を吐ついてから、椅い子すの背もたれにゆっくりと身を預ける。

「……隆良くんには……このことは、伝えないほうがいいな……」

　憧れていた『ヒーロー』が凋落していったことなど、聞いてしまえば、隆良はショックを受けるかもしれない。無む闇やみに精神的な負担を与あたえるのは、決して好ましくない。任務に支障が出るかもしれないし、モチベーションなどの問題も──

「……いや、落ち込んだ彼の顔を、私が見たくないだけ……か」

　色々と理由づけてみても、つまりはそういうことだ。大体、あの隆良のことだし、この話を伝えたところでショックなど受けないかもしれない。それどころか、今では不死鳥のように復活した『絶対正義』にドラマ性を見み出いだし、逆に喜ぶこともあり得る。

　それでも、『隆良が悲しむかもしれない』という可能性を思えば──やはりアリアは、このことを彼に伝える気にはなれないのだった。

「全く、私は……隆良くんに負けてからは、色々と開き直ったはずなのに、どうにもこういう甘いところは抜ぬけきらないな……それともコレが、惚ほれた弱みというヤツなのだろうか……存外、厄やつ介かいなモノだな……はぁ～……」

　深いため息を吐いたアリアだが、しかしすぐに気を取り直し、思考を奔らせる。

（だが……『絶対正義』が失しつ脚きやくし、今まで表舞台から姿を消していた理由としては、まだ何かが足りない……『絶対正義』に関する政府の情報で、不自然な改ざんと消しよう却きやくの形けい跡せきがある──恐おそらくそれが、『絶対正義』の真実。この情報を持つのは、恐らく……）

　先ほど、リーザとの会話で挙がっていた、『元・政府最高位ストレンジャー』を思い浮かべる。彼女と『絶対正義』との因いん縁ねんとやらを手た繰ぐれば、もしかしたら『絶対正義』の過去に隠かくされた『真実』を、摑つかむに至るかもしれない。

　が、そうは言っても──それはまた、後の話だ。アリアは顔を上げて、並べたパソコン達へと目を向ける。

　やらねばならないことは、山積みなのだから──今は悩なやんでいる暇ひまも、立ち止まっている暇もない。アリアは再び、目にも止まらぬ速さで手を動かし始めた。

（とにかく──今は目の前の事柄を、一つずつ確実に、片付けるべき時だ──思い煩わずらうコトや、ちょっとした乙女おとめの悩みは、その後でいい。……さて、まずは目前の……『再世リ・バースデイ』に関して、対策を練るとしようか）

　両手も思考もフル稼か働どうさせながら、同時に通信機を装着したアリアが、今度は口までも駆く使しし──通信機越ごしに、まずはオペレーターへと声を送る。

「──もしもし、ヱリコちゃんか？　ああ、そうだ……『再世』打だ倒とうのための、作戦についてだ……隆良くん達に、繫つないでくれ。……ああ、頼たのんだぞ──」

　アリアの目には、以前のような迷いや焦あせりは、もうどこにもない──仲間達を想おもえばこそ、ただ真まっ直すぐ全力を注ぐことに、躊躇ためらいなど微み塵じんも無いのだった。







　03　喧嘩するほど仲がイイっていうけど、電撃ぶっ放したりゲルかけたりし合うのって、もはや喧嘩の域を超えてますよね







　旧市街の一角にある、大きな建物──『再世リ・バースデイ』はそこに潜せん伏ぷくしているらしく、ヱリコに地図のデータを送ってもらった隆たか良ら達は、少し離れた物もの陰かげからその建物を眺ながめていた。

「ふーん……どうやら、あそこが『再世』の潜伏場所っつーのは、間ま違ちがいねぇみたいだな……見張りがいるせいで確証を持たれるのも、間抜けな話だけどな」

　隆良が呟つぶやく通り、建物の前には数名の見張りらしき人物がいた。ここに『再世』が潜伏しているという情報が事前になければ、あるいはアウトローの単なる溜たまり場に見えたかもしれないが、今は違う。

　さて、これから『再世』をどう攻こう略りやくするか──つい先ほど、アリアと隆良で相談して立てた作戦を、魅み神かんが口に出して反復確認する。

「まず、私達の合同チームを、二つに分ける──片方は夜よ侘わびちゃんと沙さ凪なぎちゃんのコンビで正面から襲しゆう撃げきし、敵を引きつける『陽動と囮おとりチーム』……もう片方は、私とバカ隆良、そして王おう真ま燈とう矢やとルリの四人で、『再世』のリーダーである壬み玄くろ玲れ愛あを含ふくむ『再世』のトップ達を一気に撃破する、『潜入と奇き襲しゆう』の本命チーム……まあ、イイんじゃない？　顔ぶれといい、何だか初めて『再世』と交戦した時を思い出すわね……役割は違うけど」

　どことなく上じよう機き嫌げんな魅神が饒じよう舌ぜつに語っているが、しかし『陽動・囮』を担当する夜侘と沙凪は、何やら不機嫌な様子である。

「納なつ得とくいかないよぅ……だって、隆良の相棒はアタシなのに……『宿星の片割れスター・パートナー』なのに……何で隆良と一いつ緒しよに行くのが、アタシじゃなくて魅神なの……なの……」

「わたくしこそが、隆良様と最も相あい性しようが良いはずですのにぃ……隆良様に風を吹ふかせられるのは、わたくしだけですのにぃ……のにぃ……」

　文句たらたらな二人のモチベーションに、不安が残る──が、それをケアするのはリーダーの役目。隆良が軽く頭を搔かきながら、まずは夜侘に語りかける。

「おいおい、夜侘……お前、なーに拗すねたコト言ってんだ？　陽動や囮なのが不満なのか？　あのなぁ……それだって、大事な役目なんだぜ？」

「にゃぅ……そ、それは分かってるけど……でも、でもぉ……そういうコトだけじゃなくってぇ……アタシは、アタシは隆良の相棒なのにぃ……」

「……ったく、相変わらずお前の言い分は良く分からんけど……でもよ、俺の相棒だっつうんなら──なおさら、ここはお前に任せてーんだけどな？」

「…………にゃ？」

　思わぬ言葉に首を傾かしげる夜侘へと、隆良は続けて言葉を投げかける。

「分かんねぇのか？　成長したお前の力ってのは……正直なトコ、俺でさえ羨うらやましく思うくらい、大きくなってんだぜ……そんなお前に、ココの舵かじ取とりを任せてぇ、って言ってんだ。それはよ……夜侘、お前を頼たよりにしてる、っつーコトなんだぜ？」

「……ふぇ!?　た、隆良が……あた、アタシを、頼りにっ……!?」

「だから、改めて頼むぜ……ココは、お前に──相棒のお前に、任せてーんだ！　なあ、夜侘……それは、お前には出来ねーコトか？」

「！　う、ううんっ、そんなコトない……出来る、出来るよっ！　大だい丈じよう夫ぶ、アタシ、隆良のパートナーだもんっ……ココはアタシに任せて、先に行けぇーっ！」

　なぜか死亡フラグを立てているが、夜侘のやる気は見事に燃え上がったようだ。更さらに隆良は、今度は沙凪のほうを向き、彼女の目を真まっ直すぐに見つめた。

「──沙凪！　お前にだって、ココを任せるのには理由があるんだぜっ……お前のパワーアップした異能……例の『生体異能蝶ちよう』は、囮と陽動に打ってつけなんだ。この作戦、お前がいないと成り立たない、っつっても過言じゃねぇ」

「……ふんっ、ですのっ。わたくしを夜侘みたいに……ちょろいと思って頂いては、困りますの！　そんな甘かん言げんに踊おどらされるほど、お嬢じよう様さまは間抜けでは──」

「何せお前は、高貴な気品に溢あふれる完かん璧ぺきお嬢様だ──敵だろうと何だろうと、惹ひきつけられて当然だよな！　なあ、お嬢様よ！」

「ふぉオーッホッホ！　当然ですの……当然すぎてあくびが出ますの！　任せるが良いですの、隆良様……この戦いが終わったら、わたくしとゲル屋を開きましょうの！」

（ちょろい）

　何か変な喋しやべり方で死亡フラグを立てた沙凪だが、とにかくやる気満々で快かい諾だくしてくれた二人に、隆良は改めて注意を促うながす。

「──おし！　まあ最前線だし、敵は末まつ端たんやら使いっパシリしかいねぇはずだ。二人だけっつっても、お前らの能力の特性なら、物陰に隠れて遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきも可能だからなっ……夜侘、出来るだけ相手に姿を見せんじゃねーぞ！　沙凪、お前の多様な『生体異能蝶』で、いかにも大人数で攻せめ込んでるように錯さつ覚かくさせてやれ！　頼むぜ！」

「任せて、隆良っ！　思いっきり攪かく乱らんしてあげるんだからっ！」

「お嬢様の真の力……ココに示して差し上げますの！　にゅっふい！」

　どん、と力強く胸を叩たたく、ちょろ……頼もしい二人に、隆良は軽く頷うなずいて応じる。

　そして、次に隆良が目を向けたのは、『陽動・囮』と『潜入・奇襲』のどちらにも属さない少女、ルーネだった。

「さて、ルーネ……お前にしてみりゃ退たい屈くつかもしんねーけど、今回は待機しててくれよな。何らかの命令があるまでは、勝手に動いたりはしねーでくれ」

「むぅ。……タカラ、ルーネは……邪じや魔ま、なる？」

「いや、そーいうワケじゃねーけど……まあ、お前の待機はアリアが決めたコトだしな。何か考えがあるんだろ……これも作戦の一つと思って、頼むぜ？」

「ん……タカラ、そう言う、なら……分かった。我が慢まん、する」

「おお、聞き分け良くて助かるぜ……よし、そんじゃそろそろ──」

「が、ニオイ、嗅かぐ。補ほ充じゆう。……すんすんすん……すすすんすすんすんー」

「──任務開始と洒しや落れ込こむか！　おーしお前ら、気合入れてくぜー！」

　慣れてきたのか、それとも諦てい観かんが悟さとりの境地に達したのか、ルーネにニオイを嗅がれても、過か剰じような反応はしなくなってきた隆良である。

　そして隆良は、自身と同じ潜入メンバーである面子メンツの傍そばへ歩み寄り──その中で、瞳ひとみに暗く沈しずんだ色を湛たたえているルリへと話しかけた。

「……おい、ルリ。一人で突つっ走ったり、思い詰つめすぎるのだけは、勘かん弁べんしてくれよ？　お前の因縁については、そりゃあ分かるけど……でもな」

「言われなくても、分かってます、隆良さん。お仕事は、お仕事ですから……ルリはその上で、ヤツを……壬玄玲愛を倒たおすために、全力を尽つくすつもりです」

「……だから、それが思い詰めすぎなんだって……言っても、どうしようもねーか。とにかく……無理だけは、するなよな」

『再世』に対してだけでなく、ルリにも注意を払はらう必要があるかもしれない。

　隆良は『まあ、それもまたヒーローの責任か』などと、割とポジティブに考えながら、自分の隣となりに立った魅神へと頷き──ついに、作戦開始の合図を──！

「よし、任務開始だぜ──！　夜侘、沙凪、慎しん重ちようかつ大だい胆たんに暴れてくれよ！　魅神、ルリ……あとついでにトーヤも行くぞオルァ。……よしお前ら俺に──」

「壬玄玲愛っ……アナタは絶対、ルリが倒すんだからっ……もう、逃にがさない……首を洗って待ってなさいよっ！」

「ついてこ──ってお前が待てルリィィィ！　一人で突っ走るなっつったじゃん!?　聞けよ人の話！　俺の知り合い人の話を聞かないヤツ多すぎなんですけど！」

　先走るルリをツッコミながら追いかける隆良──魅神もため息を吐つきつつ隆良の背を追う。そして最さい後こう尾びに陣じん取どるトーヤは、

「……さて、どれ程ほどのモノか……お手並み拝見といこうかな」

　ぽつり、不ふ明めい瞭りような呟きを漏もらしてから、付かず離はなれずの距離で駆かけるのだった。




　隆良達が建物の裏手に回っている、その間に──夜侘と沙凪は手て筈はず通り、『再世』の戦力を建物の正面へと引きつけるために、作戦を開始しようと準備した。

　旧市街の建物の乱雑さを利用し、敵から身を隠しつつ、ヒット・アンド・アウェイ──夜侘と沙凪の戦略のキモは、いかに敵からの攻撃を避さけ、身を隠し続けられるか、だ。

　もし少しでも危険が及およぶようなら、まずは即そく時じ撤てつ退たいし、再び身を隠してから戦せん闘とう再開。それを繰くり返して敵を引きつけ、隆良達『潜入組』の援えん護ごに徹てつする。

　この正面での戦闘を長引かせるほど、戦せん況きようは自分達へと有利に傾かたむく──そこまでの趣しゆ旨しを理解して、夜侘と沙凪は互たがいに頷き合い、緊きん張ちよう感かんを程よく高める。

「さあ、いくよ、沙凪ちゃん──準備は、ＯＫ？」

「ええ、夜侘。そっちこそ──このお嬢様に、遅おくれるんじゃないですのよ！」

　夜侘は眼帯を外し、右眼を紅あかく輝かがやかせ始める。沙凪はいつものバッグから瓶びんを取りだし、色とりどりな四匹ひきの『生体異能蝶』を飛び立たせた。

　そして、まずは夜侘の『ノータイムで任意の場所へ点火できる異能』が──それこそ一いつ瞬しゆんで、見張りのアウトローへと到とう達たつする。

「はあ……ったく、この真冬に屋外で見張りとか、ホント冗じよう談だんじゃねーわ……交代の時間、まだか──……ん？　あれ、何かあったけ……？　いや……あつ……う、う……あっ──熱ぅぅぅ!?　なんだ……な、ナニが起こってんだぁ!?」

「…………『無秒着火ゼロ・フレイム』」

　決して相手には聞こえないよう、小声で呟く夜侘──と、更に息継つぐ間もなく、突とつ然ぜんの熱に身み悶もだえる見張りの横にいた別のアウトローへ向けて、氷のような薄うす羽ばを持った一匹の青い蝶が迫せまる。

「な、何だ？　おい、ナニ遊んでんだよ、お前……真ま面じ目めに見張りしろっての。このクソ寒いのに、冗談に付き合ってる暇ひま……あ？　……蝶？　……こんな季節に？」

「にゅふふぅ……そ～んなに寒いんなら……せっかくですの、も～っと寒くなってみるとイイですの～……いきますの──『氷結精霊フラウ・スノウ』」

「へ？　なんだコイツ、逃げずに留まりやがっ……って……え、え──えええ!?　んなっ……こ、凍こお、るっ……おおお、俺の腕うでが、凍っちまったぁ!?」

　凍った腕をぶんぶんと振ふり回すと、幻げん想そう的な青い蝶は何事も無かったかのように飛び立つ。そこでようやく、これは襲撃であると理解した見張りが、大声を上げた。

「お、お、お──おおおおいっ！　襲撃だっ……敵が来たぞぉぉぉ！　誰だれか、増援を寄よ越こせぇ！　どこのバカか知らねぇがっ……正面からきやがったぞ！」

　見張りの呼ぶ声に、建物の中からぞろぞろとアウトローが姿を見せ始める。さすがに、組織化したアウトロー集団として危険視されている『再世リ・バースデイ』だ。ストレンジャーの存在が稀き少しようであることが噓うそのように、多数のアウトローが現れる。

　しかし彼らは、一様に戸と惑まどうことになる──正面から来た敵とやらは一向に姿を見せず、けれどそれにも拘かかわらず、どこからともなく謎なぞの炎ほのおが襲おそってくるのだから。

「あづづっ、あづぅっ!?　何だコレ、ちくしょうっ……一体、どこから──あぢっ!?」

「ぐ、うぎぎっ……ひ、怯ひるむんじゃねぇ！　この程度の炎……ちょっと我慢して、使い手を強引にでも探し出し……て？　え、あ、あ……あばっばあば!?　ほぎぃ……」

「お、おあぁ!?　何だ、今の……で、電撃!?　ちょ、おいっ……お、お前ら！　もしかしたら敵は多勢かもしんねーぞ!?　もっと増援を呼べェ！」

　必死で促すアウトロー達──と、その中から、とある一人が目ざとく一匹の黄色い蝶を見つける。アウトロー達は知る由よしもないが、それは先ほどアウトローを感電させた『雷電童子ミルト・ヴオルト』だ。その蝶が飛ぶ先を、アウトローは注視した。

「……あの蝶が帰っていく場所に……敵が、いやがるな……？　へへっ、バカめ、バレバレだぜ……おーし、俺様の『異能』で炙あぶり出してやらぁ……」

　にたり、いやらしい笑えみを浮うかべたアウトローが、その黄色い蝶が曲がり角の向こうへ逃げるように飛び込むのを確認し──そこへ両手を突き出し、『異能』を発動する。

「喰くらいやがれ！　俺様の『振しん動どう波は』──一点集中させりゃ、そのくれーの壁かべぶち破るのはワケ無いぜ！　おぉるぁぁぁ！」

　アウトローが叫さけぶのと同時に、耳鳴りがするような音と共に振動が空気を伝わって壁へと達する。それを放ったアウトローの思おも惑わく通り、壁はピシピシと音を立ててから、ついには破は壊かいされるに至った──が。

「ひゃっはっはっはぁ！　どーよ、見たか！　さあ、姿を現……せ……？　……え、あれ……な～んにも、いねーんですけども……」

　壁は壊こわれたが、その向こうに標的の姿は、どこにも無かった。アウトローが探していたのとは全く見当違ちがいの場所に隠かくれていた沙凪が、ふっ、と笑みを浮かべる。

「……そんなバカ正直に、自分の居場所を教えるような真似まね、するはずないですの。この子達を帰らせるにしたって、ちゃ～んと迂う回かいさせるに決まってますの、ふふんっ」

　渾こん身しんのドヤ顔を決めながら、彼女は次に風を巻き起こす翠すい緑りよく色の蝶──『風来神使ルフ・シルフ』を操り、アウトロー達へと襲い掛かからせた。

「くそっ、何なんだ、コレ……敵は一体どこか──っ、っらっ!?」

「う──うごごぁっ!?　こ、これは……風……？　……か、カマイタチ!?　え、風って、まさか……か、『風の子』ちゃん!?　え、でも、そんなアホな!?」

「そ、そんなハズねぇだろ!?　あの子は俺らのトコに帰ってきたんだし……俺らのアイドルだぜ!?　ロリの！　べ、別の似たようなストレンジャーの能力に違いねぇ！」

　とは言うが、戸惑いは激しい模様──期せずして混迷が深まっている敵を見て、自分達の思う通りに事が運んでいることを、夜侘と沙凪は通信機を通して確信し合う。

「いけるっ……いけるよ、沙凪ちゃんっ……アタシ達、上手うまく戦えてるっ！」

「当然ですのっ、これくらい──このお嬢様がいればっ！　にゅふふ……陽動や囮おとりなんてセコイことは言わず……ここで敵の大多数を、やっつけてやりますの！」

「うんっ……そうすれば、隆良達のサポートにもなるよねっ……よぉーしっ……！」

　二人して更さらに意気を高め、そのまま激しい攻こう勢せいに転じていく。巧たくみに正体を摑つかませないよう立ち回る夜侘と沙凪──姿なき襲しゆう撃げき者を前に、アウトロー達は総そう崩くずれだ。

「く、くそっ……何だよ、何だよコレェ……──熱ぅぅぅ!?」

「ど、どうすりゃイイんだよっ……う、ううっ……た、たっ……」

　全すべてが思惑通りに進んでいる。既すでに趨すう勢せいは夜侘達のほうへ傾いており、このままの調子でいけば、任務の成功率は大おお幅はばに増加する──そう夜侘が思考を巡めぐらせた、刹せつ那な。

「たっ────助けてくださいっ、玲愛さまぁぁぁ！」

「──────えっ？」

　思いがけず『再世のリーダー』の名が叫ばれ、夜侘が目を丸める。まさか、敵のトップが最前線まで来るはずが──そんな夜侘の思考は、すぐさま否定されることとなる。

「──ごめんなさい、皆みなさん──お待たせしましたっ」

「おおっ……玲愛さまっ……玲愛さまが来てくれたぞぉぉぉ！」

「なっ──!?　う……ウソでしょっ……？」

　一気に士気を高める最前線のアウトロー達と、彼らに迎むかえられた少女──壬玄玲愛の姿を確認し、夜侘と、そして沙凪も驚おどろきを隠せない。

　紛まぎれもない最高戦力であるリーダーが最前線に立つことは、恐おそらく無いはず──あったとしても万に一つの可能性だが、その万に一つが、現に起こっていた。

　呆あつ気けに取られ、攻こう撃げきを中断してしまう夜侘と沙凪──対する玲愛は、隠れている襲撃者を探すように、辺りを見回していた。驚きに冷ひや汗あせを流していた夜侘だが、自分達が見つかっていないことを察し、自身の役割を心の中で改めて確認する。

（──相手が誰でも、アタシ達のやるコトは同じっ！　むしろ、ここへ『再世』の最高戦力が来たのは、好都合だよっ……その分、隆良達は建物の奥の敵を倒しやすくなるはずだし、隆良達が戻もどってくれば挟きよう撃げきだって出来るもんっ……ここは、このまま──）

「──ん、それじゃ……まずは潜ひそんでる人達を、炙り出しましょうか。…………」

（？　え……あの人、ナニをして……？）

　何を思ったのか、壬玄玲愛は夜侘達が隠れている場所とは、まるで見当違いの方向へ歩いていく。彼女が向かった先は、先ほど『振動波』を放っていたアウトローで──彼へと、何やら両手を向ける。

「さあ、いきますよ。……はあっ──！」

　瞬間、玲愛の『異能』が発動しているのか、両手を向けられているアウトローの体を中心に、光の鎖くさりが円を描えがく。とはいえ、その光の鎖は一つだけではなく──アウトローの周囲に三つ、四つと、いくつもの光の鎖が形成された。

「くっ、くくっ……玲愛さまの力を受けた、俺様の『異能』っ……！　喰らえっ──おおおっ……おおおおおおっ！」

「……え、えっ？　にゃ……うっ!?」「な……なんですの、この出力っ……!?」

　アウトローの放つ、『振動波』──しかしそれは、先ほどとはまるで別物の様相を醸かもしていた。アウトローは今、広域に『振動波』を拡散している。にも拘わらず、集中して『振動波』を放出していた時より、むしろ威い力りよくが高まっていた。

「え……えっ、なに……？　な、何が起こってるの、これっ……！」

「っ……よ、夜侘、気を付けますのっ……な、何か異常ですの──！」

　焦しよう燥そう感かんを煽あおられ、夜侘と沙凪は冷や汗をかく。玲愛の『異能』による現象なのは明らかだが、どう見積もってみても、十倍以上の出力は発せられているように思えた。その上、いつまで経たっても『振動波』が止まることはなく、ついに周囲一帯の壁がピシピシとひび割れ始め──振動によって、夜侘と沙凪が隠れていた壁が小さな破は裂れつを起こす。

「「あっ────あうっ！」ですのー！」

　二人して身を投げ出し、敵の眼前へ姿を晒さらしてしまう。『再世』の構成員達は、自分達を攻撃していた憎にくき襲撃者が、歳とし若いたった二人の少女だったと知り、一瞬気を緩ゆるめそうになるが──先ほど散々手こずらされたのを思い出し、改めて警けい戒かいを強めた。

　姿を見せて睨にらみ合い、互いに距きよ離りを測っている、その僅わずかな合間に──ヱリコから、通信機越ごしに声が届いてくる。

『──夜侘ちゃん、沙凪ちゃん！　お忙いそがしいところ、ごめんなさいですっ……けど、今の戦せん闘とうを見ていたアリア師し匠しようから……壬玄玲愛さんの《異能》の正体が摑めた、って！』

「!?　ホントですかっ……？　あの短いやり取りだけで、さすがアリアお姉さま……って、そ、それよりヱリコさん……それっ、教えてくださいっ……」

『はいっ！　アリア師匠は別件で動いていて、今は連れん絡らくが取れませんからっ……僭せん越えつながらっ、わたしが説明させて頂きますです！』

　敵に悟さとられないよう小声で声を送ってくる夜侘の言う通り、ヱリコが玲愛の『異能』について、アリアから聞かされた内容をそのまま伝える。

『彼女の能力は、《異能》の作用によって起こっている現象を分ぶん裂れつさせるように、同種の現象を引き起こさせて……えっと、つまり……対象の《異能を連れん鎖さ》させることが出来るらしいんです！　その結果として、《異能》の威力を増大させたり、持続時間を引き延ばしたり出来るんだって……それが彼女の──《連鎖異能》だ、って！』

「……！　『連鎖異能』って……それじゃ、あの人はどんな『異能』でも『連鎖』させて、いくらでも強くするコトが……？　そんなの、手のつけようが無いんじゃっ……！」

　聞くからに、とんでもない『異能』だ──焦燥に冷や汗を流す夜侘へと、ヱリコは続けてアリアの見解を伝えてくる。

『いえ、制限が全く無いワケじゃありませんっ……遠く離はなれた異能現象に対しての連鎖は恐らく一度が限度、近くで起こしたとしても限界はあるはずだ、って……彼女が作り出す光の鎖が、連鎖回数を示しているはずなんです。距離を取って戦えば、付け入る隙すきはあるはずですっ……だから、またさっきみたいに隠れて──』

「……そ、そうしたいのは山々なんですけど……ちょっと、難しいみたいで……」

『えっ？　……────！』

　通信機に取り付けられているカメラ越しに、ヱリコも夜侘達の現状を確認する。数で勝まさる『再世』のアウトロー達が、遠巻きに取り囲んできていた──事態は思った以上に、悪い方向へと進んでいるようだ。

『再世』に取り囲まれ、隙を見せまいと背中合わせになる夜侘と沙凪に、『再世』の中でも突とつ出しゆつしていた玲愛が、おもむろに語りかけてくる。

「……あの時、隆良っちと合流してきた人達、ですよね……アナタ達、政府公認ストレンジャーなんですか？　……じゃあ隆良っちも、そうなんですね……」

「……ええ、そうだけど──それが、なんなのっ？」

「そうですか……だったら、残念だけど……アナタ達は、ウチ達の、敵です」

「！　………………」

　ここへ来て今さら確認するように呟つぶやいた玲愛の目は、どこか生気に欠けているようだった。一体なぜなのか、夜侘には何となく引っかかったが、けれど玲愛は完全な臨戦態勢に入っているし、話が通じる気配は微み塵じんも窺うかがえない。

　ならば、ままよ、と──夜侘はまず、ヱリコへ通信機越しに声を送る。

「ヱリコさん……隆良達やアリアお姉さまに、この状じよう況きようを伝えて……今後の作戦について、指示を仰あおいでもらってイイですかっ？」

『！　は、はい、もちろんそのつもりですっ──けど、夜侘ちゃんと沙凪ちゃんは、どうするんですかっ……？』

「……アタシと沙凪ちゃんは、ここでこのまま戦って──陽動を続けますっ」

『えっ……えっ!?　で、でも、そんなのっ……無茶なんじゃ!?』

「あはは、そうかもですけど……退路は塞ふさがれてますし、このまま戦うしかないですよっ。それに……アタシ達、負ける気なんてありません。勝つ気でやりますから、大だい丈じよう夫ぶですっ！　だから、とりあえず──隆良達への連絡、早めにお願いしますねっ」

『っ！　は、はいっ……分かりました！　待っててくださいね……すぐ連絡して、二人を助けてもらえるよう、お願いしますからっ！　ごっ……ご武運を！』

　通信が切られ、眼前のアウトロー達に改めて集中する夜侘は、これから始まる激戦の予感に、ついため息を吐つく。しかし沙凪は励はげますように、明るい声で語りかけてきた。

「にゅふふ……夜侘もなかなか言いますのっ。勝つ気でやりますから、なんて──いつもの気弱さんからは信じられない言葉ですのよ、にゅっふふ！」

「あ……えへへ、だってアタシ、『宿星の片割れスター・パートナー』だもん……隆良ならこんな時、簡単に諦あきらめたりしないだろうし……隆良のパートナーとしては、当然だよっ！　それに……」

「ン……それに、なんですの？」

　問いかけてくる沙凪に向けて、夜侘は──軽く口元に笑えみを湛たたえながら、返事した。

「ここでアタシ達が、『再世リ・バースデイ』のリーダーを倒たおしちゃえば……この戦い、アタシ達の勝ちで、即そく終しゆう了りようだよねっ……アタシ達、大手て柄がらだよっ！」

「！　……にゅふふ……ホント、誰だれに似たんだか……言うようになりましたのね、夜侘？　その話──俄が然ぜんノリ気で、一枚嚙かませて頂きますのよっ！」

「うんっ……アタシ達は、負けないんだからっ！　頑がん張ばろうっ──沙凪ちゃん！」

　右眼に紅こう焰えんの輝かがやきを宿らせ、ステップを踏ふみ始める夜侘と──四匹ひきの『生体異能蝶ちよう』を体の周囲に佇たたずませる沙凪。

　二人の臨戦態勢を前にして──けれど玲愛には、微塵の焦あせりも窺えない。

「相談は……終わりましたか？　……それじゃ、行きますよ──覚かく悟ごして、くださいね」

「それ、こっちのセリフですけどっ……甘く見ないでよっ……にゃっ……あああっ！」

「いきますのよっ……お嬢じよう様さまの、真の力──括かつ目もくして見ますの！　にゅおおおっ！」

　再戦の火ひ蓋ぶたが、ついに切って落とされ──先ほどよりも数倍激しい戦いの渦か中ちゆうに、夜侘と沙凪は怖おじることなく、その身を投げ出していくのだった。







「……ああ、分かった、ヱリコ……連絡、ありがとよ。そんじゃ……また状況が変化したら、連絡を頼たのむぜ。……おう、またな」

　既に建物の裏手側から潜せん入にゆうした隆良は、夜侘と沙凪が壬玄玲愛を含ふくむ『再世』の集団と正面衝しよう突とつしてしまったことを、今しがたヱリコから通信で聞かされていた。同様の通信を受けていた魅神は、夜侘と沙凪を心配し、顔を青ざめさせる。

「ちょっ……ど、どうするのよ、バカ隆良！　こんなの、いきなり計算外じゃないっ……私達、夜侘ちゃんと沙凪ちゃんを、助けに回るべきなんじゃ──」

「ああ、待てって、ちょっと落ち着いて──声のボリューム、落とせよ。…………」

「へ？　なっ……こ、声の大きさとか言ってる場合じゃ……ねえ、バカ隆良!?」

　魅神が再三に渡わたって問いかけるも、隆良は別の方向を向いて答えない。隆良の視線、その先にいたのは──先頭を駆かける、ルリだった。

「壬玄玲愛っ……待ってなさいっ……絶対に、ルリが……お前を、倒すからっ……！」

「………………」

　ぼそぼそと呟きながら走るルリを眺ながめ、隆良は少し考えた後──一つの結論を出し、自分の隣となりで駆けていた魅神へ、それを伝える。

「俺達は、予定通り──このまま奥へ進んで、玲愛以外の『再世』のトップを、ぶちのめす。作戦に変へん更こうは、ねぇ」

「……は？　は……はあっ!?　何よ、それっ……つまり、それって──夜侘ちゃんと沙凪ちゃんを見捨てるってコト!?　……ふざけんじゃ──！」

「声のボリューム落とせっつの。いいか……とりあえずトーヤとルリには、玲愛のヤツが夜侘と沙凪のほうに現れたっつーコトは、伏ふせておく。良く聞けよ、魅神。玲愛だけ倒したところで、『再世』の幹部共に逃にげられちゃ、この作戦は意味を失なくす。残党を逃がせば、そいつらがまた『再世』を再建しねーとは限らないからな」

「っ……そんなコトくらい、分かってるわよ！　だからって、アンタ──夜侘ちゃんと沙凪ちゃんを犠ぎ牲せいにするなんて、ふざけるなって──」

「誰もアイツらを犠牲にするなんて──言ってねーだろがっ！　ったく……アホ、アホ魅神。少しは落ちつけっつのアホ……ホント、アホ」

「アホアホ言い過ぎでしょ、バカ隆良のバカッ！　バカのくせにっ！」

「お前こそバカバカ言い過ぎだっつーの！　ったく……あのな、魅神さんよ。俺を信じろとは、別に言わねーよ。……だけどな、俺を信じないにしても──」

　一つ間を置いた隆良が、軽く深呼吸してから──魅神へ、真まっ直すぐ言葉をぶつける。

「夜侘と、沙凪と──そしてアリアを、信じろ」

「えっ？　……え、ええと……今戦ってる夜侘ちゃんと沙凪ちゃんは、まあともかく……アリアを、って？　……どういう意味？」

「分からなけりゃ、イイけどよ──とにかく、言葉通りだよ。お前、アイツらを信じるコトが出来ねーほど、チームメイトを甘く見てんのか？」

「！　そ、そんなワケないでしょ！　そりゃあ……私は、その……」

　昔と違ちがって、今は仲間を信じている──口には出さずに思う魅神は、先ほどと比べれば、落ち着きを取り戻もどしていた。冷静になった思考で、少しだけ考えてから、魅神は改めて隆良へと言葉を投げかける。

「……そう、ね……ていうか、バカ隆良だって、まあ一応は……チームメイトのコト、そこまで軽く考えたりはしないでしょーし……何か、考えがあるのよね？」

「おーおー、その通り。ちょっとは分かってんじゃねーか、魅神さんよ」

「ふんっ、調子に乗るなっ。……でもまあ、アンタの言う通り……信じてあげるわ。夜侘ちゃんと、沙凪ちゃんと……良くは理解できないけど、もちろんアリアのコトも。……ついでに、バカ隆良……あ、アンタだって……ねっ！」

「!?　……お、おい、魅神……お、お前……」

「かっ……勘かん違ちがいするんじゃないわよっ、ちょっとした気まぐれっていうか、ついでってだけで……そんな、深い意味はないんだからっ……その辺、ちゃんと理解して──」

「お前が素す直なおに信じるとか言うと、何か気持ちワリーな……大丈夫か？　熱でもあるんじゃね？　あ、もしかして俺、この戦いで死ぬトカ──」

「ふっざけたコト言ってんじゃないわよこの超ちよう絶ぜつ無神経ゲル詰づまり男ぉ───！」

「え、あ────あばばばば!?　ちょ、ナニしやがる魅神!?　俺、敵と戦ってない内からいきなり負傷してんスけど!?　敵か！　お前は俺の敵か！」

「ええ敵ですとも！　アンタが無神経なコト言い続ける限り、敵にでも何にでもなってやるんだから！　ホンット、一回悔くい改めなさいよ、バカッ！」

「んなっ……いや、ンなコト言われても……ワケ分からんヤツだな、相変わらず……」

　さすが超絶無神経ゲル男だけあって、乙女おとめ心ごころに配はい慮りよは全くない隆良だった。が、そんなやり取りを繰くり広げている二人に、最さい後こう尾びを走っていたトーヤが呆あきれ声を送ってくる。

「何だか知らないけれど、元気だけは有り余っているみたいだね、キミ達は。……いつ敵と出くわすかも分からないのに、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうで──」

「な、何だコイツら……おい、侵しん入にゆう者だぁぁぁ！　正面玄げん関かん以外にも敵が来てんぞ！　奥へ行かせるんじゃねーぞボラァ！」

「……言ってる傍そばから、見つかったみたいだね……まあ、別にイイけど」

　やれやれ、とトーヤが首を軽く横に振ふると、出くわしたアウトローの呼びかけに応こたえ、数人のアウトローが姿を見せてくる──が、その数は隆良達から見ても、明らかに心こころ許もとない。恐おそらく、夜侘と沙凪の陽動のおかげで、人員をこちらに割さけないのだろう。

　作戦自体は、確実に上手うまく運べている。後は奇き襲しゆう組も派手に暴れれば、夜侘と沙凪を助けるのにも繫つながるし、より混乱を煽あおれるだろう──そう思った隆良が急ごうとするも、彼らの進路を遮しや断だんするように、巨きよ大だいな体たい軀くのアウトローが立ちふさがった。

「ヘーッヘッヘ……残念だな、お前らぁ……ココは通さねーぜぇ？　この俺がいる限り、この通路は永久に通行止めよ。どうしても通りたけりゃ、この俺を倒してみるんだな。俺こそは『再世』の盾たて──地じ獄ごくの門番の異名を持ぶぼらぼぁっ!?」

　が、口上の途と中ちゆうで巨きよ軀くのアウトローの顔面・胸むな元もと・脚きやく部ぶの三か所で同時に爆ばく発はつが起こり、彼はそのままもんどり打って倒れた。その哀あわれな結末を目まの当たりにした隆良は、爆発を起こした張本人へ、あんぐりと開いた口でそのまま語りかける。

「お……お前、トーヤ……えげつねーな……口上も半ばだったっつーのに……変身途中でやられたヤツ見た気分だぜ、これ……」

「……最も効率よく敵を倒せる手段を選せん択たくしたまでさ。僕は未熟なキミに、お手本を示してあげただけだよ。そもそも隙すきだらけなのが悪いし……時間だって有限なんだ」

「そりゃそうだろうけど……相手もノリノリだったのに、容よう赦しやねーよな、お前……」

　さすがに可哀かわい想そうな気がしてくるも、同情の暇ひまも余地も無い。狭せまい通路を塞ぐように現れているアウトローは、他ほかにも多数いるのだから。

「あいつら……人が喋しやべってる途中で攻こう撃げきしてくるなんざ、何てヒデー奴やつらなんだ！」

「どうせ政府公認のヤツらだろうが、公務に携たずさわる人間のやるコトじゃねえ！」

「全くだ！　親の顔が見てみてーぜ！」

「ほらコレ、もぉ……なんか俺らのほうが悪者みてーになってんじゃねーか。お前のやり方、容赦なさ過ぎてパッと見、悪役っぽいんだっつーの」

「知らないよ、それでも僕はヒーローだ。というか……ゲルを出すキミにだけは言われたくないよ、下しも野の根ね隆良」

「ゲルのコトは放ほっとけやぁぁぁ！　別に悪役っぽくねーし！　ヒーローらしいし！」

　ゲル妖よう怪かいならぬゲル怪人の、ちょっぴり無理のある主張と、トーヤの頑かたくななヒーロー主張がぶつかる中──ルリの隣で控ひかえていた魅神が、そろそろ制止に入ろうとするも、

「ちょっと、アンタ達──敵地のど真ん中で言い争ってる場合じゃ──」

「──いい加減にして、二人とも！　遊びじゃないんだよ！　ルリ達はさっさと奥へ進んで、壬玄玲愛を倒さないといけないんだから！　真ま面じ目めにやりなさいっ！」

「「あ、はい」」

（ナニコレ私の隣のルリが怖こわい。いつもと違い過ぎて怖い）

　隆良と、そしてあのトーヤでさえ素直に従ってしまい、魅神までも恐れさせるルリには、やはりいつもの余裕が欠落しているように思えた。

　心配にもなるが──しかし魅神やルリが注意を促うながす通り、アウトロー達は臨戦態勢で構えている。狭い通路で数人が並び、隆良達に向けて手を突つきだしていた。

「けへっ、飛んで火に入る夏の虫だぜぇ……こんなトコまで無防備に入りやがって！」

「この狭い通路で、俺らの一いつ斉せい掃そう射しやを……かわせると思うなよォ……！」

　集中し、『異能』を発動させようとしてくるアウトロー達──と、そこでトーヤは後ろへ下がり、あくまでも冷静に隆良へと語りかけた。

「……さて、下野根隆良。未熟なキミは、この場をどう切り抜ぬける？　人のコトを悪者だなんだと言うのなら、ヒーローらしい対処というのを見せてもらいたいモノだね」

「は？　なーに言ってんだ。大方お前の爆破ダーツなんかじゃ防ぼう御ぎよ方法がねーから、俺に何とかして欲しいんだろが。素直に言えたら助けてやらんでもねーぞ、ほ～れ？」

「キミから倒たおすよ？　……というか、勘違いするな。僕ならこの状じよう況きようくらい、どうとでも切り抜けられる。キミの実力を見てやる、と言っているんだ。……気持ちの悪いゲル使いなんかに花を持たせてあげるんだから、そっちこそ素直に応じるべきだろう」

「後で決着つけてやっからマジ覚えてろよお前。……っと、俺の実力、だ？　へっ、こちとらお前なんかの想像が及およばねーくれー、成長してんだよ……潜入してから今の今まで、ずっと溜ためさせてもらってるしな……ほれ、アホトーヤと……ルリも下がってろ」

　何やら余裕を見せる隆良だが、ここで心配顔をするのは魅神──不用意に前へ出た隆良の隣に立ち、自重するように呼びかける、が。

「ちょ、バカ隆良──アンタこそ下がりなさい！　迎げい撃げきくらい、私の『雷らい陣じん』で──」

「へっ、そんなコト言ってる暇は、もう無いぜ──やっこさん方、今にも撃うってきそうだっつーのによ」

「え……っ！　くっ、私が迎撃して──」

「いいから、お前は黙だまって──『迎撃』じゃなく、『攻撃』の準備しとけ」

「えっ？　……な、なによ……ああもうっ、分かったわよ、もうっ……もうっ！」

　文句を口にしながらも、隆良の言う通りにする魅神──と、アウトロー達は力を溜め終えたのか、ついに隆良達へ向けて『異能』を発射しようとしてくる。

「よしっ……喰くらわせてやるずぇぇぇ……！　────撃てぇぇぇ！」

　高らかな声と共に、一斉掃射──狭い通路で逃げ場などなく、哀れ隆良達はハチの巣にされるしかない──と思いきや、にやりと不敵な笑えみを浮うかべた隆良が、

「甘いんだよ────っる……おあああああっ！」

　アウトロー集団の大声に匹ひつ敵てきするような雄お叫たけびを、たった一人で放ち──その身から『粘ねん度どを極限まで高めたゲル』を、通路横一いつ杯ぱいに塞ふさぐほどの量を噴ふき出した──！

「え、え────え？」

　その光景に、アウトロー達は啞あ然ぜんとするしかない。自分達が『異能』によって撃ち出した弾だん丸がんが、あるモノはゲルの壁かべによって途中で止められ、またあるモノは途中で消し尽つくされ、一つ足りとて隆良達には届かなかったのだから。

　隆良の真横にいた魅神は、突とつ如じよとして眼前に現れたゲルの壁を前に立ち尽くし、震ふるえる唇くちびるからようやく声を漏もらした。

「……こ、これ……わ、私達を、守ってくれたワケ、ね……これは、これは……」

「ふっ、これぞ崇すう高こうなる俺様の防御技わざ──『粘体守護防壁ガーデイアン・オブ・ジ・ゲラー』──もはや俺の絶対的な守護領域は、何物も通さない不ふ可か侵しんの力を得て──」

「これは……名づけるなら、『エグくてキモいゲルの壁』ってトコかしら……」

「『粘体守護防壁ガーデイアン・オブ・ジ・ゲラー』っつっただろぉぉぉ！　守ってもらっといて、何だその言い草は！」

「わ、分かったから……まあ、とにかく──私の技の『射出口』、さっさと作ってよ」

「……ちっ、文句は言い足りねーけどな……分かってるっつの。ほらよ──」

　言いながら、隆良がゲルの防ぼう壁へきに手をかざすと、何と防壁の中央にぽっかりと穴が開く。不気味ではあるが、自在にゲルを動かせるようになったからこそ出来る芸当だ。

　と、そうしている間に、魅神も電撃の弓を形成して構え、引き絞しぼった矢を──

「キモさに出鼻は挫くじかれたけど……さっ、存分に散りなさい────『雷らい矧じん』ッ！」

　啞然として立ち尽くす『再世リ・バースデイ』のアウトロー達へ向けて、射出する──！

「は？　なに、見えね────あんばばんばぁ!?」

「え、ちょ、速っ────あばっはぁぁぁん!?」

「せ、狭いせいでっ……避よけられね────あっばはぁぁぁ!?」

　通路に溜まった敵の一群を、たったの一発で一いち網もう打だ尽じんにしてしまう──が、そうした張本人たる魅神は、なぜか微び妙みように不満そうな顔をしていた。

「……んん……前から思ってたけど、アイツらの叫さけび声って微妙なのよね……バカ隆良の『あばば』が、個人的には一番スッキリするわ」

「うおお恐ろしいコト口走ってんじゃねーよ！　ゾッとするわマジで！　ったく、冗じよう談だんとはいえ、怖すぎるっての……先行き不安になるっつの、全くよー」

「……………………」

「おーい、魅神、魅神さーん？　冗談だよな、おーい？　返事しろよっほほーい？」

　しかし答えぬ。無言で真顔の魅神に、隆良の背筋は更さらに冷えるが、そんなことはお構いなしにトーヤが声を掛かけてくる。

「全く、このエグさ……どこがヒーローらしいというんだか。……まあそれよりも、敵が片付いたのなら、さっさと進むべきではないのかい？　悠ゆう長ちように話している場合ではないと思うんだけど……違うかな？」

「！　けっ、一言も二言も多いんだよ、お前は……言われなくても、分かってるしな。いちいち癪しやくに障さわる言い方しやがって……おし、お前ら、行くぞ」

　言いながら隆良がゲルの壁を操作し、左右にどけて道を開く。なかなかにホラーな光景であったが、潜せん入にゆう組はそのまま通路を進むことにした。

　駆かけながら、隆良は思う──今、陽動に尽じん力りよくしてくれているであろう、夜侘と沙凪のことを。彼女達と、そしてアリアを信じろと言った隆良ではあるが、だからといって、全く心配していない訳ではない。

（夜侘、沙凪……出来るだけ早く、こっちも片付けるから……もうしばらく、辛しん抱ぼうしててくれよ……！）

　先走る気持ちを踏ふみ出す足の力に変えながら、隆良は更に強く駆けるのだった。




『再世』が潜ひそむ建物の正面で、戦せん闘とうを続けていた『陽動・囮おとり』チーム──その内、夜侘は華か麗れいにステップを踏んでアウトローの攻撃を躱かわしながら、炎ほのおを放ち続けていた。

「ぐぇっ……く、くそっ、捕つかまえらんねーし、あっついし……鬱うつ陶とうしいぜ！」

「しかしあのステップ……とかく華麗ゆえに目を奪うばわれずにはいられないぜぇ……！」

「全くだっ……体だけじゃなく、心まで熱くなってくるぜぇ……！」

「にゃ、にゃうっ……はあ、はあ……視線が微妙に気持ち悪い……」

　ヱリコの訓練は、やっぱり方向性を間ま違ちがえていたのではなかろうか──疲つかれた頭で夜侘はそんなことを思うが、彼女の指導があったからこそ、巧たくみに回かい避ひできているのかもしれない。何とか前向きに考えようとする夜侘だが、それにしても。

「っ……は、はぁっ……まだ……まだ、戦えるんだからっ……」

　強がる声が虚むなしくなるほど、疲ひ労ろうの度合いが色いろ濃こくなっていた。このままでは、ジリ貧だ──『再世のリーダー』壬玄玲愛までいる現状で、危機感は膨ふくらむばかりである。

　いや、『とある要素』が無ければ、とっくの昔に夜侘達は敗北していたかもしれない。そう、その『とある要素』──壬玄玲愛に対し、果か敢かんに立ち回っているのは、

「──にゅおおおっ！　甘いですのよっ……燃やしますのっ、『火炎巫女レタ・イフリータ』！　……続けてっ……痺しびれさせなさいっ、『雷電童子ミルト・ヴオルト』──！」

「わうっ……！　く、う……厄やつ介かいですね、アナタはっ……んっ！」

　四匹ひきの蝶ちようを操あやつり、『火・氷・雷かみなり・風』の力を行使する、水すい仙せん花か沙凪だった。恐おそらく沙凪は、玲愛と相あい性しようが良い──状況を見ていた夜侘には、それが理解できた。

（あの玲愛っていう人の能力……『連れん鎖さ異能』は、単純に連鎖させたければ連鎖させられる、ってワケじゃないんだっ……多分だけど、連鎖させたい『異能』がどんな能力なのか、理解が必要なのかもっ……沙凪ちゃんが四種類の蝶で別々の能力を操れば、充じゆう分ぶんに対たい抗こうするコトが出来る！　……しかもっ……）

「まだですのっ、さあっ──攪かく乱らんしますの、『風来神使ルフ・シルフ』──！」

「あうっ！　っ……速い上に、的が小さっ……っ！」

（小さい蝶に対して、恐らくだけど繊せん細さいな操作が必要な『連鎖異能』は、狙ねらいを絞りきれてない──！　アタシと沙凪ちゃんなら……ううん、多分、今回の同盟メンバー全員の中で、沙凪ちゃんが一番、『連鎖異能』に対して相性が良い──！）

　沙凪の意外な善戦に、夜侘も思わず拳こぶしを握にぎり、疲れた足にも力が宿る。まだ、自分達は戦える──希望があればこそ、夜侘も沙凪も、戦闘の意志は萎なえなかった。

　けれど、それは一いち縷るの希望──沙凪の善戦に賭かけた儚はかないものだったと、すぐに思い知らされる。沙凪によって、残像さえ残すほどのスピードで『風来神使』が飛び回っていたが、攻こう撃げきに転じようとした、その瞬しゆん間かん──

「今ですのっ……カマイタチで──！」

「……仕方ない、ですねっ……ふっ──！」

「え……──!?　ぬなっ──!?」

　カマイタチを発生させようとした『風来神使』へと、何と玲愛が飛びついていく。至し近きん距きよ離りからの真空の刃やいばを受ければ、無傷では決して済まされないはず──しかし玲愛はそんなことにはお構いなしで、『連鎖異能』を『風来神使』に作用させる。

「っ──『連鎖』──！」

「あっ……るっ、『風来神使』ちゃんーっ!?」

　結果──玲愛の褐かつ色しよくの肌はだに切り傷はついたが、『風来神使』は『連鎖』によって拡大化した自身のカマイタチに巻き込まれ、傷を負ってしまうことになる。

「もっ……戻もどりますのっ、『風来神使』！　にゅ、にゅうぅぅ……ぶ、無事でよかったですの……帰ったら、すぐ手当てして──ふおっ!?」

　ふらふらと帰ってきた『風来神使』を回収している、その隙すきに──『再世』の一人が、沙凪へと突とつ撃げきしてくる。とはいえ、沙凪の周囲に飛び交かっている蝶は、あと三匹びきいた。何とか沙凪が『雷電童子』を操り、襲おそってきたアウトローを迎撃する、が。

「あ──あばっ!?　ぐ……た、頼たのみます、玲愛さま……」

「……にゅ!?　あ──し、しまった──ですのっ!?」

『再世』の一員が倒れた瞬間、その後方に隠かくれていた玲愛と、更に別の女性アウトローが目に入る。女性アウトローの周囲には光の鎖くさりが形成されており、『連鎖異能』の力は既すでに作用しているらしく──彼女は存分に力を揮ふるってきた。

「喰らいんさいっ、あちきの『異能』──『地壊震倒撃グランド・スラム』！」

「にゅ、あ────んあうっ!?　にゅ、にゅふうぅ……」

　地に叩たたき付けた掌しよう底ていから激しい地じ響ひびきが広がり、沙凪は思い切り後方へと吹ふき飛ばされてしまう。彼女が起き上がる前に、更なる追撃が加えられようとしていたが、それには夜侘が助けに入ろうとした。

「！　沙凪ちゃんっ、待ってて──今、助けに…………えっ？」

　だが、玲愛の行動は早かった──今度は、先ほどの『振しん動どう波は』のアウトローに『連鎖異能』を作用させた『振動波』を夜侘に放ってくる。

「あっ……う、にゃっ……立っ、て……られ、な……～～～っ……」

　ついに夜侘は、膝ひざを突ついてしまう──玲愛が沙凪に反撃してから、一瞬で勝負がついてしまった。玲愛が『連鎖異能』を仲間のアウトローに作用させないよう、沙凪が猛もう烈れつな攻勢で立ち回っていたというのに、強引に隙を作って一気に攻略してくるとは。

　強い──膝を突いた夜侘が玲愛を見上げると、カマイタチによって体の所々に傷を負いながらも、強く足を踏みしめて立つ彼女の姿が映る。

「っ……なん、で……アウトロー、なのに……そんなに、なってまで……」

「……悪いですけど、ウチにも……戦わないといけない理由が、あるんです。……ウチは……守るべきものが、ありますから」

「!?　それ、は……くっ、うにゃ、うっ……」

「……さあ、そろそろ終わりにしましょう──トドメ、です──」

　玲愛が自身の仲間達に合図し、最後の総攻撃を指示しようとする。

　もはや、絶体絶命──いまだに起き上がれない沙凪と、振動波の影えい響きようで動けない夜侘が、ぐっ、と目を閉じた──瞬間。

「……え……な、何だこりゃ……こ、凍こおって……う、う……うおあぁぁぁ!?」

「ど、どうなってんだ……ここら一帯……完全に、凍り付いちまってんじゃねーか!?」

「い、いつの間に、こんな……俺らの誰だれも、気付かない内にっ……!?」

「「……えっ……？」……で、ですの……ぐふっ」

　夜侘と、そしてややグロッキー状態の沙凪が、きょとん、としながら辺りを見回すと、確かに目に映る一面が氷の世界に覆おおわれている。

　一体、何が──そんなことを考えていると、更に別方向からも声が上がった。

「くっ！　どこのどいつか知らねぇが、俺がぶっ飛ばしてやる……出てきやが──れっ？　お、お……足が、す、滑すべっ……あ、ああ……ギャアアア避けろお前らぁぁぁ!?」

「ちょ……な、ナニやってんだアホ！　く、くるんじゃねぇぇぇ！」

「な、なんでわざわざコッチに────おぶらぁぁぁ!?」

　何やら体を丸めて自身を『弾たま』のようにしたアウトローだが、凍った地面で足を滑らせて、『不運』にも仲間達をボーリングの如ごとく弾はじき飛ばしてしまう。

「……これって……ね、ねえ、沙凪ちゃんっ……」

「え、ええ、ですの……夜侘っ……これは、これは──！」

　夜侘と沙凪がふらふらとしながら合流した、その時──物もの陰かげから、ふらり、ゆったりとした足取りで二人の前に立ったのは、『髪長姫ラプンツエル』を思わせる長ちよう髪はつの少女。

　そして──どこからともなく、くるりと空中で一回転しながら、これまた二人の前に立ったのは、不思議なほどに無表情を崩くずさない銀ぎん髪ぱつの少女。

　並び立った二人の少女が、『再世リ・バースデイ』のアウトロー達と対たい峙じしつつ、口上を上げ始めた。

「いちどねむったら、おきたくない──だらだらのもうしご、らんぎょくこおり──ニンムとかめんどくさいゲンインつくったアナタたちを、おしおきに──きたしっ」

「ルーネ──タカラの、仲間、守る。……えい、えい、おー」

「──こ、氷こお莉りちゃんとっ……ルーネさん!?　な、何で二人がっ!?」

　驚おどろきと疑問の声を上げる夜侘に、答えたのは──通信機からのヱリコの声だった。

『夜侘ちゃん、沙凪ちゃん──二人を援えん軍ぐんとして向かわせたのは、アリア師し匠しようです！　アリア師匠は、氷莉ちゃんとルーネさんを第三のチーム……《遊ゆう撃げき隊》として組ませて……状じよう況きように応じて《潜入・奇き襲しゆうチーム》と《陽動・囮チーム》の、どちらにでも援軍に向かわせるコトが出来るよう、手て筈はずを整えてたんですっ！』

「！　あ、アリアお姉さまが……そ、そうだったんですかっ。助かりました……」

　ふう、と久方ぶりに安心した夜侘が、軽くため息を吐つく。恐らくアリアは、この最前線に玲愛が現れる可能性を見み越こして、『遊撃隊』を作っていたのだろう。玲愛の『連鎖異能』は、別格の力を持っている──彼女と交戦する場所が、より激戦区となるということが、アリアには分かっていたのだ。

　そして今、意外な二人──氷莉とルーネにコンビを組ませ、ここへ送ってきた。並び立つ二人を眺ながめていた沙凪が、ぐっ、と拳を握って声を上げる。

「こ、これはっ……氷莉とルーネのコンビはっ……だらだら物理的クール娘むすめと、素す直なおクールの二人で……『だらだらスクール・コンビ』結成ですのー！」

「沙凪ちゃんそれすっごい微び妙みよう！　だらだらする学校みたいになっちゃってるしね!?」

　ツッコむ夜侘だが、氷莉は「なにそのがっこう、はいりたい」と割と真ま面じ目めに考えていた。さて、そんなコンビが対峙する、『再世』のリーダーである玲愛は──思いも寄らない強力な増援を前にしても、それほどの焦あせりは見せなかった。

「誰が相手でも……顔見知りになったルーネっちが相手だって、容よう赦しやしませんよっ……ウチは、皆みんなを守るために……戦わないと、いけないんです。……さあ、どこからでも──かかってくるがいいですよっ！」

「……はあ、なんかつよそうだし、めんどうー……アリアおねーさん、うらむよー」

「……ルーネ、負けない。レア、止める。がんばる……ふんすっ」

　玲愛と彼女が率いる『再世』と、氷莉とルーネのコンビが──今まさに、衝しよう突とつしようとしているのだった。
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『再世』が潜せん伏ぷくする建物の最奥、天てん井じようの高い大広間にて──『潜せん入にゆう・奇襲チーム』は、ついに『再世』のトップと対面する。が、隆良は少し肩かた透すかしを喰くらっている様子だ。

「ココにいるっつーコトは、アンタが『再世』のトップか……？　でも、アンタ一人なのか？　……もう、他ほかにメンバーはいねーのかよ？」

「……ああ、いかにも、ココにいるのは私だけだ。しかし『再世』のトップは、リーダーたる壬玄玲愛、ただ一人。私はただの、そう……『ブレイン』に過ぎんよ」

『再世のブレイン』を名乗ったのは、アウトロー組織に所属しているとは思えないような、小こ綺ぎ麗れいなスーツを着込んだ二十代後半ほどと思おぼしき男性──不自然なほど落ち着いた様子の彼に、隆良が警けい戒かい心を強めつつ声を掛かける。

「ふーん、なるほどねぇ……で、アンタ一人じゃ勝ち目は無いぜ？　それとも、もう腹括くくって降参するつもりなのか？　だとしたら、随ずい分ぶんと潔いさぎよいじゃ──」

「降参？　まさか──そんなつもりは無い。私は、キミらと話をしたいのだ」

「……あ？　話って、一体何の──」

「政府公認のストレンジャー達よ──キミらはなぜ、ストレンジャーでありながら、一いつ般ぱん人共に味方する？　……自分達の行動に、疑問は無いのか？」

「は？　おいおい……俺らを懐かい柔じゆうでもしようとしてんのか？　無む駄だだっつうの──」

　呆あきれ気味に片手で頭を搔かく隆良だが、そんな彼の言葉が終わるより先に、魅神が電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせながら前へ出る。

「聞くだけ時間の無駄よ、バカ隆良。こんなヤツ、さっさと倒たおして捕つかまえちゃって、こんな戦い……さっさと終わりにするわよ──」

「政府公認、Ａランク・ストレンジャー『雷らい神じん』──特にキミだ……キミに聞きたい」

「！　……へぇ、私のコト、調べはついてるってワケね……まあ、『雷神』って名前はそれなりに売れてるんでしょうし、別に驚くほどのコトでもないけど──」

「『雷神』よ──キミは圧あつ倒とう的てきに高位の力を持ちながら、無能な一般人共のために働かされているという現状に……疑問を持ったコトはないのか？　……その力ゆえに、蔑さげすまれるコトさえあるのだろうに……どうだ？」

「……ふん、愚ぐ問もんね。疑問を持ったコトなんて、一度だって無いわ。力のある人間が、力を持たない人間を助けるコトなんて、当然──」

「人間？　自分が本当に、人間だと思っているのか？　だとしたら……認識不足だな」

「!?　……なによ、アンタ……どういう意味？　……ナニが言いたいのよっ！」

　聞くだけ時間の無駄──そう口にしたはずの魅神が、いつの間にか『再世のブレイン』にペースを握にぎられている。口巧たくみな男は、そのまま続けて言葉を紡つむいだ。

「人間の定義とは、果たして何かな──見た目さえ人間であれば、単純に人間と呼べるのか？　何も無いところから炎ほのおを発したり、触ふれただけで水を凍らせたり……あまつさえ、四し肢しの電気化などを可能とする者が──果たして、人間と呼べるだろうか？」

「……そ、そんなの……当然、よ！　私は……私は、人間でっ……」

「キミがそう主張しても、他者の見解は違ちがう──ストレンジャーが一般の人間から忌き避ひされているのが、何よりの証しよう拠こだ。キミはそれを、身を以もつて体験したコトはないか？」

「！　……そ、それは…………っ！」

　心当たりがあるからこそ、答えられない──苦々しい表情で口を噤つぐむ魅神へと、『再世のブレイン』は、したり顔を片手で隠しながら更さらに畳たたみ掛ける。

「なに……別に私は、事実を突き付けるコトでキミを傷つけようとしているワケではない。我々は異能を持たない『旧人類』とは違う、『新人類』たるストレンジャー同士──いわば同族なのだから。我ら『再世』は、キミを受け入れる……悪くはなかろう？」

「っ……！　ふ……ふざけ、るんじゃっ……～～～っ！」

　この口車に乗せられて『再世』側に付く気など、魅神には一いつ切さいない。けれど、言葉が喉のどに詰つまったように出てこなかったのは、『お前は人間ではない』と言わんばかりの語り口に、少なからずショックを受けていたからだ。

　それでも『再世のブレイン』は、追い討うちのように更なる言葉を連ねようとする──

「さあ──認めたまえ。キミは無力な非ストレンジャーとは違う……『旧人類』とは、別種の生物なのだ。彼らと分かり合うコトなど、出来はしない──『新人類』たるストレンジャー同士で、この世界に革命を起こしてやろうでは──」

「──はぁ？　ふっざけんじゃねーっての……妄もう言げんも大たい概がいにしろよ、バァーッカ」

「────!?」

　──が、その弁舌は途と中ちゆうで止められる。『ふざけるな』と口に出来なかった魅神に代わるように、その言葉を発したのは──隆良だった。

「さっきから黙だまって聞いてりゃ……異能を持ってるから『新人類』だ、だから仲間になれだ、テメーに都合の良い妄言ばっか吐はいてんじゃねーよ。恥はずかしくねーのか？」

「……妄言だと？　ふん、何が妄言だというのか──ならばキミに、私の言うコトが否定できるとでも──」

「ああ、出来るね──テメーの下らねー考えなんざ、全否定してもお釣つりが来るぜ」

「……な、なんだと……？」

『再世のブレイン』の落ち着きに若じやつ干かんの陰かげりが差す中、隆良は堂々と言葉をぶつける。

「ストレンジャーだから一般人と分かり合えねーとか、テメーの論理、全くの筋すじ違ちがいだぜ。大体、ストレンジャーじゃないヤツ同士でも無条件で分かり合えるコトなんざあり得ねーだろが、アホ。それにストレンジャーと一般人が違うっつーのもな……そもそも全く同じ人間なんざ、元から存在しねーし。テメーはただ単に、当たり前のコトを大げさに吹ふい聴ちようしてるだけじゃねーか。……詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう手しゆ段だんだぜ、このペテン師が」

「ぬ、なっ……人をペテン師呼ばわりとはっ……な、何様のつもりだ──」

「何様のつもりはコッチのセリフだっつーの、ペテン師風ふ情ぜいがよ。……大体そんな考え方、うちの総責任者なら、とっくの昔に通過してんだろーぜ。うちの総責任者はその上で、ストレンジャーとそうでないヤツとの共存を図ってんだ。テメーの考え方はな、もう古ふる臭くさいんだよ……いい加減、退場の時期だぜ？　そう思わねーか──魅神？」

　不意に話を振ふられた魅神は、隆良の言葉に聞き入るように閉じていた目を開き、

「……ええ、そうね……その通りよ。……私としたコトが、こんなバカみたいなコトで揺ゆさぶられるなんてね……ふふっ」

　軽く失しつ笑しようし、いつものような強気の目を、真まっ直すぐ前へと向ける。

「バカ隆良の言う通りだわ。だって私、よくよく考えたら、ストレンジャーじゃない人とだって分かり合えてるもん。アリアや、高たか橋はしさんと……それにこの街の人達だって、昔はともかく、今は受け入れてくれてるし。実例を見落として、ペテン師の口車に踊おどらされそうになるなんて……ホント、私らしくなかったわね、ふんっ」

　強気な口調で言ってのけた魅神は、完全に調子を取り戻もどしている。それを見た『再世リ・バースデイのブレイン』は、少し落らく胆たんしたような表情をしながらも、続けて笑えみを浮うかべた。

「やれやれ、同志になれるかと思ったのに……残念だな。子供は素直に踊らされていれば、よほど可愛かわいげがあるものを……まあ、こうなれば排はい除じよするしかないか」

「あら……甘く見られてるのかしら？　アンタ一人で、私達に敵かなうとでも──」

「ふっ……ははは、勘かん違ちがいして貰もらっては困る……この街を相手取ろうとしていた我々が、この街でも有名な『雷神』への対策を、考えていないとでも？　……くくっ」

「!?　まさか……また何か企たくらんで……──っ!?　あっ……く、うっ……！」

　瞬しゆん間かん、『再世のブレイン』が両手を広げ、『異能』を展開すると──この部屋のそこかしこから、バチバチと弾はじけるような音が聞こえてくる。それと同時に、『異能』のコントロールを失いかけている魅神がよろめき、苦しげに呻うめきながらも状況を推測した。

「……これ、は……この大広間一帯の磁場を、強くしてる……？　これが、アンタの『異能』、ってコトね……組織のブレインとか言う割には、大したコト……ない、のね」

「ははは……強がる言葉に力が無いぞ、『雷神』。キミの能力は確かに強力だが、それだけにコントロールに精密性が必要なのは、分ぶん析せき済みだ。『少しだけ磁場を強くする』程度の能力でも……その『少しだけ』が、キミにとっては命取りになるだろう。本来、我らがリーダーの『連れん鎖さ異能』と合わせて使う策だったが……これで充じゆう分ぶんだったようだな」

「っ……！　こ、このっ……！」

『雷神』の異能の特性を、良く理解している──魅神は数多くの技わざを持つが、それらは全すべて精密なコントロールの上で成り立つものだ。それを強い磁場で乱されれば、魅神の放つ電撃があらぬ方向へ導かれてしまったり、思わぬ暴発を引き起こしてしまいかねない。

　しかしそんな不利な状じよう況きよう下かに置かれても、魅神の闘とう争そう心は萎なえない──が。

「ナメるんじゃ、ないわよっ……この程度で、私を封ふうじたと思わないでっ……！　多少コントロールが利きかないくらいなら、アンタ如ごとき──！」

「待て────魅神。……無理せず少し、下がってろ」

「!?　ちょ……バカ隆良!?　私は戦えるわよっ──！」

　隆良に制されて、不満を露あらわにする魅神だが──すぐさまその勢いは止まる。

「いいから、ここは素直に──俺の後ろで、隠かくれてろっつの」

「は、はあ!?　アンタの後ろで……え？　……アンタ、これって……」

「おう、それ以上は何も言わず、お前は黙って……時が来るまで、準備してろ」

　何やら企んでいる隆良に、唯ゆい一いつその意図を理解した魅神は、素直に従う──が、ここでルリが、『再世のブレイン』の話には全く興味を示さなかったにも拘かかわらず、堪こらえきれなくなったように飛び出していく。

「──隆良さん、悠ゆう長ちようなコト言ってる場合じゃないでしょう!?　さっさと壬玄玲愛を引きずり出さないといけないんですからっ！　いい加減、無む駄だ話ばなしにも飽あきたんですよっ……こんなヤツ、ルリがさっさと倒して──」

「！　おい待て、ルリ！　不用心に飛び出すんじゃ──！」

「……えっ？　きゃ──きゃあっ!?」

『再世のブレイン』へ攻こう撃げきを加えようと、ルリが突とつ出しゆつした瞬間──ルリの四方を土の壁かべが覆おおい、彼女は囚とらわれて身動きが取れなくなる。その『異能』を使ったのは、当然『再世のブレイン』ではない──潜ひそんでいた別のアウトローを見つけ、魅神が目を丸めた。

「ココにいるのはアンタ一人って、言ってたクセに……！　こ、このペテン師……！」

「ははは……敵の言うコトを真に受けるほうが、よほど愚おろかだろうに。……まあ、とはいえ……そこの少年だけは、先んじて予測していたようだがね」

　ふん、と吐き捨てる『再世のブレイン』の目は、隆良に向いていた。しかし当の隆良は、何やら別のことを気にしている。

（……アホトーヤのヤツ、いつの間にか姿が見えねぇし……どっかに隠れて、隙すきでも窺うかがってんのか？　……まあ、アイツがいようといまいと……俺と魅神だけで充分だけどよ）

　そんなことを考えている隆良と、彼の後ろに隠れている魅神の前に──もはや身を潜める必要は無い、と物もの陰かげからアウトロー達が姿を現してくる。

　コントロールを失っている『雷神』と一人の少年を前に、多勢で取り囲んでいる『再世』──この光景を眺ながめ、ブレインたる彼は勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

「ははは……どうやら、勝敗は決したようだ。もはやキミらに、抗あらがう術すべなど無い──我らに付かなかったコトを後こう悔かいし……大人しく果てるが良い──」

「──同情するぜ、ペテン師さんと……そしてそんなヤツに騙だまされてるせいで、今から痛い目に遭あっちまう、可哀かわい想そうな奴やつらによ」

「…………な、なに？」

　同情すると、そんなことを言った隆良の真意を測りかね、『再世のブレイン』は眉まゆを顰ひそめる。だが、隆良はお構いなしに言葉を連ねた。

「俺がココにいなけりゃ、言葉でもっと『雷神』を揺さぶれたかもしれねぇ──仲間に引き入れるコトは、どっちにしろ出来なかっただろうけどな。……で、ペテン師さんの『異能』は……『磁場を強める』んだっけか？　ああ、もうホント、聞いた瞬間に同情したぜ……これ以上は無いってくれー、哀あわれすぎて……何も言えねーよ、全く」

「……何だ……？　少年、キミは一体、何が言いたい──」

「ああ、今すぐ教えてやるよ──俺がココにいるってだけで──お前ら、負けが確定しちまってるってコトを。──『鎮静支配領域テリトリー・ゲル・ドメニカ』──！」

「……は？　……え……あ、え……おええええっ!?」

　ここまでは何とか落ち着きを保っていた『再世のブレイン』だったが──隆良の行動で、ついにその平静が崩くずれ去る。隆良は、ゲルを噴ふん出しゆつした──ヌメヌメとした、見るからにエグい、キモいとしか形容できない──けれど、不導体の性質を持つ、ゲルを。

　この大広間に、所ところ狭せましと不導体のゲルが飛び散ると同時に、そこかしこでバチバチと鳴っていた電気音が、急速に収まっていく。磁場の強さが──元に、戻っていく。

「なっ……そ、そんなバカな……あ、あり得んっ！　な、なぜこんなコトにっ……くっ、者共、何をボサッとしている！　『雷らい神じん』の体勢が整わない内に、総攻撃を──」

「──は？　ナメるんじゃないわよ、って言ったでしょ？　多少コントロールが利かないくらいで……この私が、大人しくしてるとでも思った？　……甘いのよ」

　隆良の背後に隠れていた魅神が姿を現すと、これまた隆良の背後に隠れていた──白はく濁だく色の、謎なぞの球体が現れる。それは、粘ねん度どの高いゲルで作られたモノで、更さらには魅神の電気化した手に繫つながっている。それを見た『再世のブレイン』が、青ざめつつ声を上げた。

「アレは……あの、気持ち悪いモノは、まさか……ば、爆ばく弾だん……？　……爆弾だぁぁぁ！　お、おいっ……誰だれか、私の盾たてになれ！　……モタモタするな、さっさと──！」

「──もう遅おそいのよ、ばーか」「さあ、観念して──喰くらいな」

　魅神と隆良、二人して声を揃そろえ、ゲルで包んだ電撃の爆弾を投げ込んで、

「閃せん光こうに浸ひたりなさい──『雷らい浸じん』──！」

「これこそヒーロー兼けんリーダーの奥おう義ぎ──『崇高なる粘液に包まれし稲光オブラート・ゲル・ザ・ライトニング』──！」

　……合体技の名前は全く以もつて気が合わないようだが、しかし息はピッタリ──不導体のゲルの内側で荒あらぶっていた雷撃が、閃光となってついに解放される──が。

「う、うっ……ぐわあああっ!?　……ぐ、ぐわあー……って、ん？」

　しかしいつまで経たっても、電撃の痛みは襲おそってこない。どうなっているのか、と『再世のブレイン』が恐おそる恐る目を開くと──そこには白々しく唇くちびるを尖とがらせ、口笛を吹ふいている隆良の姿だけがあった。それを見た『ブレイン』の表情に、深い皺しわが刻まれる。

「き、キサマっ……だ、騙したな!?　今のは……ただの目め眩くらましか!?　お、おのれ……！　コケにしおってっ……もはや容よう赦しやはせん──」

「はっ──ペテン師が騙されてりゃ、世話ねーな。……そして現状さえ見えてねーってんだから、なおさら哀れだぜ。……なあ……今、『雷神』はどこにいると思う？」

「!?　く……──!?　な、あ……う、ううっ……!?」

『雷神はどこか』──隆良の言葉で、『再世のブレイン』は周囲を見み渡わたす。が、どこにも姿は見えない。そんな彼へと、隆良はいつになく真ま面じ目めな顔を作り、続けて言った。

「ついでだから、教えてやんよ──仮に『雷神』がお前らの仲間になったとしても、お前ら如きじゃ、あのじゃじゃ馬は使いこなせねぇ。……覚えとけ、アホブレイン」

　すっ、と人差し指を上方に向けながら──隆良は一言、はっきりと言い切る。

「アイツを飛ばすコトが出来んのは────俺だけだ」

　隆良の指が差し示す方向──不導体のゲルが埋うめ尽つくす地を離はなれ、天てん井じようへと張り付くように、魅神は佇たたずんでいた。その両手には、尋じん常じようでない電撃を湛たたえている。圧あつ倒とう的てきな量の電撃を、一つ大きく息を吸い込んだ魅神が、思い切り振り上げ──

「所を選ばぬ雷の雨……降り注ぎ、全てを埋め尽くす──『雷らい尽じん』──！」

　アウトロー達へと振り下ろし、雨が降るような雷かみなりを落とす──！

「あ……ああ、あああ……あばっ──」

「「「あっ────あばばずばばはぁーっ!?」」」

　結局魅神は、そのたったの一撃で、大広間に居たほとんど全てのアウトローを倒たおしてしまう。唯一残ったのは、仲間を盾にした『再世のブレイン』──ルリが囚われている土の囲いへと、這ほう這ほうの体ていで近づいていく。

「ま、まだだっ……こちらには、まだ人質がいるっ……コイツを交こう渉しようの材料に、私だけでもココを切り抜ぬけてやるっ……まだ、まだ終わらん────っ!?」

　しかし土の囲いは、どこからともなく飛来した『爆破異能光体』によって壊こわされてしまう。中に居たルリは無傷らしく、『爆破異能光体』を放った張本人──トーヤが呟つぶやく。

「身内の不始末だしね……それを返上するのも、ヒーローとしての責任……かな」

「っ……！　く、くそっ……くそっ！　……──！」

　踵きびすを返して逃にげ出そうとした『再世のブレイン』だが、その途と上じように隆良が立ち塞ふさがる。もはや、趨すう勢せいは決した──しかしこの状じよう況きようで、彼は往おう生じよう際ぎわの悪さを発揮する。

「ま、待て！　ここで私を倒せば、キミらは間違いなく後悔するぞ。『再世』のリーダーが……壬玄玲愛が、正面玄げん関かん側でキミらの仲間と戦っているのは、知っているか？」

「……────!?」

　その言葉に驚おどろいたのは、ルリだけで──対面している隆良は事前に情報を得ていたため、驚きは見せなかった。が、そんな彼へと、『再世のブレイン』は交渉を持ちかける。

「このまま戦いが続けば、双そう方ほうに大きな被ひ害がいが出るだろう……しかし『再世』の構成員は、ほとんどが私の言いなりだ。私が止めれば、戦いは終わる……その代わり、頼たのむ……私だけは、見み逃のがしてはくれないか──」

「……へえ？　つまりアンタは……お仲間を売りますって、そう言ってんのかい？　アンタの下らねーペテンを信じて、正面で踏ふん張って戦ってるヤツもいるだろうに……それを無視して、自分だけ助かろうってのか？」

「……そ、その言い回しには、語ご弊へいがあるだろう……私はただ、戦いを終わらせる代わりにと……正当な交渉を申し出ているだけで……」

「ああ……もういい。ナニも言わなくても、いい……これ以上は、無む駄だだからよ……」

　もはや、言葉を交かわす理由もない。右の拳こぶしに、かつてない程ほどの力が籠こもる。

　沸ふつ々ふつと湧わき起こる怒いかりを抑おさえようとはせず、隆良は思い切り右みぎ腕うでを振ふり上げる──

「ざけんじゃねーぞ、このクソペテン師！　喰らいやが────れっ？」

　──が、そんな彼の頭上を紫し電でんの勢いで通り過ぎた影かげが、一つ。右腕に大量の電撃を漲みなぎらせた一人の少女が、憤ふん怒ぬの形相で稲いな妻ずまの拳を振り抜く──！

「ざけんじゃないわよっ、このクソペテン師────喰らいやがれぇぇぇ！」

「なっ……あ、ばば……あばばばばばぁぁぁ!?」

　まるで、隆良の代わりに咆ほう哮こうし、隆良の代わりに揮ふるったような一撃──それによって『再世リ・バースデイのブレイン』を倒した魅神に、隆良が少しばかり戸と惑まどいながらも声を掛かける。

「……魅神、お前……何だよ、まさか俺の代わりに怒おこったとでも──」

「……今のは……『雷』……えっと……『雷らい尋じん』……そう、『雷尋』よ。雷の巨きよ大だいゲンコツで、お前の罪を問うー……み、みたいな？」

「は、はあ？　さすがにそれ、こじつけ過ぎだろ。まあ今までも割と思ってたけども……いくら何でも無理あるぞ、それ。付け焼やき刃ばで今、名前つけました感バリバリっつーか」

「う、うるさいわねっ！　ふんっ……新しん技わざの実験、したかっただけなんだから！　それに、さっきはアンタに『ふざけるな』って先に言われちゃったし……そ、そのお返しってだけなんだから、勘かん違ちがいするんじゃないわ──よっ？」

　また素す直なおではないことを口走っていた魅神だが、彼女の頭に、ぽん、と隆良の手が置かれる。「えっ？」と軽く呆ほうけた魅神に、対する隆良は軽く笑えみを浮うかべながら言った。

「でも、まあ──ナイスだったぜ！　あー、スッキリしたわー……良くやってくれたじゃねーか……魅神！」

「へっ、へっ……？　へぁ……ふぇ？　あ、うあう……？」

「いやあ、ホント、グッジョブグッジョブ……っつう……？　お、おい……何で真っ赤になって……おい何か漏ろう電でんしてんぞ!?　止めろ止めろーい!?」

「あふぅ……？　……～～～～～？」
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　頭を撫なでられ、ぷしゅー、と湯気が出そうなほど顔を真っ赤にした魅神だが、そうした張本人であるゲル詰づまり鈍どん感かん妖よう怪かい・下野根隆良は、原因に気付きもせず心配する。

　何やら気の抜けそうなやり取りではあるが──しかしそこで、唐とう突とつに隆良の肩かたを力強く摑つかむ手が一つ。何やら表情に怒ど気きを漲らせている、ルリだ。

「お……おお!?　何だよルリ、肩がイテー……っつか怖こわいんだけども……お、おい？」

「隆良さん……今、そこのブレインだかが言ったのは、どういうコトです？　壬玄玲愛は正面に……夜侘ちゃんや、沙凪ちゃんのほうにいるって？　その連れん絡らくが、隆良さん達のほうへ行ってないはず、ないですよね？　どうしてルリに……隠かくしてたんです？」

「！　……それは……」

「答えてください……答えて……！　もし、壬玄玲愛の肩を持って、ルリの復ふく讐しゆうを邪じや魔まするつもりだっていうなら……ルリは、隆良さんだって──！」

「落ち着きなよ──ルリ」

「!?　……トーヤ……？」

　ルリが次々と連ねる言葉を止めたのは、意外にもトーヤだった。微かすかに戸惑うルリへと、トーヤはあくまでも冷静な声こわ色いろで語りかける。

「壬玄玲愛がココにいないコトくらい、すぐに気付けたはず──そうでなくとも、恐らく『陽動・囮おとりチーム』のほうへ行っているコトは、通路で通信を受けていた下野根隆良の様子から察するコトは出来たはずだよ。それも出来ないくらい、キミは冷静じゃなかった……そんな子に、更なる暴走の火種を投じる真似まねが、正しいと思うかい？」

「！　で、でもっ……ルリは、壬玄玲愛を……ヤツを、倒すために──！」

「それはキミの都合だ。任務には関係ないし……果たして冷静さを欠いた今のキミが、壬玄玲愛に勝てるかな？　今ここで、あの程度の連中にさえ囚とらわれかけたというのに」

「！　っ……それはっ……けど、ルリはっ……」

　トーヤに傾けい倒とうしているはずのルリが、珍めずらしく反はん抗こうしようとするが、返す言葉には力が無い。トーヤの言い分は、間違っていない──ルリにもそれは理解できるが、それでも彼女には譲ゆずれないモノがある。ルリは勢い良く顔を上げ、正面玄関方向へと駆かけだした。

「……と、とにかくっ！　壬玄玲愛を何とかしないといけないコトに、変わりないんだからっ……ルリは、行きますっ！　っ……今度こそ、ヤツをっ……」

「！　おい、ルリ……待てよ！　思いつめすぎんじゃねーって……ああ、もぉ！」

　話を聞かず、飛び出して行くルリに──『再世のブレイン』とやらは倒せども、まだ一段落には程ほど遠とおいと、隆良は改めて思い知らされるのだった。







　04　人にはそれぞれ『許せない』基準がある──例えばただ盛り付けただけの生野菜を『サラダ料理』と言い張るとか、もうね、もうね







　建物の正面玄関、『陽動と囮』を目的としていたはずのチームは、もはやその目的が滑こつ稽けいに思えるほどの激戦に身を投じていた。一時は、氷こお莉りとルーネの援えん軍ぐんにより、戦局を盛り返したかに見えたチームだったが──しかし。

「うっ……は、はあっ……うう……さ、さむーいー……うー……」

　何もかもを凍こおらせるほどの『異能』の持ち主である氷莉の右半身が、冷気によって逆に凍ってしまっている。だらだらしているように見えても案外抜け目がなく、慎しん重ちようなところもある彼女が、自身を凍らせるようなミスを犯おかすはずが無いのに、だ。

　しかし、現にそれが起こっているのは──壬み玄くろ玲れ愛あの仕し業わざだった。彼女が投じた一手を思い出しながら、夜よ侘わびが戦せん慄りつと共に声を漏もらす。

「っ……まさか……『連れん鎖さ異能』を氷莉ちゃん自身にぶつけて……氷莉ちゃんの力を勝手に拡大させて、凍らせちゃうなんてっ……」

　それは、暴走に近い現象──元々、氷莉は自身の『異能』の影えい響きようによって、普ふ段だんから微かな冷気を放っていた。その性質を『連鎖異能』によって倍以上に増ぞう幅ふくし、結果的に氷莉の動きを制限させてしまったのだ。こんな使い方もあるとは──厄やつ介かいなのは分かっていたが、まだ底があるなんて、と夜侘の頰ほおに冷ひや汗あせが流れる。

　そしてもう一人の援軍である、ルーネはというと。

「良う分からん能力やけんど、近寄らんやったら関係なかね！　喰くらいぃ──『地壊震倒撃グランド・スラム』！　ほれほれぇ、足元に気ぃつけんねー！」

「むぅ。うろちょろ、しつこい。……待てっ」

「待つかいっ！　『振しん動どう』男！　援護しぃ！」

「分かってるっつーの！　喰らえや……『振動波』ァァァ！」

「む。──ふっ。……むうー……」

　後方へ宙返りし、見事な体術で全すべての攻こう撃げきを躱かわし続けるルーネだが、無表情とはいえイライラしてきているのが伝わってくる。『振動波』と『地を揺ゆらす』アウトローも、今は『連鎖異能』の援護は無いとはいえ、立ち回り方はいかにも巧たくみだ。

　夜侘も右眼を紅あかく輝かがやかせて炎ほのおを放ち、沙さ凪なぎも『風来神使ルフ・シルフ』を除いた三匹びきの『生体異能蝶ちよう』で戦せん闘とうに復帰しているが──それでも攻せめきれず、戦局は拮きつ抗こうしていた。

　何か、活路となる一手があれば──焦しよう燥そうに身を焦こがす夜侘と沙凪だが、そんな彼女達の願いに応こたえるかの如ごとく、その一手はやって来た。

「壬玄っ……玲愛ぁぁぁ！　お前は……ルリがっ……倒すんだからぁー！」

「──!?　ルリですのっ……て、ていうコトは!?　ですのっ！」

　ルリの姿にいち早く気付いた沙凪が、辺りを見回すと──今度は夜侘が、建物内から現れた一団を見つけ、喜びの声を上げる。

「たっ……隆たか良らっ、隆良ぁー！　それに魅み神かんもっ！　……あ、あとトーヤさんも……」

　トーヤには、過去に排はい除じよされかけた経験もあり、苦手意識が著いちじるしい夜侘だった。と、それはともかく、奮戦する夜侘達を眺ながめた隆良が、歯を見せて笑いながら声を上げる。

「へへっ……お前ら、待たせたな？　にしても、良く戦ってたみてーだな……まあ、さすがヒーローたる俺様のチームメイト、ってトコか？　良くやったぜ！」

「にゃ……も、もーっ、隆良ってば！　遅おくれてきたクセに、エラそうだよっ！　アタシ達、すっごい苦労してたんだからねっ!?」

「おお、夜侘、ワリーワリー……つか、微び妙みようにニヤけてね？　まあとにかく……こっちはきっちり片付けたし、これでも急いで来たんだよ……勘かん弁べんしてくれって」

「えっ？　片付けた、って……それじゃ、『再世リ・バースデイ』のトップは……？」

「ああ、当然、な。……てなワケで……おい、玲愛！」

　隆良が次に声を掛けたのは、今にも飛び掛かりそうなルリと対たい峙じする、玲愛──出会った時の快活さはまるで窺うかがえず、沈ちん痛つうな面おも持もちの彼女が、隆良に沈しずんだ声で応える。

「……隆良っち……やっぱり、来ちゃったんですね……ウチ、隆良っちとは、戦いたくなかったですよ……ぅ……退いたりは、してくれない……ですかね……？」

「へっ、退くワケねーだろ。……っていうかな、早とちりなんざ、してんじゃねーよ。お前らが戦う必要なんて、もう無くなってんだぞ？　だってよ、『再世』のブレインとかほざいてたペテン師ヤローは──俺らが既すでに、鎮ちん圧あつしちまったんだからな！」

「！　そう、ですか……あの人、捕つかまっちゃったんですね」

「おう。だからよ……俺達は、戦いに来たワケじゃねー。俺達は……戦いを、終わらせに来たんだよ。悪いようにはしねーから……もう、止やめにしようぜ？」

　幹部を鎮圧した、という隆良の言葉に、玲愛以外の『再世』の面々がざわつく。いや、隆良の言葉に最も過か剰じような反応を見せたのは、ルリだった。

「!?　隆良さん……ナニ言ってるんですか!?　ルリは、壬玄玲愛をっ……アイツを倒たおさないと、って……ルリは、復讐をっ──！」

「ルリ──お前の言うコトも、分からないワケじゃねえ。でもよ、玲愛がそんな大悪人だとか、俺にはまだ……どうしても納なつ得とくできねーんだよ。だから……悪いけど、まずはアイツと話をさせてくれよ。頼たのむから──」

「なっ……そ、そんな悠ゆう長ちようなコト、言ってる場合じゃないでしょうっ……そんなコトしてる隙すきに逃にげられたら、元も子もないですっ！　今すぐ倒すべきで──！」

　隆良の頼みも、ルリは興奮気味に否定する、が──そこに不意の乱入者が現れたことで、ルリの勢いは削そがれることになる。

「落ち着きなさい、ルリちゃん──キミは今、一つの真実を知る必要がある」

「────!?　アナタは……アリア、さん……？　なぜ……ここに……？」

　目を丸めるルリだが、驚おどろいているのは彼女だけでなく、隆良達や、『再世』の面々も同様だ。しかし当のアリアは戦場の真まっ只ただ中なかを悠ゆう々ゆうと歩いてきて、隆良に向けて軽くウインクしてから、ルリに改めて語りかけた。

「ルリちゃん、私はな──三年前、そう、キミが十二歳の頃ころ……キミがお母さんを亡なくしてしまった原因となった事件に関して、調べてみた。その結果……キミが知らねばならない、事件の真相に辿たどり着いたよ」

「!?　な……え……？　し、真相……って……？」

「『再世』への対策と諸もろ々もろの仕事とを、並行して調べていたせいで、少しばかり遅おそくなってしまったが、な……」

　それでも、とんでもないスピードで調べ上げたのであろうことは、黙だまって聞いている隆良達にも理解できた。その上でここまで来たアリアには恐おそれ入るが、彼女は至って冷静に述べる。

「結論から言うと──壬玄玲愛ちゃんは、キミがお母さんを亡くした事故の、一つの原因ではあるが……直接的に事故を起こしたのは、彼女ではないことが判明した」

「────なっ!?　そ、それっ……どういうっ……」

「当時、事件現場では……『炎』を放つストレンジャーが『異能』のコントロールを失い、暴走してしまっていたらしい。壬玄玲愛ちゃんは、実際はそれを自身の『異能』によって、食い止めようとしていたのだ──が、しかし……」

　少し俯うつむいて言葉を止めたアリアだが、彼女に代わって隆良が、事の成り行きを推察して声を上げる。

「……！　そうか……炎に『連鎖反応』を起こしても、火の手は拡大しちまうだけだ……それじゃ、食い止めるコトなんて出来やしねぇ……！」

「そう……その通りだ。彼女も当時『異能』が目覚めたてで、自身の力を把は握あくし切れていなかったし、まだ『相そう殺さい』という使い方も知らなかった……が、ストレンジャーに対する理解が浅すぎる当時、政府は浅せん薄ぱくにも壬玄玲愛ちゃんを『アウトロー』だと早急に断定し、強制的に捕ほ縛ばくしようとした。まあ、結果は逃とう走そうを許し、今の今まで捕ほ捉そくすることも出来なかったのだが……『再世』に入っていたなどと、知らなかったとはいえ、な」

　その辺りの判別もまた、アリアが現在進行形で整えようとしている事じ項こう──ふう、とため息を吐ついたアリアが、周囲にいる『再世』の面々を眺めながら口を開く。

「……已やむに已まれず事件を起こした結果、あるいは政府への不信感でアウトローになる者と……悪なる意思を持って率先して事件を起こすアウトローとを、きちんと区別する体制が出来ていれば……『再世』などという組織も、ここまで大きくはならなかっただろうし、そもそも生まれるコトだって無かったかもしれない。全ては……おざなりな体制が生み出した、忌いまわしい結果だよ」

　それら全てを一新しようとしているアリアではあるが、しかしそれらが生み出した悪しき結果とも、向き合わなければならない。道のりの遠さは途と方ほうもないが、今はそれより、目の前のことだ──アリアは再び、ルリと真まっ直すぐに向き合った。

「とにかく、そこにいる壬玄玲愛ちゃんは、害意を持って事件を起こした訳ではない──確かに彼女にも、非はあったのだろう。けれど全ての責任を彼女に押し付けて、贖あがなわせるというのなら──それが正しいとは、私は思えない。ルリちゃんは……どう思う？」

「……ルリは……ルリ、は……」

　アリアに問われ、暫しばらくの間、ルリは考えるように俯いていた。幾いくばくかの時が流れ、ようやくルリは顔を上げると──玲愛の顔を見ながら、答えを口にする。

「ルリはっ……やっぱりこの人を、許せない……！　だって、この子が余計なコトをしなければ……その事故だって、そこまで大規模にはならなかったはずだよ!?　ルリのママだって、死んだりしなかったっ……そうだよ、それに、事故を止めようとしてたっていうのなら、水なり消火剤ざいなりを、その『連鎖異能』とかいうので拡大させれば良かったじゃない！　何でそうしなかったのっ──！」

「……ルリちゃん……それは、恐おそらく……」

　言いにくそうにするアリアだが、ここで彼女に代わって答えたのは、ここまで黙もくして語らなかった、壬玄玲愛その人──俯きがちで、力無い言葉をルリに送る。

「それは……ウチの、『連鎖異能』は……『異能』に対してしか、作用しないんです。ウチも……何とかしようと、したんですけど……どうしても、無理で……」

「!?　……な……そん、な……っ」

　ぎり、と歯を嚙かみ鳴らしたルリを見て、玲愛は再び沈ちん黙もくする。そこで再びルリへと語りかけたのは、アリアだった。

「『異能』というのは、決して万能のモノではない……どうにかしたくとも、どうしようもないコトだって……判断を間ま違ちがえてしまうコトだって、あっただろう。それらの話を踏ふまえたうえで……まだ、壬玄玲愛ちゃんに……復ふく讐しゆうを、したいか？」

「っ……だって……ルリは、ずっとそのために……ママの仇かたきを討うつために……アウトローと戦ってきてっ……だからルリは、復讐を……！」

　自分に言い聞かせるように、頑かたくなな姿勢を示そうとするルリだが──そこで話に割り込んでいったのは、隆良だった。

「おい──待てよ、ルリ。今の話を聞かされちゃ、俺は黙って見てらんねーよ。やっぱり、まずは玲愛と、キッチリ話をさせてくれ……ダメなんて言葉、もう聞けねーぞ？」

「！　隆良さん……そんなの、ルリの勝手じゃないですかっ……隆良さんが止めたって、ルリは……ルリは、壬玄玲愛をっ……！」

「……バカ言うなって。お前だって今の話を聞いて、もう単純には考えられなくなってんだろ？　……だからよ、少しだけ……頼む」

「！　っ……ルリは……迷って、なんか……ぅ……」

　何やら呟つぶやき声を漏もらすも、ルリはそのまま沈黙し、俯いてしまう。それを確かく認にんし、隆良は玲愛へと改めて語りかけた。

「……さて、と──なあ、玲愛。お前と、ココにいるお前の仲間達には、色んな事情ってヤツがあるんだろ？　俺らは、それを蔑ないがしろになんてしねーからよ……ちゃんと、聞かせてくれよ。それで、こんな戦い……もう終わりにしようぜ？」

「……隆良っち……でも、ウチ達は……今までずっと、アウトローで……なのに……」

「だからよ、その辺のコトも踏まえて、お前らの話を聞かせてくれって。『再世のブレイン』なんてほざくペテン師ヤローも、もういねーんだ。あんなアホの妄もう想そうや妄もう言げんに、付き合わされる必要は無いんだよ……分かるだろ？」

「……それは……でも、ウチは……ウチ達は……」

　視線をきょろきょろと忙せわしなく動かす玲愛は、迷っているようだ──が、そこで横から口を挟はさんできたのは、彼女の仲間のアウトロー達だった。

「し──信じられるかっ！　政府のストレンジャー共は……俺達がアウトローじゃないっつっても、聞きもせず強引に捕まえようとしてきたんだっ！」

「そ、そうよっ……その通りよ！　たった一回、異能をコントロールできず、失敗しちゃっただけで……アウトローって断定して！　それなのに、ナニよ、今さらっ……」

「そうだ──ふざけんなっ！　虫のイイ話ばっかしてんじゃねーぞ！」

　アウトロー達が声を揃そろえて放つ不平不満とブーイングに、隆良は少しばかり『嫌いやな流れ』を感じながらも、何とか言葉で制そうとする。

「ちょっ……待てって！　落ち着いて、話を聞いてくれ──確かに昔は、そうだったかもしれねぇ。それでアンタ達が、食わなくてもいい割を食ってたのも、覆くつがえせねぇ事実だ。でも……今はもう、違うんだ！　政府は少しずつだけど、考えを改めてきてる。今さっき、そういう話もしてただろ!?　これから、状じよう況きようはちゃんと良くなって──」

「──信じられるかってんだ！　お前ら政府のストレンジャーは、そうやってだまし討ちしようとしてきたコトだってあるっ……信じるコトなんざ、できっかよぉ……！」

「っ……ンなコト言うなって！　……なあ、玲愛、お前は──」

　頑なな不信感を露あらわにするアウトローの意識を変えるには、リーダーである玲愛の言葉でもない限り、不可能だろう──そう思って、隆良は彼女に声を掛かけたのだが。

「……ねえ、隆良っち……ウチもね、皆みんなと同じで……三年前、ウチの失敗で、大事故を起こしちゃってからは……ずっと、ずっと、大悪党とか言われて……政府のストレンジャーに、追い掛け回されたりしてきたんですよ……」

「！　それは……確かに、政府が悪かった！　でもよ、さっきも言ったけど……状況は変わってる、変えられるんだよ！　総責任者が替かわった、っつったろ？　それは、そこにいるアリアってヤツでよ……アリアなら、絶対に変えられるって、俺は確信してんだ！　だからお前も、俺を信じて──！」

「……無理ですよ。それは、確かに……『再世リ・バースデイ』には、『ブレイン』さんや、あの人に従う人以外でも……率先して悪いコトするような、捕つかまっても仕方ないくらいのワルい子だっていました。……ですけど、そうじゃない人達は……少なくとも、今この場で矢やお面もてに立たされてるような、末まつ端たん構成員の皆みなさんは……」

　玲愛は顔を上げ、その場にいる『再世』の面々の顔を見回していく。一人一人、明らかに不安そうな顔をしているのを見て、玲愛は沈しずんだ表情で言葉を続けた。

「勝手にアウトローにされた人達や……アウトローにならざるを得なかった人達なんです。皆、もう、政府なんて……信じられないんです。きっとココで、最後まで抵てい抗こうし続ける皆を……ウチは、見捨てるコトなんて……出来ません」

「！　待てよ……違うだろ、そうじゃねーだろ！　お前は今、仲間が傷つかねーために、戦いを止めなきゃいけねーんだよ！　おい、玲愛──！」

「だから、言ったでしょう──ウチも皆と同じで、政府を──信用できないんです」

「っ……待てって、玲愛！　だから、それが早計すぎるんだって……」

「……もう、止やめにしましょう、隆良っち。これ以上は……無む駄だ、ですから──」

　言い終えた瞬しゆん間かん、玲愛の瞳ひとみが鋭するどく輝かがやく。隆良の隙すきを突ついて、攻こう撃げきする気か──しかしそれをさせまいと、電光石火の速度で玲愛へと迫せまる少女が一人。

「悪いけど、もう戦いは終わりにしてもらうわ──言いたいコトもあるでしょうけど、話は抵抗を止めてから、ゆっくりするコトね。『雷らい塵じん』──」

「あっ──みかんママ、だ、ダメっ」

「えっ、氷莉ちゃん……っ、う……なっ……あああっ!?」

　最大出力の電撃を放とうとした魅神だが、それは途と中ちゆうで『失敗』する。魅神の電撃に変えている両りよう腕うでが倍以上の出力を発し、コントロールを失ってしまったからだ。

　いや、両腕だけではない、能力を使おうとしていない両足まで、勝手に電気化しかけている。その原因は紛まぎれもなく玲愛の『連れん鎖さ異能』だ。それは過去、魅神が隆良達と戦った際に暴走した時の状況と、似ている。そしてつい先ほど『磁場を強く』された時とも。

（っ……『再世』の私への対策は、ある意味で一いつ貫かんしてる、っていうワケね……厄やく日びね、今日は……にしても、これはっ……さっきの比じゃないっ……）

　ギリッ、と歯は嚙がみしながら魅神は耐たえようとするが、抗あらがいがたい──魅神と同じように『連鎖異能』で後れを取った氷莉が、それを見て珍めずらしく慌あわてた声を上げた。

「み、みかんママっ、はなれて、はなれてーっ。あぶないよっ、つづけてうけたら、コントロールどころじゃ、なくなっちゃうからっ。はやくーっ」

「っ……だ、大だい丈じよう夫ぶよっ……この、くらいっ……！」

「つよがってるバアイじゃ、ないってばーっ。はやく、にーげーてーっ」

「くっ……ああもうっ、分かったわよっ！　ふっ──『雷らい迅じん』！」

　何とか足を電気に変えて、よろめきながらも後退する魅神。しかし戦せん闘とうが再開されたのを察したアウトロー達が、再び牙きばを剝むき始める。

「やっぱりなっ……どっちにしろ、戦うつもりだったんじゃねーか！」

「『再世』をナメるんじゃないわよ！　玲愛さまから離はなれなさいよぉぉぉ！」

　今しがた玲愛と対たい峙じしていた隆良に、凶きよう刃じんを揮ふるうアウトローだが──隆良はそれをガードする腕から、ヌメヌメとエグいゲルを噴ふん出しゆつした。

「ちっ……分からず屋が！　『無に帰す神業ヌルー・オブ・ゴツド』！」

「え、あ……い、いやああああ!?　エグっ……エグい!?　ナニコレきーもーいー！」

　悲鳴を上げて後ずさるアウトローに釣つられ、他ほかの『再世』構成員達も隆良のほうへ向く。その見るからにエグく、けれどこの場には似つかわしくないような、いかにも微び妙みような能力を見て──口々に、気の抜ぬけたような声を漏らした。

「……何だ、あのキモいの……アイツ、ホントに『雷らい神じん』の仲間か……？」

「エグさだけはＡランク級だけど……あっちの炎ほのおを出す子とか、氷の子とか、それに『アウトロー狩がり』の王おう真ま燈とう矢やとかに比べると、なあ……何でココにいるんだ？」

「キモいわ……ただ純じゆん粋すいに、キモいわ……」

　どうやらアウトロー達は、隆良の事を低く見積もり──彼よりも危険そうな、別のメンバーと当たることにしたらしい。そう、それは玲愛を倒たおそうとする、ルリにも。

「っ……ほら、やっぱり、説得しようとしたって無駄だったじゃないですかっ！　壬玄玲愛は、倒さないといけないんですよっ……だから、ルリがっ──！」

「玲愛さまには、指一本触ふれさせねーよ！　ナメんなよ、オラッ！」

「……！　なによ……どきなさいよっ、アナタ達っ！　どかないなら……知らないんだからっ、アナタなんてっ──！」

　無理に憎ぞう悪おを絞しぼり出し、突とつ貫かんしようとするルリだが──そんな考えなしの無む謀ぼうを制したのは、隆良だった。

「待て、ルリ！　……玲愛は、俺が何とかする。お前は……チームのサポートに入れ」

「……──はい!?　ナニ、言ってるんですかっ……壬玄玲愛は、ルリが倒すって、そう言って……大体、隆良さんがその凶きよう悪あくアウトローに勝てると思ってるんですか!?　沙凪ちゃんに聞いたんですからっ……最近、『Ｅランク』に落とされちゃった、って！」

「……沙凪のヤツ、勝手に教えてくれやがって……まあ、イイか。じゃあよ──ルリ、お前なら、勝てるっていうのかよ？　悪いけどよ……お前の『異能』じゃ、勝てるとは思えねーぜ？　一度戦って……それは、理解できてるんじゃねーのか？」

「っ！　か──勝てますよっ！　それを今から、証明──ああ、もうっ！　邪じや魔ま！」

　玲愛を攻撃しようにも、そもそもアウトローが遮さえぎってくるため、ルリは近づけもしない──それは他のメンバー達も同様で、いまだに数で勝まさるアウトローを相手取り、自分の戦いだけで手て一いつ杯ぱいだった。

　唯ゆい一いつ、玲愛と一対一で対面しているのは、隆良だけなのだが──

「へへへ……聞いたか？　Ｅランクだってよ……場ば違ちがいにも程ほどがあるぜ」

「玲愛さまが、あんなのに負けるワケないわね……ふふんっ」

「あんなヤツ、放ほうっておいても害はねぇが……玲愛さまの手を煩わずらわせるまでもねぇな。この俺が、一発でヤツを──お、おがっ!?」

　隆良と玲愛の間へ割って入ろうとした『再世』の一員を、しかし拳こぶしの一撃で止めたのは、アリアだった。

「……悪いが、彼の邪魔はさせんよ。どうしてもココを通りたければ……この私を、倒してからにするのだな」

「！　あの女……確かさっき、総責任者とか言ってたわね……じゃあ、ストレンジャー？　……強そうだし、コイツを何とかしたほうが良さそうね……」

　何やら『再世』は誤解しているようだが、アリアは『それならそれで』と一つ頷うなずき、戦闘態勢を取る。そうしながら──背後の隆良へと、声を掛けた。

「隆良くん、ココは私が請うけ負う──誰だれ一人ひとり、決して通しはしないから、安心しなさい」

「ぉぉ……お前が言うと、ちょっとハンパなく頼たよりになるな。まあ、任せたぜ」

「ふふっ、任せておけ……その代わり、壬玄玲愛ちゃんのコトは、キミに任せるからな。……彼女の闇やみを払はらうコトが出来るとすれば、それはキミだけだと思う。だから……」

　視線を少しだけ背後に逸そらしたアリアが、隆良と目を合わせ、

「………………」

「………………」

　暫しばし、無言で見つめ合ってから──アリアは微かすかに微笑ほほえんだ。

「…………頼たのんだぞ」

「……おう、任せとけっつーの……へへっ」

　多くは語らずとも通じ合い、快かい諾だくする彼に、ふっ、とアリアは笑みを深める。が、彼女はすぐさま表情を引き締しめ、『再世』の面々へと向き直った。

　結局、玲愛と一対一になった隆良──そんな彼を心配する夜侘が、戦いながらも声を掛けてくるが──

「隆良──だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?　一人じゃ、危ないよっ……待ってて、すぐに──」

「おい、夜侘──こっちはイイから、集中しろ！　油断してっと、やられちまうぞ！」

「!?　う……で、でも、隆良……一人じゃ、いくらなんでもっ……」

「へっ……ナニ言ってんだ？　こんなモン……いつもと変わりねぇ、同じだろーが？」

「えっ……え、えっ？」

　言葉の意味が摑つかめず首を傾かしげる夜侘に、隆良は事も無げに言い放つ。

「慣れてんだよ、こちとらよ──差し伸のべた手を、振ふり払われるのはな。でもよ、ビビって引っ込んだ手を無理やり摑んで、こっち側へ引っ張り込んでやりゃイイ。俺は、俺達は……ずっと、そうしてきた。やるこたぁ何一つ、変わりゃしねーさ」

「！　……隆良……」

　隆良の真まっ直すぐな言葉を受けて、夜侘は──小さく頷きながら、もう一言送った。

「……分かった。アタシは隆良を──信じるよ。いつも通り……勝ってきてね！」

「へっ──言われるまでもねぇ、当然だろ──そっちこそ、気を付けろよ、夜侘！」

「任せてっ……アタシは隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』──負けないんだからぁぁぁ！」

　ステップを踏ふみ、叫さけびながら戦火へと身を投じる、夜侘──隆良と玲愛の周囲で、再び激戦が繰くり広げられる中、玲愛はゆっくりと隆良に語りかけた。

「……結局、始まっちゃいましたね、隆良っち……ウチのせい、ですよね……」

「……いや、そうじゃねーだろ、多分……お前が拒きよ否ひしなかったとしても、うちの魅神が手ぇ出さなかったとしても、政府への不信感がある限り……どっちにしろ、戦いは避さけられなかったと思うぜ？　……仕方ねーコトだろ」

「ふふ、隆良っちは、やっぱり優やさしいですね……でも、ウチはやっぱり、そう思えません……ウチのせいで……ウチが、イイコじゃなかったから……失敗、したから……」

「……おい、玲愛……お前、あんまり変に、思いつめてんじゃ──」

「……ああ……ふふっ……ねえ、隆良っち……ウチは……ウチは────」

　玲愛は、ふるふると体を震ふるわせていた。それまで俯うつむき気味だった顔を上げ、彼女は小さな口をゆっくりと開き、

「ワルい子────ですね」

　泣き笑いするような顔で──ぽつり、そう零こぼした。そうしてから、隠かくし持っていた小こ振ぶりのナイフを握にぎりしめ、それを隆良へと突きつける。

「さあっ……隆良っち。最悪のアウトロー組織──『再世リ・バースデイ』のリーダー、壬玄玲愛が──相手です！　……そして、ねえ、隆良っち……いくら『Ｅランク』だからって、こんな小さなナイフ一本より、弱いワケないですよね？　……ウチはワルい子ですから……実はウチ、『再世』の皆みなさんを今まで、利用してましたから……だから」

「？　何だよ、いきなり……そんな話、ココまで一いつ切さいしてなかっ──」

「ウチが、いなくなったら──残った『再世』の皆さんを、お願いします……皆みんな、ウチに利用されてただけの、被ひ害がい者しやですから。──ウチは、ウチは、もう──」

「……ぁあ……？　おい、玲愛……お前、ナニを──」

　いきなり何を言い出すのかと、隆良は眉まゆをしかめる。対する玲愛はナイフを構えたまま、泣き笑いのような表情はそのままで、瞳に諦てい観かんの色を滲にじませながら口を開いた。

「ウチは、もう────死んだって、構いませんから」

「──！　………………」

「だから、隆良っち……お願いです。ウチの命と引き換かえにっ……皆だけは──！」

　自己犠ぎ牲せいを吐はく口で、大きく手振りする玲愛に──少しだけ沈ちん黙もくしていた隆良だが、片手で顔の上半分を覆おおいながら、不意に笑い声を漏もらし始めた。

「……くくっ……はははは……はははは、ぎゃーっはっはっは！」

「!?　え、あ……た、隆良っち？　……あ、あの……いきなり、どうし──」

「テメーは、今────最も言っちゃいけねーコトを、言っちまったなァ～……？」

「──わふっ!?　え、え……え!?　ウチが……えっ、何のコトですか!?」

　隆良が紡つむぐ不ふ明めい瞭りような言葉に、玲愛は怯おびえるばかりだが、彼は怒いかりのまま言葉を紡ぐ。

「誰だれにでもな、言われたらゼッテー許せねぇ言葉ってのがあるだろ……？　お前は今、それに触れちまったんだよ……こりゃもう、後こう悔かいしたって遅おそいぜぇ……？」

「え……えええ!?　あのちょっ、隆良っち、意味が良く分からな──」

「はいっ、俺様の『許せない言葉ランキング』、ベストスリィーィ……三位は『エグい』。二位は『キモい』。そして栄はえある一位は──『自分は死んでも構わない』──もう、容よう赦しやしてもらえると思うなよ、おぜうさん……さあ──己おのれの罪を悔くいるがイイ──！」

「え……え、え、え？　……え……えええええっ!?」

　瞬しゆん間かん、隆良は──その全身からおぞましい量のゲルを出し、周囲に展開した。実は先ほどの会話中、いざという時のことを考え、隆良は力を溜ためて粘ねん度どを高め続けていた──そして今、それら全すべてを解放し、玲愛の周囲を覆うエグいゲルの形はというと。

「えっ、なんです、コレ……えっ、なんですコレ!?　良く分かんない白い粘液が……か、壁かべみたいに……う、上も……？　えっ、えっ!?」

　外部から見れば、それは半球状のドームになろうとしていた。内側にいる玲愛は混乱しながらも、外側の仲間へ向けて苦し紛まぎれに『連れん鎖さ異能』を放とうとする、が。

「ひえっ……えっ、ええーいっ!?　……って、えっ……あわわわ!?　白いのに当たっちゃった……ていうか、増えたんですけどー!?　失敗!?　失敗しちゃっ……あわわわー!?」

　玲愛にとって、不測の事態──ドームを作ろうとしていたゲルに遮られ、『連鎖異能』は仲間に届かなくなってしまった。それどころか『連鎖』を試みたことで、ゲルを思い切り拡大させてしまい、ゲルドームの完成を速めてしまったのである。

　ゲルで遮ってしまえば、恐おそらく他ほかの異能には作用させられなくなるだろう──単純な思いつきではあるが、それは的中したようだ。完全に混乱している玲愛を見て、隆良は不敵な笑みを浮うかべた。

「おー、おー……お手伝い頂いちまって、ありがとよぉ～？　……腹ぁ括くくったってコトかい？　玲愛ちゃんよう……くっくっく」

「……ぴゃっ!?　や、ち……違うんですよ!?　こういう覚かく悟ごじゃなくですねっ……あっ、何だったら、このナイフ貸しますから！　コレで、ね!?　ぷすーっと、ぷすーっと！」

「おいおい、主導権は俺にあるんだぜェ……？　お前の思い通りになるなんて、思うんじゃねー……ココからは、未来へ向けて……久々のお仕置きターイム☆　……だぜ？」

　ニタァリ……ゲルが無くてもエグい笑みを浮かべながら、隆良は玲愛と対たい峙じしつつ、この白はく濁だくたるドームの中で言い放った。

「『絶対拘束円蓋陣キヤプチヤー・イン・ザ・ゲルドオーム』──お前はもう、俺の手から、逃のがれられない──」

「そっ──そそそんなワケ……こここんな粘液の壁くらい、こ、こうやって──ひあ!?」

　言いながら、玲愛がゲルの壁に手を突つき、通り抜ぬけようとするも──ぬぶんっ、と嫌いやな音と共に手が沈しずみ込むだけで、それ以上は前に進めない。……いや、それどころか。

「う、うあぁ……変な感かん触しよく……うっ!?　て、手が抜けな……わ……わふっ──!?」

　拘こう束そくされてしまった玲愛だが、しかし彼女の悲劇はそれだけでは終わらない。

「え、え、壁が、蠢うごめいて……えっ、ちょ、何でそんっ……やっ、そ、そんっ……あうっ!?　ぬ、ヌメヌメっ、がっ……う、ウチに、まとわり、つっ、つっ……つぃんっ!?」

　思わず変な声を発してしまう玲愛だが、それもそのはず──密着しているゲルの壁が、ぐにぐにと蠢き、玲愛へと絡からむように纏まとわりついてくるのだ。これはエグい。酷ひどくエグい。ドームの中にいるおかげで衆目に晒さらされないのが、唯一の救いだろうか。

　しかし玲愛の現状も最悪だが、『再世』の面々も同様である。混乱しつつも自分達のリーダーを助けに行こうとするが、この状じよう況きようで集中を欠くということは、つまり──

「れれれ、玲愛さまが、ああああの中に──たたた助けねーと……ってあばばっ!?」

「ら、『雷らい神じん』から目ぇ離はなすなっつの!?　危険────ああああ熱ぅ!?」

「ちょっと、気を付けなさいって言ってるでしょ!?　あの眼が紅あかくなってる子、ノータイムで着火してく────ああああたし凍こおってるー!?　いつの間にー!?」

「こ、こいつら──」「て、手がっ」「つけられね────あばばば!?」

　魅神・夜侘・氷莉と、隙すきの無い能力者がチームプレイで臨んでくる。もはや蹂じゆう躙りんされるしかなく、しかも玲愛が心配で仕方ない面々は、戦意を失いつつあった。

　しかし白濁ゲルドームの内側で、玲愛は混乱した頭で考える──隆良は『Ｅランク』のはずではないか、と。それは彼の仲間が言っていたことだが、まさかブラフなのか。この能力、見た感じは確かに『最低』ではあるが、決して弱くは思えない──そんな玲愛の思考を見み透すかすかのように、隆良は完全なるドヤ顔で言い放った。

「Ｅランクとは世を忍しのぶ仮の姿──その正体は『Exceptional　rising　organism』ランクの保持者！　俺こそが、世界で唯ゆい一いつの特別な称しよう号ごうを与あたえられた──ヒーローさ！」

「ふ、ふぃあぁぁ……変な感触……変な感触すぎですよー!?　ややや……やややー！」

　もはや玲愛はそれどころではないようだが、隆良は激しい自己主張をスルーされたにも拘かかわらず、何やらエグい笑えみを浮かべて語りかける。

「ん、んん～っ？　おいおーい……あんま情けないコト言うんじゃねーよぉ……まだまだ序の口だぜぇ……？　本番は──ここからさ」

「う、うえうぅ……？　ゎ、ゎふ……？」

　今でさえ極限の意味で蹂躙されているというのに、これ以上があるというのか──この時点で憔しよう悴すいしきっている玲愛だが、ここで更さらに嬌きよう声せいを上げさせられることになる。

「……え……え、え……な、何ですか、これ……これっ、ひっ……ひやぁぁんっ!?　わう、うっ……!?　ちょ、たか、ら、っち……ふわぁんっ!?」

　何と、玲愛の両りよう腕うでを拘束していた側そばの壁から──『部分的に』粘度を高めたゲルが伸びてくる。それは、そう、完全に──触しよく手しゆである。……触手で……ある……。

「な、なんですコレ……ウソ、ですよね……？　こんなの……現実の光景じゃ、ありえないでっ……──ひ、ひぃんっ!?　なんっ、そ、ダメでっ……ちょ、たからっちぃ!?　だめっ……アカンて!?　そこ、そこはっ……ぜぜ、絶対に入ってきちゃイケないトコですよー!?　どどドコまさぐ、って……りゅうぅんっ!?」

　一体どこに入っちゃってるのか、さあ、皆で考えよう。

　さて、身動きの取れない拘束状態で、更には白濁ゲル触手でヌメッヌメにされている、そんな玲愛が──己の現状を嘆なげき、涙なみだ目めで隆良へと訴うつたえかける。

「ぅぅ……隆良っちぃ……なんで、なんでこんなコトするんですかぁ……ウチ、こんなコトされるほどのコト、言いましたかぁ……？　……ひゃうぅっ!?」

「……おお、言ったぜ、お前は。自分は死んでも構わねーとか、命と引き換えにとか、つまんねーコトをな」

「うっ……だ、だってぇ……ひ、ひあうっ!?　う……し、仕方ないじゃ、ないっ……ですかぁ……んあうぅ!?　そ、そうしないと、皆が──ひぃんっ!?」
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「仕方なくねーっつーんだよ。そーやって誰かのためとか言ってるヤツこそ、本当は誰のコトも考えてねーんだよ。お前がいなくなって、悲しんじまうヤツのコトなんざ、一つもな。それは、お前の仲間のコトだけじゃなく……俺だって、そうだっつの」

「！　え、た、隆良っち？　う、ウチ、そんなコト言われちゃうと……きゅうんっ!?」

「生きてこそ、だろうが──誰かのために死ぬとかじゃねぇ。テメー自身の幸せのために、生きるコトが……今のお前には、必要なんじゃねーのか？」

「ぅ……そ、それは……ひぐっ！　そうかも、ですけ……わうぅんっ!?　あんっ!?」

「なあ、玲愛よ──俺の言ってるコト、間ま違ちがってるか？　お前だって、本当は──今、生きたいからこそ、そんな泣きそうな顔してんだろ？　なあ──違うかよっ！」

　口調は熱いし、隆良は心底から真しん剣けんな様子だが、ゲル触手責め真っ最中である。玲愛が今、泣きそうな顔をしているのも、ゲル触手責めのせいである。

　ゲルドームの外側で会話を聞いていたアリアも、何やら思う所があるようだ。

（壬玄玲愛ちゃんの気持ち……私にも、分かるよ、うん……彼女と似たような考え方をしたコトもあったし……何より私も、スライム責め喰くらったしなぁ……なんかもうあの最中、真ま面じ目めなコト考えるの、バカらしくなっちゃうのだよなぁ……うん……うん……）

　当時の出来事──スライム責めを思い出し、アリアは遠い目をするしかなかった。

　さて、リーダーである玲愛も完全に拘束され、もはや『再世リ・バースデイ』の構成員達は戦意を失い、戦せん闘とうが収束に向かっていく中──魅神は先ほどの、隆良の言葉を思いだす。

『Ｅランクとは世を忍ぶ仮の姿──その正体は『Exceptional　rising　organism』ランクの保持者！』

（……ぁぁ……確かに……あの光景、それに中で起こってるコトを想像すると……納なつ得とくだわ。納得の……『Ｅｒｏランク』だわ……）

　むしろ『Ｅランク程度』と思われることで、あそこで一対一に持ち込めたのは、僥ぎよう倖こうだったのかもしれない。そのエグさだけは直視できそうもないが──けれどそんなエグさを真正面から、愛を持って受け入れる、なんちゃってお嬢じよう様さま・沙凪が歓かん声せいを上げた。

「なんですのあの素す敵てきアトラクション……！　頂きてぇ……是ぜが非ひでも頂きてぇですの！　今度わたくしも、隆良様にやってもらいますのーっ！」

　この子は本当にこのままで大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、心配になるチームメイト達だが──それはさて置き、夜侘もまた魅神と同じように、隆良から受けた言葉を思い出す。

『慣れてんだよ、こちとらよ──差し伸のべた手を、振ふり払はらわれるのはな。でもよ、ビビって引っ込んだ手を無理やり摑つかんで、こっち側へ引っ張り込んでやりゃイイ』

「………………」

　にこり、なぜか微笑ほほえむ夜侘──だが、その両目からは光が消えている気がする。そんな彼女は隆良の言葉を思い出し続けたまま、虚うつろな目で空を見上げ、

『俺は、俺達は……ずっと、そうしてきた。やるこたぁ何一つ、変わりゃしねーさ』

（うん、そうだね、隆良……隆良はずっと、そうしてきたんだもんね……うん……でも『達』って……アタシ達まで、巻き込んで欲しくなかった、かな……うん、ゲル責め）

　もはや何とも言えない微び妙みような表情で、ぼんやりとするのだった。

　そして、『再世』のリーダーたる壬玄玲愛は──下しも野の根ね隆良のゲル触手責めを受け続け、もはや開戦の理由など誰も分からなくなったこの戦いに、終しゆう止し符ふを打つべく──

「い、いぁ……だ、ダメですよ、隆良っちっ……ウチ、ウチそんなん、ダメ……あかん、あかんてぇ……や、やあぁ……わっ……わふぅぅぅぅん!?」

　ついに、敗北を意味する雄お叫たけびを、高らかに上げるのだった──次回も、隆良と地じ獄ごくに付き合ってもらおう（ゲルの）。







「……わ、わふぅ……ふぁうあぅ……ううう……」

　ゲルのドームは既すでに開け放たれ、ゲル塗まみれでべっとべとでぐったりしている玲愛に、既に拘束されている『再世』の構成員達は、

「ぅぅ……お労いたわしい、お労しすぎるぅ……こ、こんな、こんな玲愛さまのお姿……」

「ぅぅ、くそっ……足の拘束は緩ゆるいはずなのに、立ち上がるコトも出来ねぇ……」

「アンタら最悪よホント。アンタらは捕つかまっても仕方なかったんじゃないの」

　なぜだろうか、男性アウトローは女性アウトローに責められている。なぜでしょうね。

　完全に、隆良達の勝利で幕を引いた争い──チームの中でアリアだけが、この場にはいない。建物内部のアウトロー達を連行するため、指示を出しているようだ。

　そして後は、この場にいる彼らも連行して終わりだ──そう思っていたのだが。

「──ルリ！　ナニしようとしてるんですのっ……待ちますの！」

「止めないで、沙凪ちゃん──ルリは……ルリは、この時のためにっ……今までっ！」

　あらぬ方向からの喧けん騒そうに、その場にいる全員の目がそちらへ向く。見えるのは、ハンドガンを持つルリの姿──玲愛のほうへ向かおうとしているのを、沙凪が必死に止めていた。隆良は過去に、それでルリから撃うたれたのを思い出し、少し背筋を冷やす。

「ルリさんっ……や、止やめてくださいっ！　戦いは、もう終わったんだよっ!?」

　沙凪に続いて夜侘も、ルリを止めようと慌あわてて駆かけ寄る。が、しかしルリは二人の制止を振り切って、玲愛のほうへ歩み寄ろうとした。

「壬玄玲愛っ……やっと、この時が来たっ……ルリは、この時のためにっ……戦ってきたんだからっ！　ママの……ママの、仇かたきをっ……！」

「………………」

「っ……何よ、目、覚めてるんでしょ!?　何とか言いなさいよ……壬玄玲愛っ！」

　ルリにハンドガンを突き付けられながら──倒たおれたままの玲愛は、空を見ていた目をルリのほうへと向けて、ぽつり、小さな声を漏もらし始めた。

「ウチが……ウチが今までに起こした、失敗で……アナタの大切な人を、奪うばっちゃったんですよね……？　ウチ……ウチ、アナタに……言わなくちゃいけないコト、言ってませんでした……本当に、ワルい子ですよね……ウチは……」

「……は……？　ナニよ……今さら、命いのち乞ごいでもしようとでも──！」

　怒いかりのまま、ルリは指先に力を籠こめようとする──が、

「────ごめんなさい────」

「──────！」

　玲愛の放った一言で、ハンドガンを持っていた手の力が、すう、と抜ぬけてしまった。そんなルリへと、玲愛は続けて言葉を送る。

「……謝ったって、許してなんて……もらえないでしょうけど。でも、ウチは……これが最さい期ごになるのなら……せめてそれだけ、言わせてほしかったんです……」

「……………………」

　玲愛の謝罪を聞いて、ルリは立ち尽つくしてしまう。けれどすぐさま顔を上げ、改めてハンドガンを向ける。玲愛は──『覚かく悟ごは出来ている』とばかりに、目を閉じていた。

「……殊しゆ勝しような……心がけ、じゃないっ……イイよ……なら、望み通り────っ!?」

「待って──待ってよ！　お願いっ……玲愛さまを、助けてあげてっ！」

　けれど、空から飛来してきた『風の子・ファン』に遮さえぎられ、ルリは再びその手を止めることになる。まだ十歳かそこらの少女の妨ぼう害がいに、思わずハンドガンを上に逸そらしたルリへと、『風の子・ファン』は地に膝ひざを突ついて必死で嘆たん願がんし始めた。

「玲愛さまは……玲愛さまは、ワルい子なんかじゃないんだからっ！　玲愛さまがこんな組織なんかにいて……リーダーなんてやってたのは、私達……末まつ端たん構成員のせいなの！　私達の行き場を守るためにっ……今まで、我が慢まんしてっ……！」

「!?　……ナニよ、それ……どういう意味？」

　問いかけてくるルリに、『風の子・ファン』は地に膝を突いたまま、どう話すべきか暫しばらく考え込んだ後──ようやく、その小さな口を開いた。

「……私は……ストレンジャーになって、両親に余所よそ余所よそしくされて、他人からも避さけられるようになって……それで居場所が無くなって、逃にげて……でも、逃げた先にも居場所なんか、無くて……私、アウトローなんて呼ばれても、あの頃ころは『異能』も使いこなせてなかったし、強くなかったし……どうしようもなくって……でも、でもっ……！」

　まだ幼さの残る少女の言葉は、たどたどしくも、徐じよ々じよに熱を帯びていき──今は思考によるものではなく、ただ感情のまま、真まっ直すぐな想おもいを口にしていた。

「でもっ……そんな私を、行き場のなかった私をっ……『再世』のリーダーに祭り上げられちゃってた玲愛さまが……拾ってくれたのっ！　居場所を……くれたのっ！」

「……っ……」

　拙つたなくも、偽いつわらざる感情をぶつけてくる少女に、ルリは困こん惑わくを深める。『風の子・ファン』は、ただ無我夢中で言葉を続けた。

「今だって……戦いに巻き込まれたら大変だからって、玲愛さまは私を隠かくしてくれてたの……玲愛さまは、優やさしい人なのっ……一回は捕まって『再世』から離はなれた私を庇かばって、また一いつ緒しよにいさせてくれて……『金こん色じき獅し子し王おう』さんや『投とう影えい』さんだって、隠してくれてるしっ……そんな優しい人を殺すコトなんてっ……お願いだから、しないでっ……！」

　必死で言葉を紡つむぎ、懇こん願がんする『風の子・ファン』に続くように、拘こう束そくされていたアウトロー達も這はうようにしてルリと玲愛の間に入ってくる。

「あちきかて、そやっ……地面揺ゆらすん気味悪がられるし、迷めい惑わくがられるし、怖こわがられて……けど玲愛さまに拾ってもらって、あちきは……あちきはっ！」

「そうだ……玲愛さまが拾ってくれたおかげで、俺らには居場所が出来たんだ！　ブレインとか名乗ってたアイツは、Ｄランク程度の『振しん動どう波は』なんていらねぇとか、見向きもしなかったのに……玲愛さまだけは、一人じゃ寂さびしいだろうから、って……うっ……」

「その代わりにって、玲愛さまは『再世』のリーダーを続けさせられて、働かせられてっ……俺らなんか放ほっとけば、いつでも姿を消すコトだって、出来たはずなのに……」

「あたしらが悪いんだよっ……だから、玲愛さまを殺すっていうなら……まずはあたしらからだろっ!?　あたしらから殺しなよっ……さあっ！」

「……まあ、殺されないなら、それに越こしたコトは無いんですけど」

「黙だまってろタコ！」「蹴けり飛ばすぞアホ！」「そんなんだからアウトローとか呼ばれんだよカス！」「悔くい改めろチキン野や郎ろう！」

　一部、総スカンを喰らっている者もいるが──そんなアウトローでさえ、臆おく病びようを口にしながらも、玲愛の盾たてになるのを止めようとはしなかった。

　そんな『再世』の姿に、ルリは戸と惑まどっていた──ルリの目的は、あくまで母を亡なくす原因となった壬玄玲愛だというのに、関係の無いアウトロー達が立ち塞ふさがっている。

　ぐっ、と力強くハンドガンを握にぎりしめながらも、ルリが逡しゆん巡じゆんし続けていると──そこで彼女に声を掛かけてきたのは、トーヤだった。

「ルリ──悪を断ずるのなら、容よう赦しやは不要だ。キミが今から、どういう行動を取るにしても、迷いがあってはいけないよ。キミは今、キミ自身が本当に望む行動を、取るべきだ。決して……後こう悔かいは、しないようにね」

「！　……トーヤ……ルリは……ルリ、は……」

　トーヤの言う通りだ、後悔だけは、したくない──なら、どうすれば後悔せずに済むのだろう、とルリは考える。今この瞬しゆん間かんのために、ルリはトーヤと共に戦い続けてきた。母の仇を、取るために──自分のような人間を、もう出さないようにするために。

　それを思えばこそ、ルリはついに人差し指を引き金に添そえる、が。

「っ……壬玄玲愛っ！　ルリは、ルリは──ママの仇を──！」

「────やめろ、ルリ────」

「──────えっ？」

　トーヤとは反対側の方向から、またルリへと語りかける声があった。それは、下野根隆良──彼はいつになく真しん剣けんな眼まな差ざしを送るのと同時に、ルリへ声を送ってくる。

「復ふく讐しゆうなんて、良くねぇ──なんて言うつもりは、無い。少なからずお前は、それを目標として、今日まで貫つらぬいてきたんだろうからな。……でもよ、俺は言うぜ。なあ、ルリ……引き金を引くのは────よせ」

「！　……たっ……隆良さんに、何が分かるっていうんですっ！　ルリは……ルリは、もうっ……後悔したくないんですよ！　だからっ……だから、ルリはっ──！」

「やっちまえば、お前は絶対に──後悔すんぞ」

「…………えっ…………？」

　隆良の言葉で、ルリは呆あつ気けに取られて目を丸める。そんなはずはない、と言葉に出来ないルリに、隆良はそのまま続けた。

「お前はもう、分かってんだろ？　お前はココへ来てから、知っちまった……お前の中でイメージしてた凶きよう悪あくな仇の姿と、現実に知っちまった玲愛の姿には、大きなズレがあるって。それを知って、なお、復讐を果たそうっつうんなら──お前は絶対に、後あとで後悔する。ほんの一時どころじゃねえ……その後悔は、きっと一生続くぜ」

「っ……そんな、コト……後悔なんて、しないっ……だって、ルリは……ルリは本当に、復讐を果たしたい、って望んで──！」

「バカ言ってんじゃねぇよ──引き金を引こうとしてるお前のほうが、よっぽど死にそうな顔してんのに──それで後悔しないはず、無いだろ」

「──────！」

　ルリは今、自分がどんな表情をしているのか、考えもしなかった。隆良に言われて初めて、それを意識して──今の自分の行動を、本当の意味で省みることが出来た。

　自分は今、誰だれに銃じゆうを向けているのか。壬玄玲愛を、単純に母の仇と呼んで良いのか。抵てい抗こうもせず、泣きそうな顔で『ごめんなさい』と口にした彼女を、撃っても良いのか。

「………………」「………………」

　トーヤも、隆良も、もう何も言わなかった。魅神達も、一言さえ発しない。

　全すべての目が、ルリの行動を注視する中──ついにルリは、動いた。

「………………」

　ルリはもう、それ以上は何も言わず。

　ハンドガンの引き金を────引いた。

　────けれど、それは空へ向けて、だ。

「…………ルリ」

　ぽつり、隆良が彼女の名を呼ぶ。ルリはハンドガンを持った手を下ろし、それをもう誰かに向けようとはせず、おもむろに玲愛へと語りかける。

「ルリは、アナタを……やっぱり、許せません。絶対に……許すコトは、出来ません。ママを死なせる原因になった、そのコトを……割り切るコトなんて、出来ません」

　ルリの言葉に、玲愛は悲しそうに目を細め、その口から力無い言葉を発する。

「……はい……ウチは、ワルい子……ですよ、ね……だから──」

「けれど──だからこそ。……ルリは、アナタに、償つぐなって欲しい。……壬玄玲愛……アナタは、生きて、自分のミスを──挽ばん回かい、してほしい」

「！　え……ルリ、っち……？」

「……アナタの処しよ遇ぐうは、隆良さんに委ゆだねます。ルリは……アナタの顔を、まだ真っ直ぐには見られない……だから、ルリは……向こうへ、行ってますから」

　言い残したルリが、隆良の隣となりを横切って、少し離れた場所で立ち尽くす。

　ルリと入れ替かわりで、隆良はいまだに膝を突いていた『再世リ・バースデイ』の面々の横を通り抜け、倒れっ放しの玲愛に手を差し伸のべる。

「……さて、じゃあよ……まず、立ち上がろうぜ。ずっとぶっ倒れたまんまじゃ、歩いて前に進むコトも出来やしねーだろ？　……ほれ」

「あ……隆良っち。……でも、ウチ……隆良っちの手を、取る資格なんて……」

「はぁ？　ったく、資格だ何だ、どいつもこいつも小難しく考えんなっつの。まあいいや、だったら──無理やり引っ張って、立たせてやるだけだから……よっ、っと！」

「えっ？　……あっ……わ、わふっ!?　あわわっ……」

　無理やり隆良に引き起こされ、玲愛は少しばかりふらつく。少しの間、隆良は彼女を支えていたが、自分の足でしっかり地を踏ふみしめたことを確認し、改めて話しかけた。

「さて、と……これからお前らを、どうするのか。……俺、ちょっと考えてみたんだけどよ──結局のところ、お前らはまだ、政府のコトを信用できちゃいないんだよな？　さて、無理強じいして連行したって、逆効果だと思うしなぁ……さすがのアリアでも、ちゃんとした新政策を通すのには、まだ時間が掛かるだろうし……」

「……？　え、えと……隆良っち？」

「……おし、決めた──お前ら、このまま全員で、どっか行っちまえ！」

「え。……え、え……えええ!?　ど、どーいうコトですか、隆良っちー!?」

　その言葉に驚おどろいたのは玲愛だけでなく、『再世』の面々と、魅神達も同様だ。けれど、そんな反応はどこ吹ふく風、隆良は歯を見せて笑いながら続けた。

「今の政府に連行されたって、お前らに色々な事情があるコトを考こう慮りよに入れても、やっぱ犯罪者としてしか見られねーよ。でもよ、ちょっとの間、どっかで大人しくしといて……已やむに已まれずアウトローになったり、アウトローにされちまった奴やつらのコト、ちゃんと考えた法が出来てから──それから、罪だ何だっつーのを、改めて清算に来いよ」

「えっ……や、でも、隆良っち……む、無茶苦茶じゃないですか!?　そ、そんなの……」

「だってお前ら、政府のコト、まだ信用できねーだろうし……ストレンジャー軽視のアホな政策に裁かれてんのを見るなんざ、癪しやくだし。……あ、でも勘かん違ちがいしてんじゃねーぞ!?　お前ら、調子に乗って犯罪なんざ犯おかそうとしやがったら、即そく出動して全員ボッコボコにしてお縄なわにつかせてやっからな!?」

「そっ、そんなコトしないですよー!?　ウチ達、進んで悪いコトなんてしたくないですもん!?　人助けトカならともかく……ワルい子になんて、なりたくないで──」

「んじゃ、何の問題もねーな。大人しくしてろよー。何だったら、お前が言うように人助けにでも励はげんで、ポイントでも稼かせいで……玲愛らしく、イイコにしてやがれ」

「！　……隆良っち……う、ウチ……イイコ、なんかじゃ……」

　顔を伏ふせて否定しようとする玲愛の頭に──ぽん、と手を置きながら、隆良は笑う。

「んじゃ、イイコになれ。政府のコト、信用できねーっていうお前の仲間を、お前が説得しろ。状じよう況きようは、変わってく……変えられる、ってな。そんで、時期が来たらよ……改めて、皆みんなを連れて、罪を償いに来い。クソ詐さ欺ぎ師し幹部共の口車に乗せられてたとはいえ、ヤツらに利用されて悪事を働いたコトもあるのは、事実だしよ。……そんで──」

「っ……そ、そんっ……そんでっ……？」

「……改めて、ヒーローたる俺様に──イイコだって言わせに来い！　……いいな？」

「！　……は……は、は……はい……っ、ウチっ……ウチっ……！」

　涙なみだ目めの玲愛が、隆良を見つめ──口元を綻ほころばせ、久方ぶりの笑え顔がおを見せる。それは、あの公園で見たのと同じ、彼女らしい快活な笑顔だった。

「頑がん張ばりますっ……頑張って、頑張って……皆を、説得してっ……隆良っちの言う通り、いつか償いに来ますっ！　えへへ、それで、それでー……隆良っちに、イイコ、イイコって、してもらうんですからっ！　待っててくださいねぇ！」

「……おお、望むところだ！　楽な道じゃねーだろうけど……なに、こんなに大勢に慕したわれてんだ……お前になら、出来るだろーぜ！」

「はっ……はいっ、当然ですよー！　なんたって、ウチは……イイコですからねっ！」

「へっ……その意気だぜ、玲愛……気張っていけよ！」

　ぐっ、と握り拳こぶしを作る隆良に、玲愛は笑顔で返し──拘束されていた『再世』の仲間達を解放した後、『風の子・ファン』に抱だき着かれながら言葉を交かわす。

「びっ……びえええっ！　玲愛さま、玲愛さま～……良かったですぅ～！　私、玲愛さまにずっと付いていきますからぁ～！　頑張りましょうね～！　びえええんっ！」

「ええ、もちろんですー！　ウチはイイコですからね！　イイコは頑張るコトに定評があるんです！　さーあ、皆みなさん立ってください！　お行ぎよう儀ぎよく並んでいきますよー！」

「「「お───っ！」」」

　声をぴたりと揃そろえ、玲愛に従う『再世』の面々は、もはやアウトローとは呼べないのかもしれない。そんなことを考えていた隆良に、玲愛は去り際ぎわ、また語りかけてくる。

「────たーからっち───！　……えへへー……」

「ん？　……おーう！　何だよ玲愛、まだ何かあんのかぁー!?」

「ウチ、頑張りますから……頑張って、自分のミス……挽回しますからっ！　だってウチ──イイコ、ですからねっ！　だから、いつかまた……ウチが、もっともっと、イイコになったらっ……ナデナデしてくださいねーっ！」

「……へっ、なーに言ってんだ！　いつかとか、ご褒ほう美びとか、ンなセコイこと言わず……寂さびしくなったら、いつでも撫なでられに来やがれぇぇぇ！」

「！　……隆良っち……えへへ、ありがとーっ！　えへ、えへへー……ウチね、隆良っちのコト……大好きですよーお！　えっへへーっ！」

「「「「──────!?」」」」

　思いがけない『大好き』発言で、魅神と夜侘、そして沙凪と氷莉が、一様に表情を強こわ張ばらせるも──玲愛はもう、『再世』を率いて、そのまま去ってしまったのだった。

　さて、『大好き』発言を受けた、隆良はというと──

「……ったく、人ひと懐なつっこいヤツだな、出会った時と同じで……まあ、挨あい拶さつ代わりみてーなモンだろな。うん……犬っぽいヤツだぜ、ホント」

　まあ、平常運行なのであった。

　と──そんな隆良が片手で軽く頭を搔かき、視線をとある方向へと向ける。彼の視線の先に居たのは──背中を向けたまま、空を見上げる、ルリだった。

「よう、ルリ。大だい丈じよう夫ぶか──……なんて台詞せりふ、安っぽいよな？」

「……ええ、ホント……そうですね。それに、大丈夫なワケ……ないじゃないですか」

「……だよな。……お前は、何ていうか……ああ、何て言や、イイのかな──」

「────ルリは」

　言葉に迷う隆良を遮さえぎり、ルリは空を見上げたまま、言葉を紡つむぐ。それは、独り言のようで──けれど、隆良へと語りかけているようにも思える。

「ルリは……ずっと、ずっと……ママを死なせた、ママの仇かたきを追って……ほとんどそればかりを、生き甲が斐いにしてきて……でも、ホントはルリ、ナニをしたかったのかな……復讐だとか、そんなコト言って……でも、ルリ……ルリ……」

「……………………」

「あの人に……壬玄玲愛にっ……『ごめんなさい』って言われた時……気付いちゃったんです……ルリはきっと、その言葉が、聞きたかったんだって……それを聞いたのに、復ふく讐しゆうなんてしちゃったら、後こう悔かいするってっ……隆良さんの……言う通り、だったんだっ……ルリの復讐は、もうあの時……終わってたん、だっ……」

「…………ルリ…………」

「ね、隆良さん……ルリ、これで……良かったよねっ……正しかったんだよ、ねぇ……!?　頑張ったよね……ルリの、ママは……ルリのコト……褒ほめて、くれるよねぇ……!?」

「……ああ……少なくともよ、俺は……そうだと、思うぜ。……お前は、正しいコトをした。胸を張って……お前は、そう言って、イイんだ」

「……っ……う、あっ……ルリはっ……～～～っ……ひぐっ……うええっ……ああっ……っ、う……うあぁぁぁんっ……ひっく、えぇん……うぇぇぇんっ……！」

　ルリは、大きな大きな、泣き声を上げた。隆良の胸を借りて、泣き続けた。

　まるで、今までの三年間、堪こらえてきた全すべてを吐はき出すように──泣き声は空の彼方かなたに、延々と響ひびき、吸い込まれていくのだった。







　ひとしきり泣いた後、ルリは真っ赤になった目と鼻を恥はずかしそうに押さえ、隆良からそっぽを向いていた。何やら顔も真っ赤にしつつ、取り繕つくろうように声を漏もらす。

「……あ、あー、もうーっ……ルリ、不覚にも今回は隆良さんの胸を借りちゃいましたけどねぇー……か、勘違い、しないでくださいよねー!?　ルリはトーヤ一筋なんですからー……ルリ、一いち途ずな女なんですからっ！　わ、分かってますー!?」

「おー、へーへー、そりゃお熱いコトですねぇー」

「ま、真ま面じ目めに聞いてくださいよー!?　ちょっと、もー、隆良さんってばー!?」

　怒おこってポカポカと叩たたいてくるルリだが、隆良は全く動じない。ちなみに、話の種になっているはずのトーヤは、特に興味なさげに離はなれた場所でぼんやりとしていた。

　それにしても、先ほどまで殺さつ伐ばつとして『復讐』に身を投じていた少女とは、とても思えない変へん貌ぼうぶりだ。いや、いつもの調子に戻もどったというべきだが──しかし。

「んむーっ……そうやって、真面目に聞いてくれないんならー……この余った時限式爆ばく弾だんを、隆良さんに取り付けて……体を爆発させた後、爆弾ごと戻す、爆発させる、戻す、爆発させる、を延々と繰くり返して……思い知らせるしかないですかねー……」

「発想がエグいわ。能力フル活用して拷ごう問もんに興じようとすんなって。前の『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』の時にちょっと体験したけど、痛みは覚えてんだからね。発はつ狂きようモンですよ、それ」

　ちょっとさすがに、いつもの調子はまだ完全に取り戻していないらしい。恐きよう怖ふ体験は避さけたいところだが──ふと、ルリの様子が調子云うん々ぬん以上におかしいことに気付く。

「……うー……もー、ルリとしたコトがー……隆良さんに、あんなに助けられちゃうなんて……うー、うー……こ、このままじゃ、ルリとしてはぁ……収まりが、つかないっていうかぁー……うー、うー……」

「？　おーい、ナニをブツブツ言ってんだ、ルリ……うーうー、って、うるせーぞ」

「……やっぱり、ルリ……このまま借りを作ったまんまじゃ、プライドが廃すたりますー……隆良さんに、思い知らせないとですよねー……」

「えっ、さっきの拷問、マジで実行？　うん……全力で逃にげるわ──って、ぎゃぴ!?」

　背中を向けようとしたところ、がっしりと後ろから抱き着かれ、身動きが取れなくなる。やばい、拷問喰くらう──先ほどのエグい発想の実現を思う隆良に、しかしルリは、

「……た、隆良さん……ちょっと、ジッとしてて……う、動かないで、くださいねっ……ルリの、お礼……今、渡わたしますからー……」

「……へ？　お礼、って……お礼参り的なアレか！　くそっ、マジでやる気かっ……うう、恩を仇あだで返されるとは、このコト……────へっ？」

「──────ちゅっ♡」

　瞬しゆん間かん、隆良が完全に硬こう直ちよくする──それもそのはず、今まさに、ルリからほっぺにキスをされたのだから。思いがけない行動を取った張本人は、隆良からようやく離れ、顔を真っ赤にしつつ、鈴すずの音ねのような声こわ色いろで言葉を紡いだ。

「……ふ、ふふ、どうですかー？　るっ……ルリのお礼ですー！　こここ、こんなの特別なんですからねー!?　ちょ、超ちようがつくほど稀まれなんですからーっ……あ、だからって勘違いしないでくださいよ!?　るるルリは、トーヤが一番なんですからっ、からっ……」

「……る、ルリ……お前……」

「！　は、はぅ……な、何ですか、もぉー……そんな、ボーっと惚ぼけちゃうくらい、喜ばなくてイイじゃないですか、もうー……」

　もじもじとするルリに、呆ほうけていた隆良は、ようやく口を開き──呆あきれ声を漏らす。

「お前……お礼がほっぺにキスとか……どんだけ自分を高く見積もってんだよ……いくら何でも、自じ意い識しき過か剰じようにも程ほどがあんだろ……」

「どぼふっ──いやどういう反応ですか!?　ありえないでしょ、それー！　変な声出るほどでしたよ!?　そういうの、たとえ思ってても口に出さないモノでしょー!?」

「いや、だって、なぁ……？　お礼っつーんなら、まだ……金きん一いつ封ぷうとか包んでもらうほうが、なぁ……？　ほっぺに口付けただけのがお礼とか……なぁ……？」
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「そ、そんなコトないでしょー!?　元ですけど、アイドルのほっぺチューですよ!?　値あたい千金の価値がありますよ！　自分で言ってて恥ずかしくなってきましたけど！」

　顔を真っ赤にして憤ふん慨がいするルリだが、隆良はストイックというか、何だかもう空気を読む気もゼロで無神経さ爆発である。

　が──そんなルリのほっぺチューを目まの当たりにして、絶句していた顔が三つ。魅神を始めとし、更さらには沙凪と氷莉もである。

「なに、いまの……ナニイマノ……ふふ、ふふふふ……ふっざけんじゃないわよ！　バカ隆良なんて、どうでもイイけどっ……どうでもイイけど、ふじゃけんなっ！」

「魅神、めっちゃ矛む盾じゆんしたコト言ってますのよ!?　しかし、うぬぬ……とんだ伏ふく兵へいに持ってかれたモンですの……おのれルリ！　ですの！」

「だらだらモットーなわたしだけど……ひさびさにキレちゃったよ……やっちゃう？　やっちゃう？　もう、おくじょーいっちゃう？」

　口を揃えて文句を吐き出すも、少女たちの怒いかりは収まらない。特に魅神は地じ団だん駄だを踏ふむ勢いで、怒りをあらわにしてみせた。

「何なのよっ……あんなの、最悪でしょ!?　相手の同意も得ず、一方的になんて……破は廉れん恥ちよ、破廉恥！　あんないきなり、避よけられないようにしてから奇き襲しゆうなんて……恥ずかしくないのかしら!?　やるコトが卑ひ猥わいだっていう……ん？」

　そこで魅神は、ふと気付く。なぜか夜侘は、明後日あさつてのほうを向いていた。こんな時、率先して文句を言いそうな彼女の不可思議な行動に、魅神は疑心を隠かくせない。

「……ねえ、夜侘ちゃん？　夜侘ちゃんは、何で文句言わないの？　ほらほら、アナタの『宿星の片割れスター・パートナー』とやらが、同意も得ずに一方的に回かい避ひ不可能なほっぺチュー喰くらっちゃったのよ？　どうしてそっぽ向いてるの？」

「……いえ～……別にそんな～……ですよね～……卑猥ですよね～……避けられないようにしてから、奇襲とか、ダメですよねぇ～……ごにょごにょ……」

「ん？　……ヘイ、夜侘ちゃん？　何で私の目を見ないの？　ん？　……ん？」

　夜侘は何か後ろめたいことでも、もしくは前科でもあるのか、思い切り明後日の方向を向き、魅神の問いかけに生返事で応じていた。『ん？　ん？』と言げん及きゆうしてくるような魅神の視線に責められ、思いっきり居い心地ごこちが悪くなってしまう。

　戦せん闘とうが終わった直後で疲つかれているはずなのに、大おお騒さわぎする呆れた面々──と、そこで不意に新たな闖ちん入にゆう者が、声を掛かけてくる。

「──皆みんな～、お疲れ様～。任務は終わったみたいね～……うふふ～☆」

「！　……リーザ？」

　隆良が闖入者の名を呼ぶと、彼女はいつも通りの笑えみを浮うかべ、彼に語りかけてくる。

「うふふ～……それにしても、『再世リ・バースデイ』の子達を逃がしちゃうなんてねぇ～……まあ幹部連中は捕つかまえたみたいだし、彼らに積極的に協力してた悪性アウトローも連行してるそうだし……ギリギリ及きゆう第だい点てん☆　ってトコかしら～？」

「……は？　及第点って……何だそりゃ？　テストしてるみてーなコト……」

「ん──ピンポーン☆　下野根ちゃん、大正解よ～。この同盟任務の裏の目的……実は、下野根ちゃんをテストするコトだったの～」

「…………んあ!?　て、テストって……何のこっちゃ？」

　首を傾かしげて疑問を顔に浮かべる隆良へと、リーザはくすくすと笑いながら続ける。

「うふふ～……下野根ちゃん、トーヤちゃんとチーム組んでて、何かおかしいと思わなかった～？　普ふ段だんは首突つっ込みたがりのトーヤちゃんが、今日は随ずい分ぶんと大人しかったって、そう思わない～？　それとも任務が大変すぎて、気付かなかった～？」

「へ？　……ああ、そういや、確かにそんな気も……つかトーヤ、お前、仲間からも首突っ込みたがりって思われてんのか。ぶふっ、言い得て妙みよう。ウケるんですけど」

「爆ばく破はするよ？　下野根隆良」

「お？　望むトコだコノヤロー。決着付けるかコノヤロー」

　話が横道に逸それそうになるが、しかしリーザが過か剰じように育ったバストを大きく揺ゆらしながら、隆良へと注意する。

「あんっ、ダメダメ、ちゃんと最後まで話を聞いて～？　だからね～……この任務は下野根ちゃんにとっての、テストだったの。うふふ～……何のテストか、分かるかしら？　ちなみに、トーヤちゃんが提案したんだけどね～……実は──」

「トーヤが？　けっ……だったらどーせ、ヒーロー足り得るか～、みたいなアホなテストだろ？　んでどーせ、キミはヒーロー足り得ない、キリッ、とか、そーいう──」

「下野根ちゃんが、『ヒーロー軍団』の──『絶対正義ジヤガー・ノート』率いる直属チームに入れるかどうか、っていう……テストだったのよ──」

「………………は？」

　それは、隆良にとって予想しえなかった言葉──その意味が摑つかめず、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまったのは、その場にいた彼のチームメイトも同じだ。

　沈ちん黙もくに包まれるその場で、リーザが続けて言葉を紡つむごうとしたところ──それを片手で制したトーヤが、隆良へと声を掛ける。

「……下野根隆良──実のところ、『絶対正義』はキミのコトを、無条件で僕達の仲間に迎むかえ入れたがっていた。しかし僕は、キミをテストすべきだと、そう思い──今回の同盟任務を、テストとして利用した。……一応、ルリもそれは承しよう諾だくしているよ。そして」

「……？　は……？　いや、え……お前ら……ナニを、言って……」

「正直なところ──結果は散々だね。公園ではターゲットである『再世』のリーダーをみすみす逃がし、戦い方もエグく気持ち悪いのは変わらぬまま。更に今だって、『再世』のリーダーどころか、その構成員達を……末まつ端たんとはいえ、勝手に放流してしまった。ハッキリ言って……キミはヒーローに、相応ふさわしくない」

「っ!?　わ、訳の分からんコトに加えて、勝手なコト言ってくれてんじゃねーぞ！　つーかテメ、どーせそれが言いたかっただけなんだろが──」

「しかし、だからこそ──下野根隆良。キミは、僕達と共に──『絶対正義』の下もとへ向かうべきだ、と僕は判断した」

「──……は、はあ……？」

「分からないのかい、下野根隆良──キミは『絶対正義』の下へ来て、彼の傍そばで──真のヒーローとは何たるか、それを学ぶ必要がある、と言ったんだ」

「……は……はぁぁぁ……？」

　突とつ然ぜんの申し出に、呆あつ気けに取られる隆良だが、そこでルリが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら声を上げてきた。

「えへへー……トーヤってば、素す直なおじゃないんだからー……ホントはトーヤ、隆良さんに来てほしいんですよー？　同じヒーローさんに憧あこがれて、ヒーロー談義に花を咲さかせたいんじゃないカナー？　ルリじゃヒーローさんの話は良く分かんないから、その話は出来ないし……でもルリ、トーヤのコトなら何でも分かっちゃうんですよねー♪」

「……ルリの言うコトは、単なる妄もう言げんだよ。そんな事実は一いつ切さいない。ただ僕は、あまりにも未熟な下野根隆良に呆れ果てて、ヒーローとは何たるかを改めて学ぶべきと──」

「ほらね、素直じゃないんだからー☆　トーヤってばぁ……そういうトコが意外とカワイ──ぷみーっ!?　ちょ、突然の爆破！　久々！　生まれてこの方、発した覚えのない声が出ちゃった！　トーヤといると毎日が愛の新発見！」

　良く分からないルリの言葉に、トーヤは『ノーサンキュー』と両手でバツ印を作って距きよ離りを置こうとする。

　しかし、そんなやり取りなど全く目に入っていなかったかのように、上の空だった隆良が──ぼそり、トーヤに向けて気の抜ぬけた声を漏もらす。

「……つ、つまり……『絶対正義』さんが、俺を……『ヒーロー軍団』に招きたい、って……俺を、仲間にしたい、って言ってる……って、コトか……？」

「……呆れたモノだね……まだ、理解してなかったのかい？　だから、そうだと言っているだろう。……まあ僕としては、渋しぶ々しぶ仕方なく、というところだけど──……？　下野根隆良……どうした？　……嬉うれしさの余り、惚けているのかい？」

「……え、だって……それじゃ、俺は……え？」

　トーヤの言葉には答えず、隆良はぎこちない動作で首を動かし──仲間達のほうを向く。そこには、隆良以上に事態を把は握あくできず、呆けている少女達の顔があった。

「……え……？　バカ隆良……え……？　それ、って……つまり……え？」

「……隆良……え、どうするの……だって、そうしたら……冗じよう談だん……だよね？」

　魅神と夜侘が、辛かろうじて口を動かすも、会話としては成り立っていない。沙凪と氷莉に至っては、口を開くことさえ出来ないようだった。

　リーザは、何を考えているのか相変わらず摑めない。にこにことしているだけだ。

　ルーネは、こちらも無表情なため、分かりにくいが──けれど隆良や魅神達の戸と惑まどいに反応しているのか、きょろきょろと忙せわしなく視線を動かしていた。

　そしてようやく、隆良は自分が選せん択たくを突き付けられている事に気付く。

『ヒーロー軍団』の、憧れのヒーロー『絶対正義』の直属チームに招かれている──その言葉が意味することは。

「…………あ」

　今、見つめている仲間達と──そしてアリアと、ヱリコと──つまり。

「……俺が、『絶対正義』さんのトコに行くってコトは……要するに……」

　仲間達との別れを意味している事に────他ほかならないのだ。







　05　くそっ……セーブポイントが、セーブポイントがあればっ……選択肢に悩む必要なんて無くなるのにぃぃぃ！







　下しも野の根ね隆たか良らを、『絶対正義ジヤガー・ノート』の直属チームへ迎え入れる──リーザと、そしてトーヤとルリからそう告げられた隆良は、しかしその場で返事が出来なかった。

『考える時間が欲ほしい』──隆良がそう告げた時、トーヤは『何を考える必要があるのか』と疑問に首を傾げていたが、ルリが隆良の気持ちを尊重して間を取り持ってくれた。

　結果、トーヤ達がこの街を出立する明日の朝までに、結論を出すことを決め──それから隆良は考えをまとめるため、今、一人で歩いていた。

　どうするべきか──この街に残り、チームの仲間達と共に、今まで通りの日々を過ごすのか。それともトーヤ達の誘さそいに応じ、憧れのヒーローの下へ向かうのか。

「『絶対正義』さんの、直属チーム……『ヒーロー軍団』の、トップ、か。そこへ行きゃ、俺がヒーローだっつう、分かりやすい証明になるかな……今や、『ヒーロー』っつったら、『絶対正義』さんのコトだもんな……へへっ……」

　そんな言葉を漏らしながらも、けれど隆良の表情は冴さえない。ずっと悩なやみながら歩いていた彼が、ほとんど無意識に足を向けていた場所──そこへ辿たどり着いたと同時に、俯うつむけていた顔を上げながら、ぼそりと呟つぶやき声を漏らす。

「……結局、ここへ来るコトになっちまうんだよな……はぁ」

　溜ため息を吐つきながら、隆良はその場所を──研究所を見上げる。

　よくよく考えれば、これまでの人生の内でこの場所との付き合いは、それほど長くないはずだ。四月に初めて訪おとずれて、この一月までの、九か月程度。しかもその内の五か月は、例の『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』に隔かく離りされていた。

　なのに、それにも拘かかわらず──隆良にとってこの場所は、まるで十年来の付き合いがあるように思えてしまう。いつの間にか足が向いて、家に居る時以上にくつろげてしまって、チームメイト達と過ごして──自分もここに居るのが、当たり前なのだ、と。

　これから自分は、どうするべきなのか──その答えがどこかにあるのだとしたら、それはきっと、ここにあるのだろう。

「……はあ、ずっとここで突っ立ってても、仕方ねーよな……とりあえず入って、アイツらと話でもしてみっか……────！」

　軽く頭を搔かきながら独り言を呟いていた隆良が、地を蹴けって後方へ飛びのく。その瞬しゆん間かん、隆良が先ほどまで立っていた地面が、あっという間に凍こおり付いてしまった。

　こんなことが可能なのは一人しか思い浮かばず、隆良はその名を呼ぶ──が。

「おい……いきなり、何のつもりだ!?　氷こお莉り────」

「──イマだよ、サナギちゃん、ヱリリン──たからパパを、つかまえちゃえーっ」

「……へ？　沙さ凪なぎとヱリリ……ヱリコ、って……ん、んお……んおあああっ!?」

　思いがけない名前が挙がり、不意を突かれた隆良へと──何も無いように見えた場所から、沙凪とヱリコが突とつ撃げきしてくる。恐おそらく氷の異能で気温差を作って蜃しん気き楼ろうを形成し、姿を隠かくしていたのだろうが、それにしても沙凪とヱリコの様子は尋じん常じようではない。

「っしゃ……っしゃあああですのっ！　取った……取ったでー！　ですの！　このまま隆良様を研究所まで運んで、タッチダウン決めこんでやりますの！　にょるぁぁぁ！」

「し、下野根くん、ごめんなさいですっ……でもわたし、下野根くんを行かせたくないんですっ……セット……セット、ハーット！　レディ……レディゴーッ！」

「ぎゃあああ何なんだお前ら!?　つか何で俺、アメフトのボールみたいな扱あつかい受けてんの!?　説明しようぜ、まずは！　つか、沙凪はまあともかく……ヱリコはお前、そんなキャラじゃなかったッスよね!?　いつもの穏おだやかなお前カムバァァァック！」

　沙凪とヱリコに抱だき着かれ、倒たおれないよう必死な隆良へと──更さらに氷莉も姿を現し、彼が求める説明を始めた。

「……カンタンなコトだよ、たからパパ。わたしは……わたしたちは、たからパパを……いかせたくないんだよ。だから、こーやってとめてるの。……それだけ」

「！　……お前ら、それは……いや、俺はまだ、『絶対正義』さんのトコへ行くって決めたワケじゃ……って、まあ、悩んではいるんだけども、でもよ──」

「──じゃ、じゃあ、今すぐココで……行かないって決めてください、下野根くん！」

「！　……ヱリコ、お前……」

　本来は大人しい性格のヱリコが、珍めずらしく大声を出す。つい驚おどろいてしまう隆良へと、続けて声を掛かけてきたのは、沙凪だった。

「冗談じゃないですの隆良様っ、わたくし達を置いてくなんて、許しませんの！　行くんじゃないですのっ！　お嬢じよう様さまのっ……命令ですのーっ！」

「……沙凪……そっか、ああ……お前の言いたいコトは、良く分かった。でもよ……まずは俺の話も、聞いてくれよ。……ヱリコも、な？」

「っ……にゅ、にゅふうぅ……」「ぅ……し、下野根くん……」

　隆良に冷静に促うながされて、沙凪とヱリコは渋々と彼から離はなれる。そして氷莉の横に並んだ面々へと、神しん妙みような様子で語り始めた。

「あのな、いくらさすがの俺でも、速そつ攻こうで結論！　……とは、いかねーよ。自分がどう行動するべきか、悩みもするっつーの。だからよ……なんつーか、俺の答えが出るまで、慌あわてずに……もうちょい落ち着いて、待っててくれって。……な？」

「たからパパ……そんなコト、いって……ヒーローさんのトコにいくって、ケツロンだしちゃってからじゃ……おそいじゃん……」

「氷莉……そうだな、お前らに言わせりゃ、そうなのかもしんねぇ。でも俺はよ、やっぱり、ちゃんと考えて結論を出してーんだ。じゃねーと俺は、どんな選せん択たくを選んだとしても、きっと後こう悔かいしちまう……お前は俺に、後悔させてーのか？　……違ちがうだろ？」

「……ズルイよ、たからパパ……そんなききかたされたら……わたし、もう……～っ」

　何も言えなくなってしまう氷莉だが──そんな彼女に代わり、そこまで俯き気味で話を聞いていた沙凪が、ぽつりと言葉を漏らし始める。

「……そう、そうですの……だったら、好きにすればイイですの。わたくしは別に、隆良様がわたくし達を置いていかないって、信じてますし……どーってコトないですの」

「……沙凪、だから、俺はまだ……」

「でも、もしっ！　……隆良様が、わたくし達を置いて、『絶対正義』の直属チームなんて、ワケ分かんないトコへ行こうとするならっ……その時は、その時はっ……！」

　涙なみだ目めの沙凪が顔を上げ、言葉を紡つむごうとすると──ヱリコと氷莉も続いて隆良のほうを向き、三人で捨て台詞ぜりふのような言葉を発しながら駆かけ去っていく。

「隆良様の全身の毛穴という毛穴から、四六時中ひっきりなしにゲルが噴ふき出るよう……呪のろいをかけ続けてやりますのーっ！　ふんぬーっ！」

「そ、それじゃわたしは、そのゲルで下野根くんが溺おぼれちゃうよう、昼夜を問わず星に祈いのり続けますからー！　ほ、本気なんですからー！」

「じゃ、わたしはそのゲルでたからパパがながされて、ケッキョクここへかえってくるよう、ねんじつづけるし……そのトキになって、コウカイするがよい。ふんだっ」

「うおおおいマジでヤメロ不ふ吉きつな呪いをかけんなぁぁぁ！　最悪のジェットストリームアタックだよチクショウ！　待たんかいぃぃぃ！」

　しかし待たぬ。ある意味、普ふ通つうに引き止められるよりも質たちが悪い言葉を受けて、その内容を思い返して隆良が軽く冷ひや汗あせをかく。

「あ、あいつら、恐ろしいコト言いやがって……いくら冗談だっつっても、万が一にでも実現しちまったらどうすんだっつの。……実現、しねーよな？　…………」

　軽く視線を伏ふせた隆良は、直後、バカな想像を振ふり払はらうように頭を振り──一つ大きなため息を吐いてから、改めて研究所へと足を踏ふみ入れるのだった。




　研究所内部にある、正方形の広い部屋──そこで一人の少女が、軽快なステップを踏み、見えない何かを振り払おうとするように、一心不乱に踊おどり続けていた。

「はぁっ……はぁっ……んっ、にゃっ……んっ！」

　タ、ターンッ……と、大きく力強いステップを踏んだ夜よ侘わびが、ようやく足を止める。膝ひざに左手を突ついて息切れしながら、服の裾すそを右手で摑つかんで、流れる汗を拭ぬぐおうとした時、

「はあ、はあ……やだ……汗、べとべと……んっ」

「──大したモンだな、夜侘。イイ踊りっぷりだったぜ」

「へ？　……──!?　にゃ、あっ……た、隆良っ!?　　！　ふゃうっ！」

　いつの間に来ていたのか、拍はく手しゆしつつ声を掛けてきた隆良に、夜侘が両手で慌てて服の裾を押さえる。『？』と怪け訝げんそうな顔をする隆良に、夜侘は顔を紅あかくしながら尋たずねた。

「た、隆良っ……あ、あの……み、見た？」

「？　お、おお……イイ踊りっぷりだったぜ、っつったじゃん。俺がいない内に、新しいバトルスタイル身に着けやがって……悔くやしいけど、ちょっと見み惚とれちまったよ」

「え、あ、にゃう……って、そっちじゃなくってぇ……あ、でも、その言い草なら見てないっぽいよね……な、何でもないの！　気にしないで──」

「あ、あと、汗拭ふくんなら、ちゃんとタオルとか使ったほうがイイぜ？　腹、丸出しだったぞお前。さすがに無防備すぎるんじゃ──」

「にゃあああ！　やっぱ見てるんじゃない！　……見てるんじゃないっ！　忘れて……忘れてよーっ！　忘ぼう却きやくの彼方かなたに葬ほうむりされぇー！」

「うおおお何だよいきなり！　ナニをそんな怒おこって……つか、興奮してんだ!?　待て、待てって……落ち着け、って……う、うおぉーい……ぷっ、くくっ……」

「葬り……にゃ？　……た、隆良……急に笑い出して、どーしたの……？」

　ぽかぽかと隆良を叩たたいていた夜侘だが、急に彼が含ふくみ笑いを始めたことで、その手を止める。何やら隆良は失笑を隠かくさぬまま、少し落ち着こうとしながら口を開いた。

「いや……お前と出会った時のコト、思い出しちまってな。ストレンジャーになったばっかの、戦せん闘とう実験の時……興奮して手の付けられなくなったお前に、ボコボコ殴なぐられたな、って。そういや、その戦闘実験も……確か、この部屋だったような気がするな」

「！　……う、ん……そうだね……アタシも、ここで今、訓練してて……あの時のコト、思い出してたん……だ。……隆良と、出会った時の……コト」

「んお……そうなのか？　そりゃまた、何で──」

「ね、隆良──『絶対正義』さんの直属チームに、っていうお誘い……どうするの？」

「！　それは、その……いや、えーとな、どうするか、っつーか──」

「……そっか……迷ってるん、だね。……そっか……そっか」

　言い淀よどんでいた隆良の迷いを見み透すかして、夜侘は納なつ得とくしたように頷うなずく。そうして彼女は、少しだけ考え込んだ後──明るい声を上げてきた。

「アタシはね──隆良が、行きたいんだったらさっ……行ったほうが、イイと思う！」

「！　……夜侘？　おい、ナニを──」

「ずっと、ヒーローに憧あこがれて……ヒーローに、なりたがってたもんねっ！　アタシ……隆良のコト、見てたし……分かるんだっ。アタシ達、ちょっと似た者同士なトコ、あるし。……夢が、叶かなうんだもん……迷うコトなんて、ない、よっ……」

「……夜侘……おい、ちょっと待てっての……おい」

「よかった、よねっ……おめでとっ！　って……あ、あはは、気が早すぎるかな……別に行ったからって、すぐヒーローってワケじゃないもんね……でも、隆良なら──」

「────夜侘っ！」

「──！　……にゃ……う」

　強い語調で言葉を遮さえぎられた夜侘が、声を詰つまらせ俯うつむいてしまう。隆良は軽く頭を搔いてから、俯く彼女の両りよう肩かたに、自身の両手を優やさしく置いた。

「……なあ、夜侘。お前がよ、俺の気持ちを考えて言ってくれてんのは、何となく分かる……それこそ、俺らは似た者同士だしよ。でもよ……今、俺が聞きてーのは、そういうんじゃねぇんだ。なあ……なあ、夜侘」

「っ……あ、う……隆良……」

「お前のさ──ホントの気持ちってヤツを、聞かせてくれよ」

「！　……あ、アタシ、は……別に、そんな……今だって、ホントの……コトを……」

「──────夜侘」

「っ……アタシ、は……行ったほうが、イイ、って……行った、ほうが…………」

　両肩に手を置かれ、夜侘は俯いたままで、ぼそぼそと呟つぶやいていた。……が、やがて彼女はゆっくりと顔を上げ、隆良と目を合わせながら──言った。

「……行かない……でぇ……」

「！　……夜侘……」

「やっと、ずっと一いつ緒しよに、いられるってぇ……思ってた、のにぃ……あの研究施し設せつから、帰ってきて……もう、離れないってぇ……それなのにぃ……」

「……だよな。お前や、皆みんなに……せっかく、迎むかえに来てもらったっつーのに……な」

「隆良、隆良っ、隆良ぁ……！　アタシ、離れたく、ないっ……もっと、隆良と一緒に、いたいっ……！　行かないで……いっちゃ、ヤダよぉ……！」

「……それが、お前の本心なんだな……聞かせてくれて……ありがとよ、夜侘」

「っ、ひぐっ……うぅ……ふぇ……ふぇぇぇんっ……！」

　ついには泣き出してしまった夜侘が、隆良の胸に体重を預けた。隆良は夜侘を抱だきとめ、その頭を撫なでながら──彼女の本心を受け取りながら、なおも考える。

　自分は、一体どうするべきなのか──自分が選ぶべき、その選択を。




　夜侘はひとしきり泣いた後、少し恥はずかしそうにしていたが、何やらスッキリとした顔をしていた。そんな彼女と一時別れ、隆良は再び一人で通路を歩いている。

　別れ際ぎわ、夜侘は言った──『隆良が決めたコトなら、アタシは受け入れるよ』と。泣いた後で微かすかに赤くなった目で、それでも無理をして笑う夜侘の顔を、隆良は思い出す。

　はあ、とため息を吐つき、俯きながら歩く隆良へと──不意に、凜りんとした声が届く。

「辛しん気き臭くさい顔してるわね、バカ隆良──何かお悩なやみかしら？」

「！　よお……魅み神かんじゃねーか。お前まで俺に、何か言いたいコトでもあんのか？」

「……ええ……そう、そうね……その通りよ、バカ隆良」

　胸の前で腕うでを組んでいた魅神は、隆良の問いかけに肯こう定ていで返しながらも、何やら威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを醸かもしていた。一体、何なのか──隆良が首を傾かしげた、その瞬しゆん間かん。

「？　おい、魅神……一体、何の話があるっつう──」

「バカ隆良、アンタ────今から私と、勝負しなさい」

「は？　…………は、はぁ!?　おい魅神、い、いきなりナニを──」

「いくわよっ……手加減なんてしないから──モタモタしてんじゃないわよっ！」

　言いながら魅神が、組んでいた腕を左右に開いた瞬間、その体から電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせる。いきなり何だ、と戸と惑まどう隆良に、しかし魅神は宣言通り、容よう赦しやなど微み塵じんも見せない。

「さあ、行くわよ────『雷らい迅じん』ッ！」

「なっ、ちょ、待てって……マジかよっ……──！」

　隆良の制止はまるで聞かず、魅神は超ちようスピードで一気に間合いを詰めてくる。咄とつ嗟さに距きよ離りを取ろうとする隆良の行こう為いなど、何の意味も成さなかった。

「くっ、相変わらずデタラメな速さっ……っつか、何でいきなり襲おそってくんだよ!?　おい、魅神……ちゃんと説明しろって──」

「まだまだっ……喰くらいなさいっ！　『雷らい陣じん』！」

「なっ、ちょっ……あ──あばばっ!?　お、いっ……このっ」

　自身を取り囲んできた電撃のビットに触ふれてしまい、感電してしまった隆良だが、体そのものが不導体の性質を持つため傷は浅い──魅神に摑みかかろうと手を伸のばす、が。

「捕つかまえっ……あ、あばば!?　……んなっ……これはっ……」

「──『雷らい蜃じん』──アンタが摑んだのは、電撃で形作った私の偽にせ物ものよ。そしてっ……」

「くっ……させるかよっ！　……って、は？　な、ナニっ……あっ……あばばば!?」

　魅神が変化させた両腕から立て続けに繰くり出したのは、鞭むちのようにしなる電撃──防ぼう御ぎよしようと、体の前で交差していた隆良の両腕をすり抜ぬけ、その身に電撃を浴びせていく。そうした張本人の魅神は電撃を収束させながら、ぼそりと呟いた。

「捕まえたら離はなさない、伸しん縮しゆく自在の二本の鞭──『雷らい儿じん』──まだまだ、こんなもんじゃないんだからっ……！　バカ隆良っ……！」

「っ……てめっ、新しん技わざまで繰り出しやがってっ……このっ──」

「まだ、まだっ……！　喰らいなさいっ……『雷』────」

「────いい加減にしろぉぉぉ！　ぉぉぉ……喰らいやっしゃぁぁぁ！」

「────!?　あ、きゃあっ……！」

　魅神が次なる技を繰り出そうとした、その間かん隙げきを縫ぬって──隆良が体の前方で交差していた両腕から、最大限にゲルを噴ふん出しゆつする。隆良の眼前に迫せまっていた魅神は、哀あわれ、成す術すべもなく全身にヌメヌメとしたエグい粘ねん液えきを浴びてしまった。

「はぁ、はぁっ……ったく、いきなり襲いかかってきやがって……まあこれで、いい加減に止まっただろ──」

「──ナメるんじゃないわよっ……こんなコトで、止まるワケ……ないでしょっ！」

「──なっ、なにっ!?」

　ゲルを全身に浴びても、魅神は戦いを止やめない。普ふ段だんの魅神なら『気持ち悪い』などとのたまい、少なくとも攻こう撃げきの手を止めることくらいは、していたはずなのに。

　ゲル塗まみれになりながらも、魅神は振り上げた両腕を──電気に変えながら、叫さけぶ。

「こんなの、しょっちゅう浴びせられてっ……慣れてきてんのよ、いい加減にねっ！　ついでよっ……私の溜たまった鬱うつ憤ぷんと一緒にっ……喰らいなさいッ────！」

「！　ちょっ……そいつは、さすがにっ──！」

「──────『雷らい塵じん』ッ！」

「ばっ、おまっ、そっ────あーばばばばばぁー!?」

　両手を電撃に変えて叩きつける、魅神の持つ数多い技の中でも高火力のモノだ。不導体の性質を持つ体とはいえ、さしもの隆良も耐たえ切れない。

「あ、あばば……ぐ、うっ」

　ぐらり、よろめいた隆良が──ついに尻しり餅もちをついてしまう。そこでようやく魅神は攻撃を止め、自身の頰ほおを伝うゲルを拭ぬぐいもせず、隆良を見下ろして語りかけた。

「……私の勝ちね……バカ隆良」

「づっ……な、ナニが勝ちだっつの……あんな、奇き襲しゆうみてーなやり方でよ……」

「ふんっ、勝ちは勝ちよ。……私の、勝ちなんだから……私のほうが、強いんだから」

「……？　おい、魅神……？　何だよ……お前、何でいきなりこんなコト……あ!?」

「………………」

　沈ちん黙もくする魅神へと、何かに気付いた隆良が、立ち上がって詰め寄ろうとする。

「ま、まさかお前まで、氷莉みてーに……力ちから尽ずくで、俺を行かせまいと──」

「──自うぬ惚ぼれるんじゃないわよ、バカ隆良っ！」

「……ファッ!?　な、なんだよ、誰だれが自惚れてるって……お、おい？」

　しかし隆良の勢いは、逆に魅神が詰め寄ってきたことで止められてしまう。

　魅神は『自惚れるな』と言った。それを隆良は最初『アンタなんかを力尽くで引きとめようとするワケないでしょ』という意味かと思っていたが、どうも違ちがうらしい。

　魅神は、まっすぐ隆良を見つめる眼に、微かに何かを滲にじませながら──それでも、強気な姿勢だけは崩くずさず続ける。

「アンタなんかよりもねっ……私のほうが、ずっと強いんだから……『絶対正義ジヤガー・ノート』なんかの……ヒーローとやらの所へ行くからって、自惚れてんじゃないわよ……アンタ自身は、まだまだ弱くて未熟なんだからねっ！　……バカっ！」

「！　魅神、お前……俺が『絶対正義』さんのトコへ行くコトに、反対しねーのか？」

「……ふんっ、好きにすればイイじゃない。憧れ……だったんでしょ？　アンタがそうしたいのなら、憧れのヒーローさんとやらの所にでも……勝手に行けばイイじゃない」

「！　……そっか……けど、それは本当に──」

『お前の本心なのか』──夜侘のように自分が本当に言いたいことを、胸の内に秘めているのではないかと、問いかけようとした隆良に──けれど対する魅神は、

「────だけどっ！」

「──お、おおっ!?　な、なんだよ……」

「私はっ……私にはっ……！」

　隆良の言葉を遮り、魅神は強く握にぎり拳こぶしを作りながら、彼の目をまっすぐに見つめる。その瞳ひとみには──迷いや偽いつわりは、微塵も感じられなかった。

「私には、アンタがヒーローになろうと、何様になっちゃおうと──関係ないんだから！　アンタがどこへ行こうと……私はアンタに、あっという間に追いついて……すぐ隣となりに、並んでやるんだからぁ！　……分かった!?　……分かったの、って聞いてるのっ！」

「！　……魅神、お前……」

「……ふ、ふんっ……いい気になってたら、足元すくわれるんだから……ばか……」

「……へっ、別に誰も、いい気になんてなってねーっつの。……ったくよー……」

　普段は鈍どん感かんな隆良だが、不思議と気付くことが出来た。これは魅神なりの激げき励れいで──隆良のことを、送り出そうとしてくれているのだ、と。

　いきなり襲ってきて、こんな方法で、と彼女の不器用さに苦く笑しようする隆良だが、しかし魅神は不意にそっぽを向き、新たに言葉を紡つむぎ始める。

「……大体ね、お下品なゲル妖よう怪かい風ふ情ぜいが、私を出し抜けると思ってんじゃないわよ……アンタなんて、私の足元にも及およばないんだから……身の程ほどを知りなさいっ、ふんっ！」

「……はい？　……はあぁぁぁ!?　おいおい電動ミカン～……誰がお下品なゲル妖怪だ!?　そうやって俺の異能を下品な風に言うんじゃねーっつの！」

「はんっ、下品な風にもナニも、事実、下品でしょーが。私は至し極ごく当然のコトしか言ってないし……いい加減アンタも、自分のゲルが下品なコトくらい、自覚なさいっ」

「……ほぉ～……ほっほぉ～……？　よ～く分かったぜ、電動ミカ～ン……お前こそ、俺に勝ったつもりになって、自惚れてんだろぉ……？　へっ、奇襲だったクセによ！　イイぜ、そんなに喧けん嘩かしてーんなら……今度は正々堂々、真っ向から勝負じゃいっ！」

「ふんっ、望むところだってのよ。いつでも、かかってきなさいよ。……何だったら……ずっと、喧嘩してあげたって……」

「あん？　最後のほう、良く聞こえなかったぞ？　オウオウ、どーしたどーした『雷らい神じん』さんよぉ……ビビっちまったのかぁ？　アーハーン？」

「……ふんっ、そんなワケないでしょーが。さあ、行くわよ、バカ隆良っ……どこからでも、何度だって────かかってきなさい！」

「へっ、上等だ……行くぜ魅神！　ナメんなよ────ゲルぶっかけんぞオラァ！」

「前々から思ってたけど、その台詞せりふ最悪なんですけど！　気付きなさいよね！」

　結局、隆良と魅神はいつも通り、口喧嘩を絶やさぬままに、ぶつかり始めた。

　けれど、そんなやり取りをしながらも──二人はどことなく楽しそうで、まるで遊んでいるようにさえ見えるのだった。







「おー、イテテ……魅神のヤツ、手加減ナシでかかってきやがって……へへっ」

　研究所の通路を改めて歩きつつ、文句を口にする隆良だが、その表情は晴れやかだ。

　思い切り暴れて、少しはスッキリしたのかもしれない──そんなことを考えながら、隆良は一つの部屋の前に立った。

　そこは、総責任者専用の研究室──アリアの居る部屋である。

「……あー、失礼するぜ……アリア」

　三度ノックしてから、隆良は扉とびらを開け、室内へと足を踏ふみ入れた……その瞬間。

「やあやあおかえり隆良くんお疲つかれさま元気かいゆっくりしていくといい」

「え、お────おっ……おぱっ!?　お、お、お……おぱ───っ!?」

　待ち構えていたのか、マシンガンのごとく労ねぎらいの声を掛かけてきたアリアが、その豊満すぎる胸をもってして隆良を出で迎むかえた。突とつ然ぜんの出来事に成す術も無かった隆良が、アリアの胸むな元もとから顔を脱だつ出しゆつさせ、既き知ちの奇襲おっぱい生命体との対話を試みる。

「お、おぱっ……じゃなくて、おまっ……いきなりナニすんだっつの！　窒ちつ息そくするだろーが！　……っつーか、話があって来たっつーのに──！」

「ふむ、話というのは……『絶対正義』の下もとへ行くかどうか、悩なやんでいる……と、そういうコトかな？」

「！　……何だよ、アリア……俺の悩みなんて、お見通しってコトかよ？」

「ふふっ、なに、私は皆みんなのお姉さんだからな……と、言いたいところだが……今のキミを見ていれば、誰でも分かると思うぞ」

「……はは、そーかい……今の俺は、そんなに分かりやすいんだな……ちぇ……」

「ふふ、まあな。で、だ……私の見解について、だが。………………」

　そこで一いつ旦たん、アリアは言葉を止める。アリア自身、迷いはあった──それは、『絶対正義』の過去や目的を、現在進行形で探さぐっているからこその迷い。それらがハッキリしない内に、隆良を『絶対正義』の下へ行かせるのは、さすがに躊躇ためらわれる。

　そう思えばこそ、本当なら隆良を引き留めるべきだ、と思うのだが──しかし。

「……？　お、おいおい、アリア……何だよ、急に黙だまり込んで……つか、いい加減に離せっつーの！　こ、この格好……居た堪たまれねーんだよ、おーい!?」

「………………」

　アリアの胸から顔を出しつつ、抗こう議ぎしてくる隆良──彼がずっとヒーローに憧あこがれてきたことを、アリアは知ってしまっている。自身の信念を貫つらぬき続け、憧れの下へと誘さそわれている彼の心情を思えばこそ、アリアは否定的なことを口に出来なくなった。

（……私も、ほとほと……彼には、甘あますぎるのだな……）

「お、おいアリア……ホント、離はなせっての……ヤバイ……抜ぬけられなくなる……この柔やわらかさから、抜けられなくなるから……！」

「……なあ、隆良くん……私の見解としては、だな」

「え……ちょ、待てよ……ふ、ふんぬっ！　……ふ、ふうっ」

　アリアの拘こう束そくが緩ゆるんだところで、隆良が彼女の胸元からようやく脱出する。アリアは少しばかり残念そうにしていたが、改めて真しん剣けんな表情を作りながら口を開いた。

「私はな、隆良くん……キミと出会ってから、キミのコトをずっと見てきた。ヒーローとして、その信念を貫き続ける姿と……そして魅神達と共に、苦難を乗り越こえ、歩んできた姿。その二つを見ているからこそ……私はキミに、こう言おう」

「アリア……ああ、聞かせてくれ。……なんだ？」

「……隆良くん──」

　にこり、陽ひだまりのような微笑ほほえみを浮うかべながら、アリアは言った。

「キミは、キミ自身が後こう悔かいしないよう──自分自身のコトを考えて、選せん択たくするべきだ。キミ自身が、本当に望む選択を……選ぶべきなのだ」

「！　……アリア、お前は……」

「……魅神達、チームメイトの気持ちに囚とらわれる必要もない。王おう真ま燈とう矢やや、『絶対正義』が求めるからと、それを理由に行く必要もない。キミ自身が望む、キミ自身が進みたい道を、行きなさい。……それがどんな形であれ、私は祝福するから」

「……はは、アリア……お前には、敵かなわねーな……ホント、マジでさ……」

　隆良の悩みなど、やはりアリアは見み透すかしていたのだろう。彼女の言葉に、隆良が悩んでいたことの全すべてが凝ぎよう縮しゆくされていた。

　そしてアリアは、これもまた隆良が聞きたかった、己おのれの本心も打ち明ける。

「まあ、私個人としては……キミに行って欲しくない、というのが本心だがな……」

「……そっか、ったく、どいつもこいつも……へへっ」

「ふふっ。……しかし、決めるのは──やはり、隆良くん自身さ」

「ああ、そうだよな……その通りだ」

　自分が、どうするべきなのか──結局、自分が選ぶしかないことなのだ。それを再確かく認にんした隆良は、ニカッ、と歯を見せて、アリアに笑いかける。

「……ありがとよ、アリア、俺は決めたぜ……今からちょっと、行ってくる」

「……分かった。キミがどんな選択をしたとしても……後事は全て、任せておけ。ややこしいコトや細かいコトは、全て私が引き受けるからな」

「……ああ、サンキュ、アリア……そんじゃ、ちょっと行ってくるぜ！」

　言いながら、隆良は駆かけ足で部屋を飛び出していく。そんな隆良の背中を見送るアリアは、彼に聞くことが出来なかった──一体、どういう答えを出したのか、と。

（……この私としたコトが、答えを得るコトを恐おそれるとはな……どちらにせよ、すぐに答えを知るコトになるというのに……）

　隆良の悩みを見透かしている、とはいえ、隆良の答えまでは見透かせない。彼がどんな答えを出したのか、それを恐れる心境を抑おさえられないが──しかし、アリアは無理をしてでも笑顔を作り、

「……行ってらっしゃい……隆良くん」

　既すでに駆け去ってしまった隆良へ向けて、ぽつりと言葉を送るのだった。







　トーヤ達が滞たい在ざいするというホテルに、隆良はやって来た。エレベーターに乗って彼らが取っているという部屋の前へ行き、その扉をノックする。

「……あっ！　隆良さんー……いらっしゃいですよー、えへへー」

　出迎えてくれたのは、ルリ──隆良が向かうという連れん絡らくは、フロントを通して入れていた。どうやら部屋は別々に取っていたらしいが、今は全員がトーヤの部屋に集まっている。ただ、リーザだけは用事があるとのことで、先にこの街を離れたとのことだが。

　部屋の隅すみではルーネが、無表情ながらも嬉うれしそうに手を振ふっている。

　そして、トーヤは──なぜか臨戦態勢で、その場に立ち尽つくしていた。

「……よ、よう、トーヤ……お前、何で身構えてんの……？　まさか答えを聞く前から、俺を力ちから尽ずくで連れて行こうっつう、そういう……？」

「……ふん、自うぬ惚ぼれるな、下野根隆良。これは、もっと恐ろしい脅きよう威いのせいさ……」

　緊きん張ちよう感かんを漲みなぎらせたトーヤが、厳しい視線をルリに向けながら口を開く。

「……このホテルで部屋を取った瞬しゆん間かんから、ルリが……度たび々たび、僕に襲しゆう撃げきをかけてくるから……一瞬たりとて、気の休まる暇ひまが無くて……」

「……そ、そーなんスかー……そりゃ、大変ッスねぇー……」

　もはや空々しいことしか言えず、微び妙みような心境で目を逸そらすしかない隆良──と、そこでトーヤの発言を受けて、ルリが愕がく然ぜんとしながら目を丸くする。

「えっ……？　トーヤ……ルリの、ラブアタック……イヤ、なの……？」

「……だから、僕は何度もそう言っているよね……いきなり抱だき着いてくるな、背中を見せた瞬間に肉にく食しよく獣じゆうのように目を輝かがやかせるな、って……何度も言っているはずだよ」

「……そんな、そんな……トーヤ、それって、まさか──」

　トーヤの尤もつともではあるが遠えん慮りよのない物言いに、ルリは思い切り落ち込んでしまった──かと思いきや。

「つまりトーヤは、あの程度じゃ満足してないっていうコト……！　もっと激しい愛情表現に、多大な期待を寄せてるってコト……！　分かった、皆まで言わずとも理解できたよ、トーヤっ……！　この世界さえ埋うめ尽つくさんばかりの愛で、トーヤを包んでみせる──アイドルとして鍛きたえたコトもあるルリの、必殺・残像ステーップ！　そりゃぁー！」

「せいやっ、せいやっ」

「そりゃ……おどーっふ!?　ちょ、トーヤ!?　なんで爆ばく破はしよーとするの！　元アイドルとしてあり得ない声が出ちゃったよ！　んもう、トーヤのイケズ！　愛が止まらない！」

　よくよく部屋を見ると、そこかしこに爆破の痕こん跡せきが残されていた。ホテルの従業員、泣くぞ、と隆良は思うも──しかしルリの様子を見て、少し安心する。

（……もうアイツ、すっかりいつも通りだな……ま、良かった……か？）

　くっ、と失笑する隆良──だが、そこでしかめっ面つらをしたトーヤが文句を口にする。

「……そもそも、キミが覚かく悟ごを決めるのが、遅おそいのが悪い。結論を悩むようなコトでは無かったはずなのに──キミのせいで、僕はルリの脅威に晒さらされているんだ」

「……は、はぁ!?　いや知るかっつーの！　関係ねーだろぉがぁぁぁ……！　変なイチャモンつけてんじゃねーっつの、こんの爆ばく弾だん魔ま！　エセヒーロー！」

「ふん、未熟なキミにエセヒーロー呼ばわりされる筋合いは無いね。けど、そうだな……僕はキミに負けてないコトを証明するため、ここで決着をつけても構わないよ？」

「まだそのコト言っとんのかーい!?　しつこすぎるっつ──うっ!?」

　その時、トーヤと口くち喧げん嘩かしていた隆良の背中に、どんっ、と衝しよう撃げきがやって来た。

「すん、すんっ……タカラ、いらっしゃい」

「……ひゅいっ!?　る、ルーネ……いきなりニオイ嗅かぎながらまとわりつくなっつの。慣れてきたっつっても、ちょっとビビるぜ……」

　いつの間にか隆良の背中に顔面を埋めていたルーネが、身体からだをずらして彼の前半身へ移動して、上うわ目め遣づかいで要求する。

「タカラ……ハグ、求む。ハグ、ハグ」

「いや、ハグ、ってなぁ……ンな恥はずかしい真似まねできねーし、それにワリーけど、今から大事な話があるんだ……ちょっと、待っててくんねーか？」

「ム。大事な、話……『絶対正義ジヤガー・ノート』の、トコ……行く、行かない、の……話？」

　ルーネの何気ない問いかけに、しかしトーヤとルリが同時に反応する──三人分の注目が集まる中、隆良は頷うなずきながら口を開いた。

「……ああ、そうだ。俺は、結論を出した──だから今、それを伝えに来た」

「……そうかい、そうだろうとは思ったよ、下野根隆良。まあ、他ほかに用件も無いだろうしね……むしろ、決断を下すのが遅すぎるくらいだ」

　確信を持って頷いたトーヤが、隆良を真まっ直すぐ見み据すえ、促うながすように言い放つ。

「当然……行くのだろう？　『絶対正義』が、待っている──僕達が憧れたヒーローに近づき、真のヒーローになるために、迷う必要なんてない。……そうだろう？」

「……ああ、そうだな……確かに、そうなんだろうよ。……俺は……」

　隆良は少し俯うつむき、気持ちを落ち着かせるように、軽く深呼吸をする。そして俯いたまま、ゆっくりと口を開く。

「俺は、お前達と一いつ緒しよに──『絶対正義』さんの所へ──」

　俯けていた顔を、ゆっくりと上げながら──隆良は結論を言い放つ。

「────行かない」

　隆良のその言葉で、しん、と室内が静まり返る。どれほど沈ちん黙もくが続いてからか、ようやく最初に動きを見せたのは、トーヤだった。

「…………は？」

　だが、その反応は『信じられない』と言わんばかりである。トーヤは考えるような素そ振ぶりを見せてから、隆良へ向けて言葉を投げかける。

「……下野根隆良……今のは僕の、聞き違ちがいかい？　キミは、『絶対正義』の下もとへ、行かないと……そう、聞こえたのだけど」

「いや、聞き違いじゃねーよ。俺は、お前らと一緒には、行かない──『絶対正義』さんには、悪いけどよ……俺が謝ってたって、伝えといてくれ」

「………………なぜ、だ？」

　隆良の言葉が聞こえているのか、いないのか、トーヤは眉み間けんに皺しわを寄せながら、再び詰つめ寄ってくる。

「おかしいだろう……僕らの憧あこがれたヒーローが……『絶対正義』が、求めているんだぞ？　それなのにどうして、行かない、という結論が出る。僕には、信じられない……キミは彼に憧れて、それでヒーローを目指していたんじゃないのか……違うというのか!?」

「……いや、間違っちゃいねーけどよ……でも、俺は自分の頭で考えて、自分の意思で、行かない、って決めたんだ。ワリーけどな、その結論は揺ゆるがねーし……それに、お前に否定される筋合いもないっつの。ちょっと落ち着けって」

「っ……ナニを、言って……下野根隆良っ！　キミは……真のヒーローに、なりたいとは思わないのか──」

「────待って、トーヤっ！」

「!?　……ルリ……」

　納なつ得とくせず糾きゆう弾だんを続けるトーヤを止めたのは、ルリ──彼女は首を横に振って微笑ほほえみながら、穏おだやかな声こわ色いろで言葉を紡つむぐ。

「隆良さんは……ちゃんと自分で考えて、結論を出したんだよねー？　だったらさ、もうルリ達がナニ言っても、変わんないよー。隆良さんがそういう人だって……トーヤも、良く知ってるはずでしょー？」

「っ……けど、僕は信じられない。ヒーローとしての、唯ゆい一いつの道を捨てるなんて……」

「う、うーん……ルリはヒーローって、良く分かんないから……それは何とも言えないケド。……でも、隆良さんはそのコトもひっくるめて、悩なやんで、考えて、選んだんだと思うよ。憧れのヒーローさんじゃなく……仲間の皆みんなを、ね？」

「っ……何を言っても、意志は変わらない、と……そういうコトか……そう、か……」

　ギリッ、と歯を嚙かみ鳴らしたトーヤが、頭を振り──ふう、とため息を吐ついてから、いつもの冷静な表情を作りながら言う。

「……だったら、好きにするといい、下野根隆良……後こう悔かいしても、知らないけどね。僕は、先に行かせてもらう……『絶対正義』と共に、真のヒーローとしての道を、ね」

「……おー、まあ、頑がん張ばれよ。……『絶対正義』さんに、よろしくな」

「……ふんっ……知らないよ、未熟者。……それじゃ、もう会うコトもないかもしれないけど……さようならだ、下野根隆良」

　そっぽを向いたトーヤが、『もうこんな所に用は無い』と言わんばかりに、そのまま部屋を出ていく。トーヤの背中を見送りながら、隆良はぼそりと呟つぶやいた。

「……しねーさ、後悔なんて、な……へっ」

　軽く失笑した隆良へと、今度はルリが、微笑みながら語りかけてくる。

「えへへー……ルリは、隆良さんなら、そうするんじゃないかなー……って、何とな～く思ってたんですよー。隆良さん……皆のコト、大好きですもんねー♪」

「……は、はあっ!?　おいおい、勘かん違ちがいすんなっつの……アイツらはな、俺がいねーと、ホントにダメっつーだけで……だから別に、好きとかそういうんじゃ──」

「はいはいっ、照れ隠かくしはイイですからーっ♪　えへ……皆みなさんのそういうトコ、なんかイイなーって、ルリ思いますっ♪　……皆にも、よろしく言っといてくださいねっ」

「んぐ……お、おお、分かったよ。……まあ、お前も元気でな──」

「──あーっ、お別れみたいに言わないでくださいよー、冷たいんだからー！　たまには遊びに行きますから……大だい歓かん迎げいっ、してくださいねー！　それじゃ……あーん、トーヤ、待ってよー！　ルリを置いてっちゃダメなんだからねーっ♡」

　いつものような笑顔を見せながら、ルリはトーヤを追って退室する。もう完全に立ち直っている彼女の強さに、隆良は何となく、苦笑してしまうのだった。

　そして、実はいまだに隆良へと抱き着いて離はなれていないルーネが──これまた実は、今までずっと隆良のニオイを嗅ぎ続けていたのを中断し、彼に語りかける。

「……タカラ、ワタシ……タカラの、いるトコ……いく。……いきたい」

「……へ、へぁっ!?　いや、でも……お前、元々リーザと一緒に『絶対正義』さんのトコにいるのに……い、イイのか？　そんな、勝手に決めちまって……」

「イイ。『絶対正義』も、リーザも、ルーネに、興味……あまり、ない。だから、平気」

「……いや、ンなコトねーだろ、寂さびしいコト言うなっつの……でもまあ、あー……何つーか、ホントにイイのかよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ワタシ、そうしたい、思った。……初めて、自分から、決めた。タカラと、同じ……自分の、道、選せん択たくした。だから……大丈夫」

「……そっか、それがお前の意志だっつーんなら……俺には、何も言えねーな」

　軽く鼻先を擦こすって笑う隆良に、ルーネは、ちょこん、と首を傾かたむけながら語りかける。

「ワタシ、タカラのトコ、お引っ越こし、しにいく。から……待ってて、ね？」

「……へっ、お前はホント、超ちようマイペースなんだからよ……まあ、分かっ──」

「なので、嗅ぐ。補ほ充じゆう……すん、すん……すんすんすん、すすんっ、すーんっ」

「う、ウワァァァ、マイペースすぎる！　……あれ、ちょっと待てよ……ウチのチームに来るってコトは……今後こうやって嗅がれまくるっつーこと!?　そうなん!?」

「言わずもがな。すんすんすん……もすっ、すふーんっ……」

「ギャアアア早まったァァァ！　軽率すぎた、チクショォォォ！」

　嗅がれながらも悲痛な雄お叫たけびを上げる隆良だが、ルーネは全く止まらない。ひとしきり匂においを堪たん能のうしたルーネがようやく離れ、隆良が疲つかれた表情で口を開く。

「は、はあ……さ、さすがにもうイイよな？　ったく、マイペースも程ほど々ほどにしろよ？　そんじゃ、とりあえず俺、研究所に戻もどるからよ」

「ン。……ルーネ、お引っ越し準備、終わったら、すぐ……この街、帰ってくる。その時、また……ニオイ、嗅ぐ。存分に。覚悟、よろしく」

「う、うぬぅ……あんましたくねー覚悟だけど……わ、分かったよ。……へっ、ホントに引っ越してきたら、そん時は存分に歓迎してやっからよ。……またな」

「！　うん……楽しみ、してる。タカラ、バイバイ。……また、ね」

　無表情なのは変わらないが、何となく嬉うれしそうに、飽あきることなく手を振ふり続けてくるルーネに見送られ──隆良はようやく部屋を出た。

「……ったく、終始マイペースなんだからよ……ま、アイツらしいけどな、へへっ」

　苦笑を漏もらした隆良が、軽く首を横に振ってから、気を取り直して呟いた。

「……さーて、とっ……そんじゃ俺も、帰るとしますかね……」

　顔を上げた隆良は、さっぱりとした表情で笑みを浮うかべる。

「俺が、自分で選んだ──後悔しねぇ場所、ってトコによ」







　いつもの研究所へ戻り、これまたいつも皆で集まる部屋へやって来た隆良が──室内の様子に、思わず絶句する。

「……なんじゃ、こりゃあ……」

　そこには、隆良がいつも目にしている光景は無かった。チームメイト達は、全員が揃そろっている。しかし誰だれも彼も、アリアでさえ、どんよりと落ち込んだ表情をしており──しかしその反面、『下野根隆良・歓かん送そう会』と派手な色しき彩さいで書かれた横断幕を飾かざり付け、いかにもな雰ふん囲い気きのパーティーの準備をしているのだ。

　生ける屍しかばねのような女子達が彩いろどる、華はなやかなパーティー。アンバランスな様相で準備が進む中で、魅神が隆良に気付いて気の抜ぬけた声を掛かける。

「……あら、バカ隆良……早かったわね……最悪、そのままアイツらと一緒に行くのかもって思ったけど……お別れの挨あい拶さつをする礼れい儀ぎくらい、持ち合わせてたみたいね……」

「…………い、いや、あのよ」

「どーしたのよ……気の抜けた顔して……おばか顔に拍はく車しやが掛かっちゃうわよ……って、ダメね、最後だっていうのに……私ってば、はぁ……」

「……いや、気の抜けたとか、今のお前に言われたくないけども……」

　いつもの軽口にまるで力が籠こもっていない魅神を、隆良も思わず心配してしまう。いや、魅神だけではなく、それはこの場にいる全員が同じで。

「「「「「……はぁ……」」」」ですのーん……」

　全員が、揃ってため息を吐いていた。そんな彼女達と『下野根隆良・歓送会』の横断幕を見た隆良は、何となく自分が出した結論を口にするのを躊躇ためらうが──ずっとこのままではいられない、とチームメイトへ自身の選んだ道を告げることにする。

「……あ、あのよ……盛せい大だいにパーティーの準備してもらってるトコ、悪いんだけども」

「「「「「「……んぅ……？」」」」」でーすのーいっ……」

「俺、アイツらと一いつ緒しよに…………行かないんだけども」

「「「「「「……………………」」」」」でっすっのぉ～♪　……ん？」

　一いつ瞬しゆん、耳に痛いくらいの静せい寂じやくが、その場を支配した──次の瞬間。

「「「「「「…………えええええ!?」」」」」どぅえっ、っすっ、ぬぅお～～～！」

　何か一人ふざけているお嬢じよう様さまがいる気もするが、とにかく全員が驚おどろきの声を上げ──真っ先に魅神が、憤ふん慨がいの声を上げ始める。

「はっ……はぁー!?　ナニよそれ……もー、ナニよそれー!?　私なんか勝負とか吹ふっかけっちゃったのに、もーっ……結局行かないとか、人ひと騒さわがせなんだから……もぉー！」

　……憤慨の声を上げながらも、ニヤけ顔は全く隠せていないのだった。

　と、驚きっぱなしの面々の中から、夜侘が隆良に駆かけ寄って疑問を投げかける。

「で、でも隆良っ……何で!?　だって、憧れのヒーローさんの誘さそい、なんだよねっ……!?　行きたかったんじゃないの……？　……ほ、ホントに行かなくて、いいの……？」

「あん？　そりゃ、お前。……ん、あー……それなんだけどな……」

　夜侘の問いに、隆良は少し考えるように間を置いてから、改めて答えた。

「行くもナニも……断られちまったんだよ、向こうから」

「……えっ……え、えええっ!?　な、ナニそれ、最初にあっちが誘ってきたのに!?」

「おお、そーだよ。あんにゃろー共、俺がヒーローとしてまだまだ未熟すぎるとか、土ど壇たん場ばで気が変わったとか言いだしやがってよー……けっ、もう少しでこの俺様が、世界的なヒーローとして認められるトコだったのに……なのに、アイツら──」

「っ……ナニそれ、勝手すぎるよ……隆良はヒーロー目指して、ずっと頑張って……」

　むっ、と怒いかりを示す夜侘の言葉が終わる前に──隆良は一つ、言い放った。

「アイツら──エグくて下品なキモいゲル妖よう怪かいは、崇すう高こうなる志を持つヒーロー様のチームにゃ、相応ふさわしくないとか言いやがって！　ったく、失礼だよな……なあ、お前ら！」

「「「………………」」」

「まあ、俺にはこっちのチームのが、お似合いだとか──……おい、何だよ夜侘……ていうか皆して、何でそんな悟さとりきったような、妙みような表情を……」

　隆良から目を逸そらし、沈ちん黙もくしたのは、夜侘だけではない──超がつくほど微び妙みような表情をしていた魅神と氷莉が、こくこくと頷うなずきながら会話する。

「……ああ……うん、すごい納なつ得とくした……それはまあ、仕方ないわ……」

「ていうかー……ちょー、ダトーなハンダン、だよねー……」

「ヘイヘイお前らどーいう意味？　お前ら味方と信じた俺のハートはブレイク寸前？」

　なぜかリズムに乗って文句を言う隆良だが、そんな彼に全面的に味方していたのは、こちらでも言葉を交かわしていたヱリコと沙凪である。

「あの王真さん達、見る目が無いですよねっ。下野根くんはゲルなんて関係なく、カッコイイのにっ……でも、えへへ……下野根くんが、ヒーローさんの所へ行かなくって……不ふ謹きん慎しんですけど、わたし……良かったかな、って……えへ、えへへっ♪」

「まあ、隆良様はゲルをひっくるめてナイスガイですケド……でもまあ、わたくしは最初から、隆良様がわたくし達を置いていくはずないって信じてましたの！　にゅふふ、この高貴なる先読みっぷりは、お嬢様ゆえですの、オホホ……べ、別に不安になんて、これっぽっちもなってなかったですのっ……勘違いするんじゃないですのぉぉぉ！」

　間ま違ちがえたツンデレを繰くり出す沙凪と、ホッとするヱリコ──と、そんな二人を見つめていた隆良の横で、夜侘の様子が変わってくる。

「……ぅ……隆良……ホント、に……」

「……んあ？　夜侘……どうしたよ」

「っ……よかった、よぉ……隆良が、行かなくて……ホントに、よかったぁ……」

「！　……おいおい、こっちはお断りされてヘコんでんのに、よかったってなぁ……ったく、へへっ……泣き虫だよな、お前はよ」

「だ、だってぇ……う、ぐしゅっ……み、見ないでっ、見ちゃダメだよっ……」

　最も素す直なおに感情を吐はき出した夜侘が、泣き顔を見られるのを恥はずかしがり、背中を向けてぱたぱたと隆良から離れる。それを見た魅神が、ふっ、と軽く微笑ほほえんでから、ヱリコの傍かたわらへと歩み寄りながら口を開いた。

「……あーあ！　バカ隆良のゲルがエグくてキモいせいで、歓送会の準備が無む駄だになっちゃったわね……全く、仕方ないんだからっ……ねっ、高たか橋はしさん」

「い、イイじゃないですか、雷らい轟ごうさんっ。あ、じゃあせっかくですから、このまま……『下野根くん・ドタキャン残念会！』にしちゃいましょうよっ、そうしましょうっ！」
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「あら、それイイわね。ドタキャン喰くらった隆良を祝して、パーッと騒さわぎましょうか！」

「……お、お前らなぁ……性格ワリーぞ……」

　尤もつともな呟つぶやきを漏らす隆良だが、ふふんっ、と魅神は上じよう機き嫌げんに鼻を鳴らしてスルーした。更さらに沙凪と氷莉も、ごしごしと両手で目を擦る夜侘に歩み寄る。

「──ほらほら、夜侘～？　いつまで泣いてるんですのっ。隆良様が残念なコトになっちゃったんですから……ここは励はげます意味でも、パーッと騒ぎますのよー！」

「そーだよ、おじょーちゃんにナミダは、にあわないぜー……なんちゃってー。しんみりしてないで、おもいっきりさわごうよ、よわびニャンコー」

「う、うんっ、そうだよね、沙凪ちゃん、氷莉ちゃ──ちょっと待って氷莉ちゃん。何度も言うけど、アタシはニャンコじゃにゃーってばぁっ！」

　嚙かんでしまった夜侘は、もはや完全に説得力が無く、氷莉と沙凪は呆あきれるばかりだ。

　結局、本当に始まってしまった残念会は、けれど生気の欠けた様子で準備していた歓送会とは違い──これまたアンバランスにも、陽気な大おお騒さわぎとなっていた。

　やることなすことが支し離り滅めつ裂れつなチームメイト達に、さすがの隆良も失笑するしかない。と、そんな彼にこっそりと声を掛けたのは、アリアだった。

「隆良くん……本当に、良かったのかい？　……ここに残る選せん択たくをして」

「……ん？　何のコトだか……俺はトーヤ達に、断られたんだって──」

「ふふっ、とぼけるな……私が彼らの立場なら、絶対にそんな真似まねはしない。キミが『断られた』コトにしたいのは……キミが皆みんなと居るのを選んだコトを隠かくし、皆に気を遣つかわせないようにするため、かな？　……違うかい？」

「……へっ、そこまで深く考えたワケじゃねーよ。隠したのは、何となくだっつの。……でも、まあ何だ……ホンット、お前には隠し事できねーよなぁ……」

「ふふっ、私は皆のお姉さんだからな。……それで、隆良くん？」

「……ああ、本当にこれで、良かったのか……だよな。……それは──」

　アリアの疑問を受け止め、改めて考えてから──隆良は、ゆっくりと口を開く。

「────わかんねぇ」

　ぽつり、簡潔に呟いた言葉を、アリアは真しん剣けんな表情で黙だまって聞いていた。そしてまた少し間を置いてから、隆良はゆっくりと言葉を続ける。

「でも……俺は俺なりに、考えたんだ。自分が後こう悔かいしない道ってのを……そりゃ、『絶対正義ジヤガー・ノート』さんのトコへ行くってのは、魅み力りよく的だったけど……何度考えても、俺が望んだコトとは……どこか、違うんだ。俺が……俺が本当に、望んだコトっつーのは……」

「……隆良くん……」

「あの人の……『絶対正義』さんの背中を追うとか、そういうコトだけじゃねぇ。俺が、本当に望んだのは……俺が思い描えがく、ヒーローの形っていうのは──…………」

　残念会と称しようして、嬉しそうに騒ぐ仲間達──魅神を、夜侘を、沙凪を、氷莉を、ヱリコを、それぞれの顔を一度眺ながめた後──アリアへと視線を戻もどし、隆良は苦笑する。

「……やっぱ、良く分かんねぇ。上手うまくも言えねーしな……へへっ」

「……そう、か……ふふっ、そっか」

　誤ご魔ま化かすように笑う隆良に、アリアも微笑んで返す。隆良は、ここに居たいと、そう結論を出したのだ──それ以上の言葉は必要ないと、アリアは頷く。

「それがキミの……隆良くんの、後悔しない選択だというのなら……良かった、と、私は思う。……ああ、本当に──良かった、よ」

「……おう。へへっ、そう言ってくれっと、救われるよ。……ありがとよ、アリア」

　隆良の礼に、アリアは喜色を隠さぬ笑顔で、構わない、と首を横に振ふる。

　笑い合う二人に──そこで魅神と夜侘が、隆良へと同時に声を掛けてくる。

「ちょっと、バカ隆良ー。仮にもアンタ、この残念会の主役なんだから……こっち来なさいよっ。ほら、そんな神しん妙みような顔してないでさっ」

「隆良、早く早くっ。ほら、ジュース入れたよっ。今日は思いっきり飲んじゃおっ♪」

「……ったく、アイツら、人の気も知らねーで……へへっ、やっぱ仕方ねーな」

　照れ臭くさそうに鼻の頭を擦こすりながら、隆良はアリアも連れて、仲間達の招きに応じる。

「おーっし、んじゃ、今日は思いっきり騒ぐぜっ……いいな、お前らぁーっ！」

　隆良の言葉に呼応して、チームメイト達も、思い思いに騒ぎ始める。そうして仲間と共に、体裁など取り繕つくろうこともせず、思いのままにバカ騒ぎしていると──隆良の胸には何となく、充じゆう足そく感が満ちてくるのだった。

　自分自身で選んだ、後悔の無い選択──それを証明するかのように、率先してはしゃぐ隆良。その仲間達と過ごす夜は──賑にぎやかさが絶えることなく、更ふけていく。




　……けれど、だからこそ──この場にいる誰だれもが、気付くことはなかった。

　もうすぐ世界に、大きな変化が訪おとずれることなど──誰一人、考えもしなかったのだ。







　ルーネ・ゼーンズフト・ヴァイゼは、姉であるリーザと共用していた部屋で、荷造りを進めていた。大きなトランクに、自分の数少ない荷物を詰つめ込んでいく。

　そこでルーネは思い出したように、先日のデートの際、隆良に買ってもらった白ウサギのキーホルダーを手に取り──無表情のまま、それをジッと見つめる。

「……タカラ……ワタシ、すぐ行く。……楽しみ……とても、とても……楽しみ」

　言葉で感情を表現し、白ウサギのキーホルダーを懐ふところに仕し舞まい込んで、無表情ながらウキウキと荷造りを再開する──が、その時。

「……あらあら、ルーネったら、楽しそうね～……珍めずらしいわ～」

「！　リーザ……」

　いつの間に部屋へ入って来ていたのか、リーザが声を掛かけてくる。ルーネの表情は変わらぬものの、少し驚いたように身み動じろぎし、けれど気を取り直して返事した。それは、隆良の下もとへ出立する前に──リーザへと、言おうと思っていたことだ。

「リーザ……ワタシ、タカラのトコ、行きたい……行く、決めた。今まで、ワタシ、面めん倒どう、見て、もらった。リーザ……感謝、してる。ありがと──」

「……あらあら～？　ルーネってば、一人でナニを勝手に言ってるのかしら～……そんなの、ダメに決まってるでしょう～？　うふふ～」

「………………えっ？」

　相変わらず表情こそ変わらないものの、ルーネは意外そうな声を出し、『ダメ』とハッキリ言ってのけたリーザへと、慌あわてて懇こん願がんする。

「で、でも……ワタシ、行きたい。タカラの、トコ……初めて、自分から、やりたいコト……見つけた。だから、リーザ、お願い……お願い、おねえ、ちゃんっ……」

「あらあら、都合の良い時だけお姉ちゃんだなんて～……そんな聞くに堪たえないおべっか言う子になんて、育てた覚えはないわよ～？　というかねぇ……アナタには、お役目があるんだから～……無駄なコトなんてさせられないわ～。これから起こる、素敵な出来事を彩いろどる……大事な大事な、役目が……ね？」

「……役目？　リーザ、言うコト……ワタシ、分からない……けど、ワタシ、は……タカラの、トコへ……ワタシ……ルーネ、は……」

　ルーネの言葉から、力が失われていく。姉であるリーザに反はん抗こうしたことなど、一度も無かった。だからこそ、今のルーネの心中には、急速に諦てい観かんの情が湧わき起こってくる。

　が、隆良の顔を思い浮うかべた瞬しゆん間かん──ルーネの胸が、強く高鳴った。彼と、そして彼の仲間達と共に居る、その未来を思い──ルーネは初めて、姉に反抗しようとする。

「っ、ワタシは、絶対、タカラの、ところ、にっ……────！」

　けれど──ルーネのささやかな反抗は、彼女の額にリーザの人差し指が突つき付けられた瞬間、その意味を失なくす。トン、と人差し指がルーネの額を叩たたくと、恐おそらく何らかの異能が発動したのだろう、ルーネはあっさりと気を失ってしまった。

「さあ、行きましょうか～……始まるわよ～。楽しい楽しい、パーティーが……ね～」

　ぐい、とルーネの体を抱かかえ上げた瞬間──ルーネの懐から白ウサギのキーホルダーが、ちゃりん、と音を立てて落ちたが、リーザはそれに気付きもせず退室する。

　薄うす暗ぐらい部屋に取り残された、白ウサギのキーホルダーは──ただただ寂さびしそうに、独りぼっちで、そこに佇たたずむのだった。







　あとがき







　こうして皆みな様さまと再びお会いできた喜びと感謝に打ち震ふるえる、初はつ美み陽よう一いちでございます。

　ついに七巻っ……！　読者の皆様が応おう援えんしてくださっているおかげで、ここまで走り続けることが出来ております。『ライジン×ライジン』を……隆たか良らや魅み神かん達を見守り続けてくださっている読者の皆様には、勝手ながら仲間意識さえ感じさせて頂いている次第。

　仲間なんですから、皆様に愛を叫さけぶくらい普ふ通つうですよね？　愛していますぅぅぅ！（ああっ、そんなイヤそうな顔なさらず！）




　しかし仲間といえば、いつも美び麗れいなイラストを描えがいてくださっているパルプピロシ様。今回も新キャラの壬み玄くろ玲れ愛あを可愛らしく仕上げてくださり、感謝の言葉もございません。

　今回の新キャラ、壬玄玲愛……そう、ちょっぴり露ろ出しゆつ多めの褐かつ色しよく肌はだ娘むすめ……褐色肌と、本作品の主人公である下しも野の根ね隆良が繰くり出だす、決してエロくもエグくもない崇すう高こうかつ神秘的なエモーショナル溢あふるる……白はく濁だくとしたゲル！　白濁とした！　ゲ・ル！

　褐色肌とゲルッ！　この世にこれほど相性のいいものがあるだろうかッ!?　いや……断じてないッ！　断じネス！（？）

　……あっ、少しばかり興奮してしまいましたが……いえ、別にそんなね？　いやらしい気持ちなんて微み塵じんもないんですよ？　そんな……ちょっとこう、健康的な小麦色の肌に、えっぐいヌメヌメした白濁とした粘ねん液えきがまとわりつくとか……別にいやらしい気持ちなんて、そんな、そんな……この世はフェチで溢れているぞォォォ!!（ガッツポ）

　やってくれた……ピロシさんは、やってくれたよパトラッシュ……パルプピロシさんはもはや仲間というより、初美のフェチの共犯者です。燃えたぎるフェチへの想いを感謝に変えて叫べば、万里を越こえて四海の彼方かなたにまで響ひびき渡わたるでしょう（やめて！）

　勝手にフェチの共犯者に仕立て上げてしまった鬼き畜ちくのごたる所業……パルプピロシさんから出会い頭のシャイニング・ウィザードをかまされても文句は言えないレベルですが、兎とにも角にもここで感謝を叫ばせて頂きたいです！　ありがとうございます！




　もちろん仲間といえば、ずっと『ライジン×ライジン』のデザインを手て掛がけてくださっている、越お阪さか部べワタル様……毎回毎回、どうしたらこんな素敵なデザインを思いつくコトができるんですか！　と驚おどろかせて頂いております。

　六巻からの新担当のＫ様にも、色々と相談に乗って頂き、こうして七巻を出版させて頂ける運びとなりました……初美が未熟ゆえに多大な苦労をおかけしておりますが、しかしおかげで楽しく書かせて頂けておりますっ！




『ライジン×ライジン』は、もちろん読者の皆様を含ふくめた、多くの仲間に支えられて歩んでいける作品でございます。

　初美も、こんな変態フェチのゲル作家（!?）ではございますが、皆様に仲間と思って頂けていれば、幸こう甚じんの至りでございます。

　こんなゲル作家でも、見捨てないで頂ければ幸いっ……拾っていこうよ、ゲルを！（あ、イヤですか……へへっ、そ、そう仰おつしやらず……）




　さて、異能が『Ｅｒｏランク』にアップし、身長もさりげに２㎝ほど伸のびた隆良の、まだまだ続く成長譚たん……これからもお楽しみ頂ければ、これに勝る喜びはございません！

　どうかどうか、今後とも『ライジン×ライジン』を、よろしくお願い致いたします！




　あ、それと……二○一四年の一月に発売する『ドラゴンマガジン二○一四年・三月号』にて、初美陽一の新作短編『エターナルフォース・ラブリザード　～効果・女の子に惚ほれたら死ぬ～』を、龍りゆう皇おう杯はいに参加させて頂いております。

　この仮タイトル通り、『女の子に惚れたら死んでしまう』という悲しすぎる宿命を背負った主人公が、襲おそい来るラブコメを文字通り必死かつ、全力でぶち殺しにいく、ちょっぴり珍ちん妙みようだけど……時に熱いところもある、そんな作品となっております。

　もしよろしければ、そちらもお楽しみ頂ければ……恐きよう悦えつ至し極ごくの限りでございます～！

（さりげなく宣伝を交える……汚きたない、さすが初美汚い。ゲル作家だけに）
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